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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき









　ことの始まり







　王都ゼフィッツイの東、貴き族ぞくの館やかたが並ぶ地区でも少し辺へん鄙ぴなところに、デヴォー家の屋や敷しきはあった。

　デヴォー家。代々、王おう宮きゆうの酒さか蔵ぐらを管理する貴族である。爵しやく位いはないが滞とどこおりなくその責せき務むを果たし、小さいながらもどうにか貴族としての体面を保っていた。少し前に当主が高齢を理由に引いん退たいし、その息子むすこが家か督とくを継ついだばかりである。

　そして、今。

「お母さま、大変ですわ！」

　ドアもノックせず飛び込んできたドリーン・マロリー・デヴォーに、椅い子すに座すわってレースを編あんでいた母親のドリーン・デヴォーは眉まゆをひそめた。

「マロリー、ノックもせずにはしたないですよ」

「ご、ごめんなさい」

　母親に窘とがめられ、マロリーは素す直なおに謝あやまった。だが、すぐに、

「でも、大変なんです！　庭で怪あやしい男が暴あばれているんです！」

　動転もあらわにマロリーはドリーンの腕を引っ張る。いつもは小貴族の子し女じよらしく大人おとなしいマロリーの、この慌あわてように、ドリーンはレースをテーブルに置いた。そして、うろたえる娘の腕を押さえ、

「落ちつきなさい、マロリー。怪しい男とはどんな男なの？　その男は庭でなにをしているの？」

「ああ、お母さま、とにかく怪しいんです！　格かつ好こうもなにもかも！　とにかくその目でお確かめください！　でも庭に出てはだめ、危険すぎますわ！」

　落ちついている場合ではないと、マロリーは母親の手を引っ張り、窓からテラスに出る。そして、貴族の館としては狭せまいが、こぢんまりと手入れの行き届とどいた庭の一点を指さし、興こう奮ふんした声で、

「ほら、あそこです！」

「マロリー、大きな声を……」

　出さないで。ドリーンはそう続けようとしたが、言葉は尻しりつぼみになってしまった。驚おどろきのあまり、両手で自分の口を覆おおう。

　男は確かに、見るからに怪しかった。この夏場に薄うす汚よごれた茶色のマントをはおり、フードも目ま深ぶかにかぶって長身の体を隠かくしている。その中からガチャン、ガチャン、と金属のぶつかり合う音がするのはなぜだろう。歩くたびに足あし下もとに鈍にぶい銀色の光が見えるのは気のせいだろうか。

　だが、その手に握にぎられている大きな剣は、幻げん覚かくでもなんでもない。

　男は柘つ植げの垣かきを剣で叩たたき折り、搔かき分け、ずかずかと進んでいく。少し回り道をすれば垣根を迂う回かいできるというのに、焦あせっているのかそれとも直進することしか知らないのか。

「なんだ、きさまは！　ここをデヴォーさまのお屋敷と知って入り込んだのか！」

　ようやく駆かけつけた使用人が男を怒ど鳴なりつけた。屋敷の中でも屈くつ強きようの使用人が三人、男を押さえつけようとする。だが、

「おおおおお！」

　気合い一声、男は剣を振り回し、使用人たちを叩き倒した。ばたばたと使用人たちが弾はじき飛ばされる。

「きゃっ！」

　マロリーが悲ひ鳴めいを上げた。しかし、幸さいわい剣の平の部分で叩かれたらしく、使用人たちに怪け我がはないようだ。

「おのれ、どこまでも俺おれの邪じや魔まをする気か！」

　剣を手に男が吠ほえた。

「ならば俺は最さい期ごまで戦い抜くぞ！　俺の剣の錆さびになりたくなければ退ひけ！」

「お、お母さま、あれは一体！」

　母親の腕にしがみつき、震ふるえる声で叫さけぶマロリー。だが、それ以上は恐怖のあまり言葉が出てこないようだ。

　ドリーンは青い目を大きく開き、男の奇き行こうを凝ぎよう視しした。信じられない。そんな驚きよう愕がくが表情にありありと表れている。

　男は垣根を踏ふみ越こえると、庭園の中央にあった泉に大おお股またで歩み寄った。マントがひるがえり、えらく時代がかった金属の臑すね当あてが見える。

　彼はそのまま水の中に入り、噴ふん水すいのノズルを無む造ぞう作さに摑つかむと、一気に引き抜いた。がこん、と音を立てて下の台ごと外はずれ、ゴボゴボと大量の水があふれ出てくる。男はびしょ濡ぬれになるのもかまわず、大きな台だい座ざを抱かかえた。そして、それさえも動かそうとする。

　わらわらとほかの使用人が屋敷から出てきて、愕がく然ぜんとしていたドリーンはようやく我われに返った。

「ああ、いけない……！　みんな、やめてちょうだい！」
















　縄なわや棒ぼうを持って現れた使用人たちに向かって、ドリーンは声を張り上げる。いつもはもの静かな彼女の大声を聞いて、使用人たちは驚いた顔をテラスに向けた。

　ドリーンは隣となりで怯おびえている娘の肩を摑んで、

「マロリー、しっかりしてちょうだい。今から王宮に遣つかいを出して、タッカーを呼び戻もどしてちょうだい」

「お、お兄さまを？」

　わけが分からないといった様よう子すでマロリーは聞き返す。

「で、でも、お兄さまは今、お勤つとめの真まっ最さい中ちゆうで」

「かまいません」

　ドリーンがぴしゃりと言い切った。マロリーは息を吞のんで母親を見つめる。

「今はあの子がこの家の家督です。早く、この家の一大事なのですから！」

「はっ、はい！」

　母親の勢いきおいに突き動かされるように、マロリーはきびすを返して部へ屋やを飛び出した。

　一人残ったドリーンは、噴水の台座を動かそうとしている怪しい人物を凝視しながら、無意識のうちに手を組んだ。

「ああ、神さま！　あなた……！」







　１　出番だ、エンゼル・ハートクラブ！







　客はドアをノックしてやってきた。草木も眠る丑うし三みつどきに。

「はいよ？」

　復ふく元げん作さ業ぎようの為ために起きていたエドが、眠い目をこすりながらドアを開ける。そして、くわえタバコのまま、ぼんやりした表情で相手を眺ながめた。

「……おたく、どなた？」

「ゆえあって名を明あかすことはできんっ」

　相手は目ま深ぶかにかぶった帽ぼう子しの下から、こんな夜中に元気いっぱい潑はつ剌らつと答えた。

「しかし、呼び名がなくては不便か……よし、俺おれのことはミヤマン・アウヤーと呼んでくれ！」

「ミヤマン、ねえ」

「ここで頼たのんだものを捜さがしてくれると聞いたのだ。俺の仕事を手伝ってもらいたい」

「そりゃ、うちは捜し屋だけど……」

　エドはしばし相手を眺めた。だらしなく開けたシャツの中に手を突っ込み、ぽりぽりと胸を搔かくと、

「それより、おまえさん、その暑あつっくるしいマントを脱いだらどうだね？　夏のゼフィッツイで汗あせをかきながら着るもんじゃないと思うがね」

　呆あきれ返ってエドは指し摘てきする。相手は首くび筋すじにだらだらと汗をかきながら、慌あわてて重たいツイードのマントを引き寄せた。

「い、いや、これはゆえあって脱ぐわけにはいかんのだ。変に思われるのは当然だが、しかし」

「マントの下の胸当ても外はずした方がいいんじゃないかね？　ついでに籠こ手ても、臑すね当あても。仮か装そう大たい会かいにでも出席するのかい」

　相手の言葉を遮さえぎり、エドはさらに指摘する。依い頼らい人にんはぎょっとし、あとずさった。金属の装備がガチャガチャと音を立てる。マントから突き出しているものは剣のようだ。

　古くさい剣士の格かつ好こうをした依頼人は、動どう揺ようを必ひつ死しに隠かくそうとしながら、

「俺は常に危険にさらされているのだ、なにもそなたを警けい戒かいしているわけではないっ！　俺はそんな卑ひ劣れつ野や蛮ばんな人間ではないぞ！」

「そーゆーことを問題にしているんじゃないんだがなあ」

　見ているだけでも汗あせ疹もができそうな相手に、エドは胸をかきむしりながら言った。

「あんたの年にはちょっと負担が大きすぎるってことだよ、おじいさん。いくら夜は涼すずしいゼフィッツイだからって、その格好は狂気の沙さ汰たにしか見えんな」

「おじいさんだと!?　俺をバカにしているのか!?」

　依頼主はいきり立ってエドに食いかかろうとした。だが、ぐらりとよろめくと、そのまま派は手でな音を立てて倒れてしまった。帽子が脱げて、頭の禿はげ上がった、熱気のあまり目を回した老人の顔が顕あらわになる。

「ほら、言わんこっちゃないっ。おい、ウィル！　ウィール！　ちょっと起きて手を貸せ！」




「……それで、これ、誰だれなの？」

　ウィルは眠たい目をこすりながら、祖そ父ふと二人の幼おさななじみとともに長なが椅い子すに寝かしつけた老人を指さして尋たずねた。バズ、そしてたまたま兄夫婦がアパートに不在で下に泊とまりにきていたマギーも、憮ぶ然ぜんとした面おももちでエドの返事を待つ。

　エドは布を水で湿しめらせながら、

「ミヤマン・アウヤー（偽ぎ名めい）さんだ」

「なんだよ、そのカッコ偽名ってのは」

「当人がそう呼んでほしいと言ったんだよ。事情があって本名は明あかせないそうだ」

　エドは肩をすくめた。マギーが頰ほおを膨ふくらませて、

「まったく、一体なんなのよ。夜中に依頼に来たのは、まあ常じよう識しきの範はん囲い内ないにあるとしてもよ」

「それも常識じゃないと思う──ふぎゅっ」

　言葉の途中でバズはマギーのげんこつをくらい、妙みような声を出す。マギーは咳せき払ばらいすると、

「ともかく、なんでこんな鎧よろいなんか着てるのよ！　非常識もいいところだわっ」

　びしっと、テーブルの上に並べられた老人の防ぼう具ぐを指す。

　四人がかりで老人を解体したところ、出てきたのは、胸当て、臑当て、籠手、鎖くさりかたびら、そして重たい剣だった。金属製の防具は予想外に軽かったが、やはり熱気はどうにもならなかったらしい。胸当てからはむんむんと、汗の臭においが発散されている。

　エドは胸当てに浮き彫ぼりにされた火を噴ふく鳥を指しながら、

「三人とも、ケーヴェンハーデンの言葉は分かるか？」

「ケーヴェンハーデン？　ちょっとしか知らないよ」

　ウィルの言葉にバズとマギーも頷うなずく。ケーヴェンハーデンはこの国に抱いだかれるように北東に隣りん接せつする、小さな王国だ。

「これはケーヴェンハーデン王国の紋もん章しようだ、覚おぼえておきなさい。それと、『ミヤマン・アウヤー』だが、アウヤーとはケーヴェンハーデンの公用語バルゴ語で、『勇ゆう者しや』という意味だ」

「勇者あ？」

　子供たち三人が口を揃そろえて素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「じゃあ、このおじいちゃんはケーヴェンハーデンの人なの？」

「多た分ぶんなあ。この、無意味に高い身長がバルゴ人の特とく徴ちようをよく捉とらえている」

　三人は長椅子の老人を見た。確かに北東の民族の特徴である、高い背に血管が透すけるほど白い肌はだ、そして頰ほお骨ぼねが出て顎あごの尖とがった顔をしている。瘦やせているが、不健康な瘦せ方ではなく、それが民族的体質なのだろう。髭ひげや眉まゆはすでに白しら髪がになっていて、元の色は分からない。への字に結ばれた唇くちびるは、ハッとするほど赤く薄かった。

　着ている服は汗でぐっしょりしていたが、質はいいものだ。顔立ちにも気き品ひんがあり、どうやらそれなりに身分はいいらしい。

「……昔は格好よかったってクチね。変人みたいだけど」

「で、でも、自分のこと勇者なんて名乗るんだから、ユーモアがあるってことじゃないかな？」

「そりゃこんなけったいな格好してれば、勇者とでも戦士とでも言いたくなるだろうさ」

　とにかく他人をプラス思考で見ようとするバズに、ウィルがすげなく言った。そして、エドに向かって、

「それで、ミヤマンって言葉はどんな意味があるのさ」

「『聖せい戦せん』という意味だ、我わが孫まごよ」

「聖戦？」

　ウィルは渋じゆう面めんで聞き返した。横からバズが負けじと口を挟はさむ。

「ケーヴェンハーデンの聖戦っていうと、北方聖戦のことですか、エド」

「まあ、このお年寄りなら参加したかもしれんな」

「『聖戦の勇者』ねえ。あの戦いで勇者なんか出たのかな？」

　バズとエド、そしてウィルが話を進めていく中で、一人「北方聖戦」についての知識を持ち合わせていなかったマギーは、プウッと頰を膨ふくらませた。

「ねえ！　その北方聖戦ってなあに!?」

「四十年前にケーヴェンハーデンが起こした戦争だよ、マギー。それを説明する前に、まず勇者さまを起こそう」

　エドはそう言って、子供たちに濡ぬれた布を手渡した。三人が老人の体を拭ふこうとすると、

「ああ、違う違う。それはおまえたちの顔を拭いておけ」

　三人を押しのけ、エドは手にしたバケツの水を、いきなり老人の頭にひっくり返した。

「わっ、エド、無む茶ちやするなよ！　自分より年上のじいさんだぜ!?」

「彼は年寄り呼ばわりされるのを毛け嫌ぎらいしているぞ。言葉には気を付けるように」

　仰ぎよう天てんするウィルたちに、エドが仏ぶつ頂ちよう面づらで忠ちゆう告こくした。慌あわてて口を塞ふさぐ三人。どうやらエドは仕事を中断されて機き嫌げんが悪いようだ。

　水をぶっかけられた自じ称しよう勇者は、ぱちりと目を覚さまし、バネ仕じ掛かけの人形のように体を起こした。すぐには自分の置かれた状じよう況きようが分からなかった様よう子すで、きょろきょろと部屋を見回していたが、エドを見ると、

「あっ！」

　顔を赤くしたり青くしたりして、見るも哀あわれなほどうろたえると、ばっと頭を床ゆかにつけ──ようとして、そのまま長椅子から転ころげ落ちた。

「あーあーあー、無茶するなよっ」

　慌ててウィルたちが横から支ささえる。

「す、すまん、少々気が焦あせった」

　老人は長椅子に座すわり直すと、ようやく落ちついたようで、再び深々と頭を下げた。

「面めん目ぼくない、人さまの家で倒れてしまうとは。ご迷めい惑わくをかけた」

「いやいや、そちらにもいろいろ事情があるようだし」

　礼れい儀ぎ正しく謝あやまる老人をエドは軽くあしらうと、テーブルに広げてあった自分の仕事道具を抱かかえ、

「とゆーわけで、私は自分の部屋へ行く。用件はうちの孫に言ってくれ。んじゃっ」

　相手に反論の余よ地ちを与えず言い渡すと、そそくさと自分の部屋に入り、乱暴に戸を閉めてしまった。

　老人は閉じられた戸を呆ぼう然ぜんと眺ながめた。ウィルに向かって困こん惑わくした表情で、

「俺は彼の機嫌を損そこねてしまったんだろうか」

「まあ、今ちょっと別の仕事が立て込んでるから」

　ウィルは祖父そっくりの仕し草ぐさで肩をすくめてみせた。そして、老人に乾かわいた手て拭ぬぐいを渡しながら、

「捜さがし屋やへの用件なら俺が聞くよ？　窓口はいつも俺だから」

「…………」

　老人は疑うたがわしそうにウィルとその幼なじみたちを凝ぎよう視しした。こんな子供を本気で相手にしていいのか考えているのだろう。

　彼はかなり逡しゆん巡じゆんした挙あげ句く、結局、

「実は、ある女性を捜している」

「あ、人間」

　露ろ骨こつ、とまでは言わないが、ウィルは顔をしかめて言った。人間捜しはウィルの苦にが手てとするところだ。

「どんな人？」

「詳くわしいことは彼女と彼女の一族の名めい誉よの為ために言えん。ただ、とある良りよう家けの姫ひめ君ぎみとだけは言っておこう」

　もったいぶった口調で老人は告げた。子供たち三人は顔を見合わせる。

　ウィルは頭を搔かくと、

「あのさあ、それだけで人を捜せってのは無む謀ぼうだって、分かる？」

「なにも彼女を捜してくれとは言っておらんぞ」

　憮ぶ然ぜんと老人は言い返した。

「彼女は今、囚とらわれの身なのだ。ある日突然、彼女はさらわれ、行ゆく方え知れずとなってしまった。奴やつらめ、なんという卑ひ劣れつな真ま似ねを……！」

　そのときのことを思い出したか、老人はぐっと拳こぶしを握にぎりしめ、ぎりぎりと歯ぎしりした。よっぽど悔くやしかったのだろう。

「俺は彼女を悪魔の手から救すくわねばならん。それがみすみす奴らに彼女をさらわれてしまった、俺に課せられた使命なのだ！──だが、彼女の囚われ先が分からんのだ」

「じゃあ、やっぱりその女性を捜せってことじゃないの？」

「本質はそうだが、実際にやってもらうことは」

　老人は持じ参さんしてきた袋の中から、一枚の半はん欠かけの皿さらを取りだした。

「これは悪魔の手下どもが落としていったものだ。残念なことだが俺には謎なぞは解とけん、そこでおまえたちに手伝ってもらうことにしたのだ」

「謎？」

　子供たちは興きよう味み津しん々しんに、ウィルが受け取った皿を覗のぞき込んだ。

　それは皿ではなく、石せき盤ばんだった。子供の顔くらいの大きさで、鷲わし鼻ばなの男の横顔と古い文も字じが刻きざまれている。裏面は美しい花か鳥ちようの模も様ようが刻まれており、半はん弧こ形けいの溝みぞが彫ほられてあった。想像するに、円盤が完全なときは溝はＳ字形になっていたようだ。

「なにかの建たて物ものの一部かな」

　ウィルは眉み間けんにしわを寄せて呟つぶやいた。割れ口はギザギザになっており、むりやり割られたようだ。

「で、これがなんだって？」

「それが姫の居場所の手がかりだ。その謎を解いてくれ」

「つまり、この文章にお姫さまが囚われてる場所が書いてあるってこと？」

「それは分からん！」

　きっぱりはっきり断言する老人。ウィルたちはがくっと倒れそうになった。

「そんな自信満々に言われても……」

「ともかく、それが唯ゆい一いつの手がかりなのだ。どうだ、分かるか？」

「ちょっと時間をかけないと無理だな。うーん」

　きわめて曖あい昧まいな依い頼らいに不安はあるが、「謎を解け」と言われたら俄が然ぜんその気になってしまうのが、良くも悪くもウィルの捜し屋根こん性じようだ。彼は石盤をじっと見つめた。

　バズもウィルがやる気になったのを受けて、むくむくと対たい抗こう心しんが湧わき上がってきたようで、老人に向かって、

「謎を解くには、まずいろいろな情報が必要です！　そのお姫さまに関することとか、敵は誰だれなのか、知っているかぎりのことを話していただかないと──えっと、ミヤマン、アウヤーさんで、よろしいんでしたよね？」

　バズは聞き返したが、老人はぎょっとした様子で立ち上がった。

「な、なぜそれを知っているっ！」

「えっ？　だ、だって、その、あの」

「エドにミヤマン・アウヤーだって自分で名乗ったんでしょ？」

　尋たずねたバズもまた動揺して、おろおろしているので、マギーが代わりに言い返してやった。老人はしばらくぽかんと立っていたが、ポンと手を叩たたくと、

「おお、そうであったな。確かにそう名乗った」

「ちょっと、しっかりしてちょうだいよ。それとも勇者さんって呼んでほしいの？」

「俺はしっかりしている──いや、そういう問題ではないっ。ケーヴェンハーデンの言葉が分かるのか？」

「俺のじいちゃんはね」

　ウィルが石盤を見ながら答えた。老人は少々思し案あんのていだったが、大きな嘆たん息そくとともに、

「……やはりその名で呼ぶのはやめてくれ、俺はペル・リッセ。ペルと呼んでくれ」

「最初っから素す直なおに名乗ればいいのに」

「そ、それでですねっ、ペルさん、依頼をされるなら、いろいろと話を聞かせていただかないと」

　失いかけた主導権を取り戻そうと、バズが焦あせって再度聞き直した。だが、

「多くを語ることはできん！」

　やはり胸を反そらして断言するペル。

「とにもかくにも、彼女は卑ひ劣れつな輩やからの手に落ち、俺の助けを待っておられるのだ。姫よ、今少しの辛しん抱ぼうですぞ、俺が命に代えてもお救いにまいります！」

　熱血老人は全開の窓に向かって吠ほえた。あたふたとバズは窓を閉めにいく。近きん所じよ迷めい惑わくもいいところだ。

「つまり、予備知識なくこの石盤がなにか、探さぐってくれってことだろ」

　ようやく石盤から顔を上げ、ウィルは呆あきれながら言った。どうせいつものことである、信用されないのは。彼が十二歳という年であるかぎり避けられないことだ。

「まあ、やれっていうならやるよ。こっちも一応プロだからね」

　しばらくしてペルが自分たちを信用するようになったら、話をしてくれるだろう。先を見み越こしてウィルは答えた。すると、ペルはパッと顔を輝かがやかせ、

「そうか！　すまんな！」

　ペルは老人には似につかわしくない、無む邪じや気きとさえ言ってもいい笑顔を浮かべた。ウィルは毒どく気けを抜かれてぽかんとし、慌てて何度か頷うなずく。

　ペルは濡ぬれたシャツの襟えりをピンと正すと、ウィルたちを指さし、

「おまえたちはその石盤の謎を解いてくれればいい。そのあとは俺の仕事だ」

「それは分かったよ。でも、犯人の手がかりをもうちょーっとくれると、捜しやすいんだけどなあ」

　ウィルが食い下がると、ペルは腕を組んで「うーむ」と唸うなった。ひどく難むずかしい顔で、

「それを言うと、おまえたちを危険に巻き込むやもしれん。それは騎き士し道どう精せい神しんにもとる」

「へえ、ペルって騎士さまだったの」

　マギーが半分嫌いやみをこめて感心すると、ペルは顔を真っ青にした。

「な、なぜそのことを知っている！」

「だから、今自分で言ったでしょ」

　どうも老人のさがか、物忘れが激しいらしい。ウィルは大きく息をつくと、石盤を振り、

「はいはい、なんとかこれだけで捜してみるよ。今夜のところはこれで」

「しっかり頼たのむぞ！　おお、それと、この話は誰にも口こう外がいしてはならんぞ！　したら最後、おまえたちも命を狙ねらわれるからな！」

「はいはい」

　最後は適当になって、ウィルは軽い返事をした。ペルは安あん堵どした笑顔を見せて、

「では、夜分に失礼した」

　妙に礼儀正しくわびると、自分の防具を再装着しようとする。

「それ、包つつんで持ってくか、ここに置いてけば？　また途中で倒れるよ」

「俺は奴らに狙われているのだ。いつなんどき襲おそわれるやもしれんから、万ばん全ぜんの装そう備びでいなければならんっ」

「倒れちゃったらなんの意味もないわよ」

　マギーが横から口を挟はさむ。ペルはしばし動きを止め、それからポンと手を叩たたいた。

「おお、それも一いち理りあるなっ」

「一理ってねえ」

　今いまさら気づいたペルにマギーは呆れ返り、なにか言おうとしたが、途中でやめてしまった。どこまでもすっとぼけた老人だ。

「では、すまんが、ここに預あずけていこう。明日取りにくる、迷惑をかけたな」

「それはいいから、明日は昼間来てよ」

「当然だとも！」

　なにが当然か分からないが、そのままペルは家を出ていった。

　それを三人は見送りながら、

「……あのおじいちゃん、ちょっとボケが入ってるわね」

「そうだな。でも、悪い人じゃないよ。うん、悪い人じゃない」

　ウィルは二度繰り返した。あの笑顔を見せる人間なら、悪い相手ではないだろう。

「大だい丈じよう夫ぶかな。代わりの服を出してあげた方がよかったんじゃないか」

　さすがは医者の息子むすこ、心配そうに老人の消えたあとを見つめる。

「今時分なら、ちょっと歩けば濡ぬれた服なんてすぐ乾かわくよ」

「それならいいけど……なあ、今の話、本当だと思う？」

「囚とらわれの姫君って奴やつ？」

「うん。だってさ……」

　バズが困こん惑わくした表情でなにか言おうとしたのを遮さえぎって、マギーがパッと身を乗り出した。

「そう！　それよ、それ！　なんだかすごい話よね！」

「そうかなあ」

　頰ほおを紅こう潮ちようさせて声を上げるマギーに、ウィルが疑わしそうに返事をする。彼女がなにに興こう奮ふんしているか、一発で分かってしまったのだ。

　だが、マギーはくじけることなく、手を組むと、

「悪者にさらわれたお姫さまを助ける為ために、おじいちゃんとはいえ元騎士が果か敢かんに挑いどむなんて、まるでおとぎ話のようだわ。なんてすてきなの！」

　うるるんと、自分の世界に陶とう酔すいした目でマギーは語る。それを見てウィルとバズはため息をついた。

「また始まったぜ、マギーの悪いくせが」

「マ、マギー、落ちついて、ね？」

「あたしはいつだって落ちついてるわよ」

　男性陣の言いぐさに、マギーは頰を膨ふくらませて自覚のない大おお噓うそをついた。

「きっとそのお姫さまはペルの恋人なんだわ！　それを横よこ恋れん慕ぼした誰かが、美しいお姫さまをさらってしまったのよ！　ああ、悲ひ劇げき的てきロマンスだわ！」

「別にお姫さまが美しくて若いとはかぎらないぜ？」

　ウィルの突っ込みにマギーの動きが固まる。

「……マギー？」

　バズがおそるおそるマギーの顔を覗のぞき込むと、いきなりバッと彼女は腕を広げて、

「美しくなくて若くなくても、ペルにとってお姫さまはお姫さまよ！　ええ、きっとそうだわ、二人は若いときに恋仲だったけど、両方の親の政治的策さく略りやくによって引き裂さかれてしまったのよ。たとえば、お姫さまはもっとお金持ちの男のところに嫁とつがされたとかねっ。それで、やっとうるさい親も嫌いやな夫も死んで、ようやく二人でやり直そうとしたときになって、誰かがそれを邪じや魔ましたんだわ！　絶対そうよ！　ああ、なんて可か哀わい相そうなペル！」

　べらべらと、根こん拠きよもなく力りき説せつするマギー。よくまあ一いつ瞬しゆんの間にそこまで創そう作さくできるものだと、ウィルもバズも呆れたが、それを真まっ向こうから指し摘てきするには、二人は少女の暴ぼう君くんぶりを知りすぎていた。

　おとぎ話に酔よっているマギーは放っておいて、ウィルはバズに、

「それで、バズはどう思う？」

「ぼくは、なんというか、こう言っては失礼だと思うんだけど、ペルさんみたいなお年寄りが『姫君』を助けにいくって、なんか違い和わ感があるんだ」

　バズは言葉を慎しん重ちように選びながら答えた。

「別に、お年寄りがマギーの言うようなロマンスをしちゃいけないってわけじゃないけど、でもさ……」

　そう言ってバズは、ちらりとテーブルの上の防具を見る。ウィルも頷うなずいた。

「確かに違和感あるよな」

「じゃあ、やっぱり……」

「なに二人でぶつぶつ言い合ってるのよっ」

　無視されていたマギーが、仏ぶつ頂ちよう面づらで会話に割り込んできた。ウィルは肩をすくめて、

「ペルの話には噓があるってことだよ」

「ええーっ!?」

　ウィルの言葉に、マギーは不満たっぷりの声を上げた。

「じゃあ、お姫さまの話も噓だっていうの!?」

「なんか胡う散さん臭くさいんだもんなあ」

「マギー、ぼくもそう思うよ」

　上うわ目め遣づかいにバズが言う。マギーはバズの意見なんか問題外だとばかりに、

「バズは黙だまってなさいよ。ウィル、じゃあどうして依い頼らいを受けたの？」

「お姫さまの話はともかく、こいつにはなにかありそうな気がしてさ」

　ウィルは半欠けの石盤を振ってみせた。

「この石盤には確かになにか秘密がある気がするんだ。ペルはその秘密を隠そうとして、姫君の話をでっちあげたんじゃないかなあ。こいつにはなにかあるって、捜し屋の星が言ってる」

　そう言ってウィルは自分の額ひたいを指し、にやっと不敵な笑みを浮かべた。それを見たマギーが、目をきらきらさせて、

「きゃーっ。ウィルかっこいいーっ」

「とかなんとか言って、挑戦されたら受けてたたないと気がすまないだけだろ」

　バズが憮ぶ然ぜんと突っ込むが、マギーに思いっきり足を踏ふまれ、「ぎゃっ！」と悲ひ鳴めいを上げて飛び上がった。

「ひいひい、ひ、ひどい、マギー」

「さあ、明日からがんばって石盤の謎なぞを解ときましょっ。今日はもう寝なくっちゃ」

　涙なみだを流しながら訴うつたえるバズを無視して、マギーはウィルの腕を引っ張って部屋に戻もどろうとする。ウィルは引きつった笑みを浮かべながら、こくこくと頷いた。







　２　北ほく方ほう聖せい戦せん







　北方聖戦。四十年前、ケーヴェンハーデン王国が神の教えを広めるという大たい義ぎ名めい分ぶんのもと、北方民族に対して行おこなった侵しん略りやく戦せん争そう。判明しているだけでも五万人の異い教きよう徒とを殺さつ戮りくし、土地を没ぼつ収しゆうした。しかし、その暴ぼう虐ぎやくぶりが諸しよ国こくの非ひ難なんを集め、教きよう皇こう庁ちようもこれを「聖戦」とは認みとめずにケーヴェンハーデン王国を破は門もんした。その後、聖戦を押し進めた宰さい相しようは政せい争そうに敗やぶれて追つい放ほうされ、五年後、教皇に領りよう土どを寄き進しんしたのがきっかけで破門は取り消される。

　──というのが、マギーが本で調べた結果だった。

「北方聖戦のことは分かったけど」

　マギーは顔をしかめてテーブルのウィルを仰あおいだ。

「ねえ、こんな戦争の勇者って名乗るのって、マイナスイメージじゃない？」

「だからじいさんも『やっぱりやめてくれ』って言ったんだろ」

　ウィルは石せき盤ばんの図ず柄がらを紙に書き写うつしながら答えた。

　ペルが夜中に来たので、今け朝さウィルたちはすっかり朝あさ寝ね坊ぼうしてしまった。起きてみると、すでにエドはゼフィッツイ博はく物ぶつ館かんに出かけてしまっており、三人は遅おそめの朝食を食べると、早さつ速そく石盤の謎なぞに取りかかった。手がかりがなにもないので、まずは石盤に刻きざまれた文字と絵から調べることにする。

　しかし、この時点ではマギーにはなにもやることがなかったので、ゆうべおざなりになってしまった、「北方聖戦」について調べてみた。ウィルは石盤に刻まれた内容を詳しよう細さいに写し取っていて、バズはといえば、下の階のエドの書庫でなにやら読み漁あさっている。

「ケーヴェンハーデンの言葉で言えば分からないって思ったんだろうさ」

「おじいちゃんも聖戦に参加したのかしら」

「じゃなかったら『勇者』なんて名乗んないだろ」

「そうよねえ……」

　マギーは手にした本をじっと見つめた。

「ねえ、四十年前っていったって、今どき『聖戦』なんて変じゃない？　第一回の東とう征せい聖戦が行われたのって、六百年前でしょ。そのあと何回かあって」

「うん。そのころ流は行やってたんだ」

　聖なる戦いを「流行り」の一言で片づけるウィル。

「聖戦は異教徒をこの世から消すのが目的だったから、宣せん教きよう師しが活かつ躍やくするようになった近代じゃ行われなくなったって、学校で教わったわよ」

「だから教皇庁も北方聖戦を認めなかったんだろ」

　ウィルはようやく石盤から顔を上げて答えた。

「北方聖戦にはいろいろと謎があるんだ。そのきっかけも理由もあやふやだし。大だい体たい聖戦なんてもんにゃ、布ふ教きよう目的と一いつ緒しよに強ごう奪だつとか、不満だらけの国民の目を外に向けるとか、いろんな思おも惑わくが絡からんでいるもんなんだ」

「じゃあ、ケーヴェンハーデンにもいろいろ問題があったの？」

「ケーヴェンハーデンは小さい国の中に五つの民族が住んでるから、そりゃいろいろと問題あるさ。聖戦当時は女王派と宰さい相しよう派に分かれて争あらそってて、宰相派が国内の教会を取り込む為ために聖戦をゴリ押ししたんだ。おかげでケーヴェンハーデン教会が教皇庁から破門されたって、その本に書いてなかった？」

「書いてあるわよ。それで、宰相が追つい放ほうされたって」

「氷の半島に住む北方民族はまだまだ教会の教えを信じちゃいないし、襲おそってくればわけ分かんない理り屈くつだし、ケーヴェンハーデンにとっちゃ目の上のたんこぶで、その問題を片づけた方が実権を握にぎれる！　ってことだったんだろうなあ。だから宰相派はやっちまったんだろうけど、やりすぎちまったのが運の尽つきって奴やつさ」

「ウィル、詳くわしいのね。外国のことなのに」

　マギーが感かん嘆たんすると、ウィルはちょっとはにかんだような──どこか寂さびしそうな笑顔で、

「パトリシアばあちゃん、宣教師だって言わなかったっけ？」

「あっ。そういえば……」

「パティがなにしてるかぐらい知っとこうって思ってさ、以前よく調べたわけよ。パティも氷の半島に行ってるし。まあ、北方聖戦の場所とは違うけど。

　でも、当時も宣教師は派は遣けんされてたわけだし、今さら『聖戦』なんて担かつぎ出す意味もなかったのに、わざわざケーヴェンハーデンはそう銘めい打うって出た。そこが謎なんだ」

　ウィルは楽しそうに説明した。こういう問題になると饒じよう舌ぜつになり、面めん倒どうがらずに逐ちく一いちレクチュアしてくれるところは、やはり祖そ父ふ譲ゆずりと言うべきだろう。

　ウィルが祖母のことを気にしていないようだったので、まずいことを言ってしまったかとどぎまぎしていたマギーはホッとした。

「それで、謎は解けたの？」

「いんや、関係者はみーんな口つぐんじゃったし、首しゆ謀ぼう者しやの宰相もすぐに死んじゃったし、真相は闇やみの中なんだ。でも、有力な仮か説せつはある」

「仮説？」

「それがこれさ」

　ウィルはいたずらっぽく片目をつむり、石盤を振ってみせた。マギーがどういう意味だと聞き返そうとしたところへ、戸がばたん！　と開き、

「やった、見つけたぞ！」

　喜き色しよく満まん面めんでバズが部屋に飛び込んできた。きょとんとするウィルとマギー。

　バズは一冊の分ぶ厚あつい本を抱かかえたまま仁に王おう立だちになると、胸を反そらして得とく意いげに、

「ふっふっふ。諸君、ぼくは今、すばらしい事実を突き止めてきた！　ウィル、今度こそ勝しよう負ぶだ！」

「勝負だあ？　なんの」

　訝いぶかるウィルに、バズは再度「ふっふっふ」と口で笑った。そして、びしっとウィルを指さし、

「その石盤の謎をどっちが先に解けるか、知恵と推すい察さつ力りよくを賭かけた勝負だ！　今度こそ負けな、うわわわっ」

　言葉の途中で、本があまりにも大きく重すぎた為ため、バランスを崩くずしてバズは尻しりもちをついてしまった。マギーが上げかけた足を下ろして、惜おしそうにパチンと指を鳴らす。

「残念っ。もう少し早かったら、お尻を蹴けっ飛ばしてやれたのに」

「ひどいよ、まぎい」

　べそをかいてバズはマギーを見上げる。「やれやれ」とウィルは肩をすくめた。

「それで、なにを突き止めたって？」

「それをぼくが教えると思ったか？　ウィル、勝負はそんなに甘いもんじゃないぞっ。ふっふっふ、これでぼくが一歩リードだ！」

　いつになく強気のバズ。どうやら彼の抱えている本が自信の出どころらしい。

　ウィルはひょいと表紙を覗のぞき込んだ。革かわ張ばりの表紙には「肖しよう像ぞう画が大たい全ぜん」と書かれてある。

「ああ、フェルディナント教きよう皇こうの絵だってことか」

　何なに気げなくウィルは言ったが、バズは見るも哀あわれなほど狼ろう狽ばいして、

「な、なんでそのこと知っているんだよ！」

「だって書いてあるもん。ここ」

　ウィルは石盤に刻きざまれた文字を指した。バズには読めない文字だ。

「…………」

　悲しさのあまり目を潤うるませながら、絶対古典教会語をマスターしてやろうと、心に誓ちかうバズだった。

　マギーが石盤に刻まれた男の横顔を指して、

「その男の人の正体が分かったの？」
















「うん、教皇フェルディナント二世っていう昔の人」

「なんかどっかで聞いたことある名前ね」

　マギーは眉み間けんにしわを寄せて考えこんだ。そして、パンと両手を打ち合わせると、

「分かった！　第一回の東とう征せい聖せい戦せんを行おこなった教皇さまでしょ！」

「せいかーい。じゃあ、第一回東征聖戦が行われた理由は？」

「そんくらいあたしだって学校で習ならったもんっ。たしか、『三番目の神の子』の予よ言げん書しよを異教徒から奪うばい返す為ためでしょ」

　マギーの答えにウィルは頷うなずいた。説明を続けようとしたが、バズがバッと立ち上がると、ウィルを押しのけ、

「そう！　第一回東征聖戦は五百八十八年前、南の、今のハディマ王国があるところに向けて行われたんだっ。八百年前キリカン帝国が滅ほろんだとき異教徒に奪われた予言書を取り戻もどすという偉い業ぎようを、彼は成なし遂とげたんだよ。だから彼は守しゆ護ご聖せい人じんとして教皇庁に祀まつられているんだ」

　得とく意いげにバズは説明する。勉強のできるバズにとって世界史はお手のものだ。

　だが、マギーはバズの蘊うん蓄ちくなんか聞きたくもない様よう子すで、憮ぶ然ぜんと、

「その話と、今回のおじいちゃんの話と、どこがどうつながるっていうのよ？」

「えっ？　そ、それは、あんまり意味はないかもしれないし、あるかもしれないし、今から調べてみて」

「北方聖戦が行われた理由に、『三番目の神の子』イザの予言書が北方民族に盗ぬすまれて、それを取り戻す為だったんじゃないかってゆー仮説があるんだ」

　狼ろう狽ばいするバズに代わって、ウィルが言った。マギーとバズが目を円まるくする。

「神の子」。それは神の教えを伝える為、天上から人として降こう臨りんされた聖なる御み子こ──とされる歴史上の人物のことで、現在まで八人出現している。彼らの言葉は教きよう典てんとなって、教皇庁を筆ひつ頭とうにさまざまに分派した教会すべてで使用されているのだ。

　その中で「三番目の神の子」イザは、未来を憂うれう予言書を残した。むろん、二千年以上昔の人間が書いたものが残っているはずはなく、現在教皇庁にあるのはこの世で唯ゆい一いつの写しや本ほんである。原げん本ぽんは粘ねん土ど板ばんか巻まき物ものか、もともと存在せず口こう頭とうで伝えられてきたとも言われている。

「それ本当か？」

「でも、それじゃあケーヴェンハーデンは誉ほめられるべきじゃない、破門なんかされるはずないわよ」

「だから、仮説って言っただろ」

　不ふ審しんなまなざしの二人に、ウィルは片目をつむってみせた。

「仮説は仮説。教皇さまは毎年正月には自室に籠こもって一人で予言書を読むし、北方聖戦の真相はいつまでたっても闇やみの中さ。そして、北方聖戦に参加したじいさんが、フェルディナント教皇の肖像が刻まれた石盤を持ってきた。なかなか因いん縁ねん的てきだろ」

　にやにやと、ウィルは意い味み深しん長ちような笑みを浮かべて石盤を振る。その表情に、バズはピンときた。

「ウィル、さてはおまえ、石盤が北方聖戦の謎を解く鍵かぎだとか思ってるだろっ」

「だったらおもしろいよな」

　ウィルははっきりとは答えなかったが、その楽しそうな口調からして図ず星ぼしだったのは間違いないようだ。マギーが釈しやく然ぜんとしない面おももちで、

「えー？　でも、それがペルとなんの関係があるの？　ペルが北方聖戦の勇者だとしても、四十年も昔の話じゃない」

「だから、そうだったら楽しいなって話だよ。でも、わざわざ勇者だなんて名乗るところが、なーんかそういう匂においがするのさ。歴史上の謎が解けるかもしれないなんて、考えただけでもぞくぞくしねえ？」

　目をきらきら輝かがやかせてウィルは言う。

「さっきの予言書の仮説だって本当かもしれないし、噓うそかもしれない。もしかしたらまだ予言書は取り返してないかもしれないし──実は、聖戦は失敗して予言書はまだどこかに隠かくされている、なーんて仮説もあるんだ。そしたら破門されたことも理由つくじゃん。

　真実はたった一つで、でもまだ誰だれも知らない。それを捜さがし出すことができたら、すっげえ楽しいと思わねえ？　いいなあ、なーんかやる気が出てくるよなあ」

　やたら気合いが入っているウィル。マギーはまじまじと彼を見つめた。

「……ウィル、今回はやけに張り切ってるわね」

「やっぱりエドの血なのかな？」

「俺おれね、教会絡がらみの仕事って好きなのよ」

　二人の内ない緒しよ話ばなしを聞きつけたらしく、ウィルが答えた。

「教会関係の仕事は歴史のあるもんが多いからさ。俺もエドの血だと思うよ」

「でも、今回は全然関係なくて、本当にお姫さま──若くなくても美しくなくてもよ？──の居い場ば所しよが記しるされているだけだったら？」

「そんときはそんときだよ」

　あっさりと答えるものの、「なにかが出てくるに違いない」という確信は、ウィルの中ではみじんも揺ゆらいでいないようだった。

　ウィルは今しがた写うつしたばかりの紙と石盤を持ち、椅い子すから立ち上がった。

「さてと、俺、エドんとこ行ってくる。文字の解かい読どく頼たのんでみるよ」

「なんだ、全部読めたわけじゃないのか」

　バズが拍ひよう子し抜けして聞き返した。ウィルは顔をしかめて、

「ちょっと文法が難むずかしいんだよなあ。そろそろ二人も出かけた方がいいんじゃん、家庭教師の時間だろ」

「あっ、いっけなーい！」

「わわっ、しまったっ」

　あたふたと、マギーとバズは支し度たくをし始めた。ラズボーン家での勉強の時間に遅おくれたら、罰ばつとしてシンシア・ラズボーンの「お茶ちや責ぜめ」を受けなくてはならないのだ。

「ああん、あのまっずーいカムナン茶さえなけりゃ、ウィルと一緒に行くのにい。エドのとこ以外はあたしが帰ってくるまで行っちゃだめよ！　約束だからね！」

「マギー、勉強が終わったら、ぼくたちも二人で別のところへ」

　バズがなにか言うのをまったく聞く耳持たず、ばたばたとマギーは部屋を飛び出していった。そのあとを慌あわててバズがついていく。

「やれやれ」

　ウィルは楽しそうに息をつくと、帽ぼう子しと鞄かばんを取り、自分も部へ屋やを出た。

　アパートの玄げん関かんを出ると、カッと眩まぶしい日ひ差ざしが肌はだを刺さした。初しよ夏かの太陽だ。

「うわあ、この二、三日で急に暑くなったなあ」

　シャツの袖そでをまくり、手でひさしを作る。もう夏用の帽子だ。ゼフィッツイの夏は南のヒューゴに比くらべて過ごしやすいと言われているが、海から少し離れているので、暑くなるときはとことん暑くなる。

（そろそろエドがヨルカ村に帰るって言いだすかなあ。暑いの苦にが手てだし。でも、今回はミッチェルのことが片づかないかぎり、無理だろうな）

　入院中のマギーの姪めいのことを考えながら、ウィルはエドのいるゼフィッツイ博物館に向かった。博物館は市立図書館の近くにあるので、アパートからは少し遠いが歩いていける距きよ離りだ。

（ミッチェルの手術代、どのくらいかかるかなあ。マギーもジェレミーも教えてくれないし。シンシアはどう請せい求きゆうするつもりなのかなあ）

　そんなことを考えていたので、背はい後ごから、

「そんなとこにいたのか！」

　という怒ど号ごうが飛んできても、他ひ人と事ごとだと聞き流していた。

「仕事の途中で抜け出すなんてどういう了りよう見けんだ！」

　声が近づいたかと思うと、ウィルは両りよう脇わきからがっしりと腕を摑つかまれた。足が宙に浮く。

「えっ!?」

　突然のことに慌あわてて両脇を仰あおぐと、巨きよ漢かんの男が二人で自分を摑んでいた。

「わっ？　わっ？　なんだよ、いきなり！」

　なにがなんだか分からず、ともかく怒ど鳴なってみても、二人の巨漢はぴくりとも眉まゆを動かさず、仏ぶつ頂ちよう面づらをまっすぐ前に向けてウィルを無視した。周まわりにいた通行人たちも、ぎょっと彼らを見る。

「おいっ、一体──」

「なんだとはなんだ！　この役立たずめ！　きさまに飯めしを食わせてやっているのは誰だれだと思ってるんだ！」

　ウィルの言葉を遮さえぎって、巨漢たちとは違う誰かが怒鳴った。振り返ると、見知らぬ小男が傲ごう然ぜんと佇たたずんでいた。

　三十半なかば辺あたりだろう、どこかの小さな工場の経営者──すなわち、そんじょそこらに掃はいて捨すてるほどいる、平へい凡ぼんで、業ごう突つく張ばりで、弱者をくじき強者におもねる小悪党といったタイプの男だった。

　男はまばらな眉をつり上げ、ヒステリックに、

「きさまに期待するものなんかなにもないが、飯の分だけはちゃんと働け！　今度逃げ出したら承しよう知ちしないぞ！」

「ちょ、ちょっと、人違いだよ！　俺はなにも──！」

　冗じよう談だんじゃないとウィルは反論しかけて、途中で言葉を切った。男が手にしていた帽子の陰かげに、ナイフをちらつかせているのが見えたからだ。

　周囲の通行人は、「仕事を逃げ出した小こ僧ぞうが雇やとい主ぬしに見つかった」のだと信じたらしく、哀あわれみと同情、あるいは睥へい睨げいのまなざしでウィルを見ると、それ以上の興きよう味みを失って再び歩き出した。男たちは人の目を引きつけないように、ウィルをさらおうとしているのだ。

「まったく手て間まかけさせやがって！　さっさと仕事に戻もどらせろ！」

　男の命令で、巨漢たちはウィルを宙ぶらりんにしたまま歩き出した。ウィルは焦あせった。

「じょ、冗談だろ！　ちきしょうっ、放しやがれ！」

　ばたばたと手足をばたつかせるが、彼の倍以上ある巨漢たちはびくともしない。

「きさまには前金でどれだけ払ってると思ってんだ！　子供だって容よう赦しやせんぞ！」

　男は歩きながらずっと喚わめき続け、周囲の好こう奇きの目の意味を微び妙みように真実から逸そらさせていた。そして、大通りから離れ、人ひと気けのないチェルザー川まで来ると、すっとウィルに近寄って、耳元で、

「痛い目に遭あいたくなかったら、これ以上ペル・デヴォーには関かかわるな」

「えっ？」

「おい！」

　ウィルは聞き返そうとしたが、その前に男は巨漢たちに向かって怒鳴った。彼らは頷うなずくと、ウィルを川に向かって放り投げる。

「うわあっ！」

　ウィルは悲ひ鳴めいを上げたが、川には落ちなかった。すぐ下に小こ舟ぶねがつなぎ止められてあったのだ。その中に放り込まれて、衝しよう撃げきで小舟が大きく揺ゆれた。

「あいたたっ」

　尻しりをぶつけてウィルが唸うなっていると、巨漢たちは小舟を川の中央に向けて蹴けり飛ばした。ウィルはぎょっとして、慌あわてて舟の中を見回したが、櫓ろのようなものはなにもない。

「おい、こらあ！　どういうつもりだよ！」

「そこでしばらく頭を冷やして考えることだ。自分にとってなにが正しいのかを」

　男は今までの頭の悪そうな、怒鳴ることしかできない小悪党から、一転して冷れい徹てつな人間に早変わりし、そう言い渡した。そして、身をひるがえして去っていく。巨漢たちもそれに続いた。

「あっ、こら！　ちょっと待て！　俺はどうなるんだよ！」

　ウィルは懸けん命めいに怒鳴ったが、男たちは振り向きもせず行ってしまった。舟はどんどん岸から離れ、下流へと流されていく。

「ちょっと待てーっ。誰だれか、ちきしょーっ」

　ウィルの声は倉そう庫この建たち並ぶチェルザー川の岸きし辺べに、虚むなしく響ひびくのだった。




　夕方になってもウィルが帰ってこないので、マギーはアパートの階段に座すわってやきもきしていた。

「もう、ウィルったら、先に一人でどっか行っちゃったんじゃないでしょうね」

　ぶつぶつと不満をこぼす。

　ひょいとバズが部へ屋やから顔を出した。手にはタマネギを持っている。

「マギー、夕ゆう飯はんの支し度たくしようよお」

「まだ早いわよっ」

「そんなところで待ってないで、中に入ったら？」

「階段の方が涼すずしいからいいのっ」

　マギーは仏ぶつ頂ちよう面づらで言い返したが、階段の方が涼しいのは負け惜おしみではなく、事実だった。ハズは息をつくと、乗り気でない面おももちながらもマギーの隣となりに座った。

　二人で階下のアパートの玄げん関かんを眺ながめる。

「……ねえ、北方聖戦の勇者って」

「え？」

「なにをした人のことだと思う？」

　マギーの質問にバズは困こん惑わくした。よく意味が分からなかったのだ。マギーは顔をしかめながら、

「北方聖戦って調べたかぎり、すっごいイメージ悪いの。女子供も見み境さかいなく殺しちゃったっていうし。そんな中での勇者って、やっぱり殺さつ戮りくにいっぱい貢こう献けんした極ごく悪あく人にんのこと言うのかしら。それとも、殺戮から人々を助けてあげた、救きゆう世せい主しゆ的な存在のことなのかしら」

「それは、すっごく難むずかしい問題だね」

　バズは慎しん重ちように言葉を選んで答えた。

「ケーヴェンハーデンの英えい雄ゆうは、攻せめられた方から見れば悪魔の手下だろうし。ペルさんがどっちの意味で言ったのか、当人に聞かないと分からないね」

「ペル、やっぱりゆうべが夜だって分かってなかったみたい」

　マギーは口を尖とがらせて言った。せっかくシンシアに頼たのみ込んで、早く授業を切り上げて帰ってきたのに、ペルはいっこうに姿を現さなかった。

「昼と夜が逆転しているんだわっ。やっぱりボケてるのよ」

「うーん。もしかしたら、勇者っていうのも思いこんでいるだけかもしれないなあ」

　二人で唸うなっていると、玄関扉とびらが乱らん暴ぼうに開き、ウィルが飛び込んできた。

「ウィル！」

　マギーがパッと顔を輝かせて立ち上がる。ウィルが階段を見上げた。

「ウィル、遅おそいじゃないか。どこまで行ってたんだよ」

「あのじいさん、ボケてねえぞ！」

　ウィルは怒ど鳴なると、ばたばたと階段を駆かけ上あがってきた。よく見ると、全身びしょ濡ぬれだ。

「どうしたの、ウィル!?　どこに行ってきたの？」

「どうしたもこうしたもっ、俺はまだエドんとこにも行ってねえよっ」

　かなりご機き嫌げん斜ななめでウィルは言い放つと、部屋に入っていった。マギーたちもそのあとについていく。

　ウィルは服を脱ぎながら、

「ペルのじいさん、言ってることはとんちんかんだけど、本質はちゃんと突いてるぞ」

「どういう意味？」

「ペルは誰だれかに狙ねらわれている」

　濡れた服を椅い子すの上に干ほし、ウィルは断言した。それから、目をぱちくりさせるマギーとバズを振り返り、眉み間けんにしわを寄せて、

「昼間、変な男たちに絡からまれたんだ」

「本当？　大だい丈じよう夫ぶだったの？」

「舟に押し込められて、チェルザー川で島流しされた。おかげで漁ぎよ船せんに拾ひろわれるまで、ゼフィッツイの外まで流されちまったぜ」

「拾われたわりにはなんでびしょびしょなんだよ」

「そこでヘッジに水をぶっかけられた」

　ウィルは仏ぶつ頂ちよう面づらでラズボーン家の正面門の方を指さした。

「わざとらしーんだよ。なんでラズボーン家のちょー忙いそがしい執しつ事じが、わざわざ門の外まで来て花か瓶びんの水を捨すてなきゃならないんだっ」

「露ろ骨こつなまでにシンシアお嬢じようさまの命令って感じねえ」

「それで、そいつらになんて言われたんだよ」

　シンシアの悪口は言わない方がいいとばかりに、慌あわててバズが話題を元に戻もどす。ウィルは新しいシャツを着ると、怒いかりがよみがえってきたらしく、苛いら立だたしそうに、

「ペルには関かかわるなだとさ。痛い目に遭あいたくなかったら──けっ、月つき並なみなセリフ使いやがって」

「じゃあ、おじいちゃん本当に狙われてたの!?」

　マギーは驚おどろいて聞き返した。ウィルが頷うなずく。

「じいさんは他人に知られちゃまずいことを知ってるんだ。よし、行くぞっ」

　気合いを入れて部屋を出ていこうとするウィル。

「行くって、どこに行くの？」

「ペルの家だよっ。やっぱりちゃんと話を聞くことにした」

「ペルさんの家が分かったのか？」

「分かるもなにも、あのじいさん、デヴォーだ、デヴォー家！」

　ウィルはそう喚わめいたが、マギーとバズにはなんのことだかさっぱり分からなかった。




　三人がやってきたのは、ゼフィッツイ市の東、中程度以下の貴族たちの屋や敷しきがひしめく地区だった。アパートが多い街まち中なかと違い、一戸建ての館やかたが並んでいるが、規き模ぼは小さく多少裕ゆう福ふくな商人の家と同じくらいだ。国いちばんのラズボーン家と比くらべると、ウサギの家である。

　しかし、この辺に初めて来たマギーとバズは、こぢんまりした、下へ手たに壮そう麗れいにしてバランスを失うよりは小さい特とく徴ちようを生いかし、可愛かわいらしさを前面に出した館群に見とれてしまった。

　その中で、一ひと際きわきれいで、鉢はち植うえや庭に色とりどりの花が咲さき誇ほこっている館に、ウィルは入っていった。マギーとバズもついていく。

　ノッカーを叩たたくと、すぐに執事が現れた。初老の執事は三人を見るなり、厳きびしい口調で、

「商人は裏口に回りなさい。表玄関は客を迎むかえるところだ」

「俺たち御ご用よう聞ききじゃないよ。ペル・リッセっていうおじいさんと約束があるんだけど」

「えっ……」

　ウィルが出した名に、執事は露骨に色を失った。動揺を隠かくしきれない様子で、屋敷の中を窺うかがい、

「ちょ、ちょっとお待ちください」

　あたふたと扉とびらを閉める。急いで奥へ去っていく靴くつ音おとが聞こえた。

　バズが不安そうに、

「なんだろう、今の」

「だから、なんかあるのさ」

　ウィルはようやく機嫌が直ったようで、肩をすくめて答えた。

「ねえ、ここって貴族のおうちなんでしょ？　ペル、本当に貴族なの？」

「まあ、少なくともその親しん戚せきだろうな。デヴォー家と言やあ、王宮の酒蔵を管理する一族だって有名だぜ」

「ぼくの考えでは──」

　バズが言いかけたとき、勢いきおいよく扉が開いた。







　３　恋はメキメキ！







　とっさにウィルとマギーは飛び離れたが、反はん射しや神しん経けいの鈍にぶいバズはイヤと言うほど額ひたいを打ちつけた。ばこん！　といういい音がする。

「！！！」

　真っ赤になった額を押さえ、バズは声にならない悲ひ鳴めいを上げてうずくまった。相当痛いようだ。これにはウィルも、マギーさえ仰ぎよう天てんした。

「バズ、大だい丈じよう夫ぶか!?」

「バズ、生きてる!?」

　バズは答えることもできず、ぼろぼろ涙を流している。外に出てきたペルが、

「おお、すまんすまんっ。悪わる気ぎがあったわけではないんだが」

「悪気があったら今ごろ死んでるわよ！」

　マギーが猛もう然ぜんとペルに突っかかる。だが、彼は豪ごう快かいに笑って、

「なあに、子供の頭は堅かたいものだ。これくらいでは死なん死なん！」
















「そんなわけないでしょ！」

　あくまでマイペースなペルに、きいきいマギーは怒ど鳴なった。それをウィルは見て。

（自分がゆうべバズにパンチを食らわせたのは、かまわないのかな？）

　マギーの内ない包ほうする矛む盾じゆんにウィルは首を傾かしげたが、それを指し摘てきするほど無む謀ぼうではなかった。

「ともかく中に入ってくれ。この館やかたは安心だ」

「もおーっ」

「いいよ、入ろう入ろう」

　ウィルは頰ほおを膨ふくらませているマギーを促うながしながら、中に入った。玄げん関かんホールで先ほどの執しつ事じがおろおろしていたが、ウィルと視線が合うとぎくりと身を震ふるわせた。

「？」

　その素そ振ぶりがいかにも怪あやしかったので、ウィルは怪け訝げんに感じたが、なぜか執事は彼に拝おがむようなポーズをした。

（なんだなんだ？）

　どうも様よう子すがおかしい。ウィルは気を引き締しめた。

（ペルは悪い人間じゃないけど、なにかを隠かくしている。気をつけなくちゃな）

　ともかく、ペルにくっついて屋や敷しきの奥へと向かう。マギーがしくしく泣いているバズの手を引っ張っていった。

　屋敷の中は心ここ地ちよい花の香かおりに包つつまれていた。どぎつい香こう水すいの匂においではない、天てん然ねんの花の匂いだ。その証あかしとして、いたるところに切り花が活いけられている。

「ここは俺おれの叔お母ばの屋敷だ、少し前から世せ話わになっている。奴らもここまでは知らん」

「叔母さんもケーヴェンハーデン人なんだ？」

　この老人の叔母というと、一体どれくらいの年の女性なのだろう。そんなことを考えながらウィルは尋たずねたが、ペルはその質問が聞こえなかったようで、

「それにしても、よくここが分かったな！　さすがは捜さがし屋やだ」

「そりゃあ、大変すばらしい情じよう報ほう屋やがいたんでね」

　ウィルは皮ひ肉にくを言ったが、ペルには通用しなかった。老人は「わはは」と笑って、

「それはなかなか優ゆう秀しゆうな人材だな。おい、ジェミー、すまないが客間になにか飲み物を持ってきてくれ」

「か、かしこまりました」

　言いつけられた執事はぎこちなく答えると、小走りにさらに奥へ行ってしまった。

　ペルは三人を陽ひの燦さん々さんと差し込む客間に案内した。

「どうだ、いい屋敷だろう。世話になっている身なので、少し落ちつかないがな」

「ふうん……？」

「それで、謎なぞは解とけたのか？」

「それがさあ」

　ウィルはソファに座すわりながら、話を切りだした。その両りよう隣どなりにマギーとバズが座る。

「俺、昼間変な男たちに襲おそわれたんだ」

「なに!?　もう奴やつらに嗅かぎつけられたのか!?」

　ペルが血けつ相そうを変えてソファから立ち上がった。その剣けん幕まくにバズが額を手で押さえたままぎょっとし、身を縮ちぢめる。

　ウィルは掌てのひらを広げてペルを制した。

「落ちついてよ、ペル。嗅ぎつけられたんじゃなくて、ゆうべうちに来たのをつけられたんだと思う」

「むむむ。して、奴らはなんと言っていた？」

「ペルには関かかわるなって。もちろん、俺は仕事を途中でやめる気はないけど、こうなった以上、話を詳くわしく聞きたいんだ。一体、どういう話なのか」

　ウィルはペルを見み据すえて言った。ペルは腕を組み、「むむむ」とさらに唸うなっていたが、

「……やはり、迷めい惑わくをかけてしまった以上、話さねばるまいな。道どう義ぎにもとる」

「道義の基き準じゆんがよく分からないけどね」

　まだムッとしながら、マギーが口を挟はさんだ。だが、ペルはまったく彼女の発言を無視して、ずいっと顔を近づけると、

「おまえたちはメキメキ教団というものを知っているか」

「……は？」

　思わずウィルは聞き返した。ペルの表情は真しん剣けんそのものだ。

「メキメキ……聞いたことないけど」

「当たり前だ、奴らは人の世の暗部に潜ひそむ、悪魔を崇すう拝はいする教団なのだ」

「悪魔ですって!?」

　マギーが反射的に声を上げ、慌あわてて口を塞ふさいだ。そして、声をひそめ、

「悪魔教団って、つまり神さまを信じてない人たちの集まりってことでしょ」

「そのとおり！　奴らが今日までなにをしてきたか、列れつ挙きよすればキリがない。奴らは黒い魔力によっていくつもの国を背はい後ごから動かし、多くの無む辜この民たみを苦しめ、ときには殺害してきたのだ。あるときは無む益えきな戦争を引き起こし、あるときは魔ま女じよ狩がりと称して自分たちに都つ合ごうの悪い人間を焼き殺し、あるときは権力者になりすまして、贅ぜい沢たくのかぎりを尽つくした。卑ひ劣れつで、おぞましい奴らなのだっ」

　ペルは拳こぶしを握にぎりしめ、口にするのも汚けがらわしそうに言い捨すてる。マギーはすっかり話に惹ひきつけられ、身を乗り出した。

「それで、お姫ひめさまはどうしてさらわれたの？」

「それを説明するには、まず奴らの真の目的を話さねばならん」

「真の目的？」

「うむ！　奴らの教義においては、この世は不ふ浄じように満ちているので、奴らの神──我われ々われの言うところの悪魔が降こう臨りんしてこの世を滅ほろぼし、新たな、清せい浄じように満ちた世界を再構築することになっている。奴らは悪魔が降臨する為ための準備として、この世を影かげから支配し、滅びと再生の日を待っているのだ」

「でも、世界が滅びたら自分たちも死んじゃうじゃない」

「いや、奴らは選ばれた人間として、新世界での最初の人類に再生されることを約束されているそうだ」

　苦にが々にがしくペルは説明した。バズは真っ赤になった額を押さえるのも忘れて目を白黒させ、ウィルも途と方ほうもなくなってきた話を呆あきれた表情で聞く。マギーだけがやたら目を輝かがやかせ、逐ちく一いちペルの話に頷うなずいたり聞き直したりしていた。彼女はロマンティックな話も好きだが、こういうオカルト的な話も大好きなのだ。

「じゃあ、お姫さまはなんの為にさらわれたの？」

「彼女は……」

　ペルはいったん言い淀よどみ、しかし、苦く渋じゆうに満ちた声で、

「彼女は、奴らの弁によれば、希け有うな存在で……旧世界最後の人間に選ばれたらしい」

「選ばれたって？」

「つまり、奴らの神を降臨させる最後の鍵かぎ──生いけ贄にえになるのだ」

「生け贄え？」

　禍まが々まがしい響ひびきの言葉に、子供たちはいっせいに素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　それまで話半分に聞いていたウィルが、緊きん張ちようして、

「じゃあお姫さまは、理由はともかく、そのメキメキとかゆーわけの分からない奴らに、殺されちまうってことか？」

「うむ……」

　ペルは唇くちびるを嚙かみしめ、ぎゅっと拳を握りしめた。その手が小こ刻きざみに揺ゆれている。とても子供たちをからかって遊ぼうとしているようには見えない。

　そこへドアがノックされ、銀ぎん盆ぼんを手にした執事が部屋に入ってきた。盆の上には茶のセットとケーキが乗っている。

（あれ？）

　ウィルは執事が茶の用意を持ってきたことに違い和わ感を覚おぼえた。

（執事さんが持ってくるなんて変だな、主人の客ってわけでもないのに。人手不足なのかな？　でも、メイドはそれなりに見かけたし……）

　頭に白いものが混じった執事は、先ほどの動揺が噓うそのように、静かに盆をテーブルに置き、無言で茶を入れた。湯気が立つティーカップを子供たちはじっと凝ぎよう視しする。

　執事はケーキの乗せられた皿さらを配くばると、

「どうぞ、ごゆっくり」

　一ひと言ことだけ言って、立ち上がった。そして、部屋から出ていきざま、すっとウィルに近寄り、耳打ちする。

「…………」

　ウィルは執事を仰あおいだが、彼はなにごともなかったようにそのまま部屋を出ていってしまった。バズとマギーはテーブルの上のケーキを睨にらんでいて、執事がウィルに耳打ちしたことには気づいていないようだ。それだけ自然な動きだった。

　執事が出ていくと、部屋に張りつめていた緊張が少し解とけた。沈ちん黙もくに耐たえかねたバズがしどろもどろと、

「じゃ、じゃあ、早く石盤の謎なぞを解いて、お姫さまを捜さがさないと」

「そっ、そうよねっ。できるだけ早くしなくちゃっ」

「うむ。頼たのむぞ、おまえたちの力が必要なのだ」

「任まかせて！　必ず謎は解いてみせるわ！　ぜーったい応おう援えんしちゃうからね！」

　マギーは力をこめて断言した。なにを応援するつもりなのかは怪あやしいものだが、ペルは感かん激げきした様子で、

「なんと心強いことだ、期待しているぞ。だが、くれぐれも無理はしてくれるなよ」

　そう言いながら、嬉うれしそうに笑った。頼みにされたバズとマギーははにかんだが、ウィルは眉み間けんにしわを寄せたまま、じっと老人を凝視していた。




　ペルを置いて客間を出ると、さっそくマギーが手を組んで感かん嘆たんした。

「悪の教団にさらわれたお姫さまを、昔引き離された恋人が取り返しにいく！　なんてロマンチックなの！」

　彼女は目をきらきらと輝かせて、

「あんな秘密があったなんて、世の中ありそうもないことが本当にあるのね！　こうなったらペルとお姫さまの恋を是ぜ非ひとも応援してあげなくちゃ！」

「応援って、まだ二人が恋人だったなんて聞いてないと思うけど」

　性しよう懲こりもなくバズが要いらぬ忠告をする。マギーがキッと睨にらみ、すかさず足を出そうとしたところで、

「ゴーダさま」

　階段のたもとで待っていた執しつ事じが声をかけてきたので、マギーは攻撃のタイミングを逸いつしてしまった。呼び止められたウィルは、難むずかしい顔のまま、

「誰だれが会いたいって？」

「この屋敷の奥さま、ドリーン・デヴォーさまでございます。こちらへどうぞ」

　そう言って執事は階段を上る。ウィルがあとをついていくので、マギーは慌あわてた。

「ウィル、どこに行くの!?」

「この家の奥さまが俺おれたちに会いたいんだってさ。ペルのことで」

　ウィルの言葉にマギーとバズは顔を見合わせた。

「この家の奥さまって、ペルが言ってた叔お母ばさんかしら？」

「多分そうじゃないかな……」

　二人は不安そうに階段を仰あおいだ。なんの用か分からないが、今回の仕事に肯こう定てい的てきなことを言われる雰ふん囲い気きではない。せっかく乗り気になったのに、だ。

「……なんにしたって、エンゼル・ハートクラブは負けないわっ。ペルとお姫さまをあたしたちの手で結んであげるのよ、いいわね、会員二号！」

　固く決心をするマギーを、じっとバズは上うわ目め遣づかいに見つめた。

「？　なによ？」

「……ぼくが会員二号ってことはさあ、ウィルは会員三号なわけ？」

「ウィルは会員には入れないわよ」

　なにを言っているのだと、マギーが呆あきれる。バズは釈しやく然ぜんとせず、

「なんでさ？　もうウィルはエンゼル・ハートクラブのこと知ってるのに」

「バズ知らないの？　恋のお手伝い天使は天使同士で恋しちゃあいけないのよ。ウィルを入れるわけにいかないじゃないっ」

「ええーっ!?　そんな話、聞いてないよ！」

「あら、それがなんかバズに問題あることなの？」

　情なさけない声を上げるバズに、マギーはしゃあしゃあと言った。そして、声を立てて笑い、ぱたぱたと階段を駆かけ上あがっていく。

　それをバズは憮ぶ然ぜんと見上げていたが、

（……まあ、エンゼル・ハートクラブはぼくとマギーだけのものだもんな）

　と考え直し、ちょっと安心して階段を上った。




　執事に案内されて入った部屋には、上品そうな貴き婦ふ人じんが小花の柄がらのソファに座すわってウィルたちを待っていた。執事は一礼すると部屋を出ていく。

　年は五十近いのだろうか。金きん髪ぱつにところどころ銀髪が混じり、目め尻じりにはくっきりとしわが刻きざまれていたが、まだまだ老婦人と呼ぶには忍しのびない、美しい女性だった。

　彼女はどことなく寂さびしげな微び笑しようを浮かべながら、

「ようこそ、小さな捜さがし屋やさん。わたくしはドリーン・デヴォー、この家のあるじ、タッカー・デヴォーの母親です」

「ウィル・ゴーダです。こっちは俺の幼おさななじみで、マギーとバズです」

　ウィルは礼れい儀ぎ正しく挨あい拶さつした。慌ててマギーとバズも頭を下げる。そして、ぼそぼそと、

「あの人がペルさんの叔母さんかな」

「ずいぶん年下の叔母さんね」

　頭をつきあわせて囁ささやきあっている二人を、ウィルが肘ひじでつついた。丸聞こえだ。

　ドリーン・デヴォーと名乗った貴婦人が立ち上がった。マギーとバズはどきりとしたが、彼女は部屋付きのメイドが持っていた布を取ると、水差しの水を浸ひたした。そして、バズに歩み寄ってきて、

「どうしたの、おでこが腫はれていますよ。これで冷やしなさいね」

　そう言って濡れた布を額ひたいにあてがってくれる。バズは頰ほおを紅こう潮ちようさせ、

「あ、ありがと、ございます」

　しどろもどろ礼を言うと、ドリーンは再び寂しそうな微笑を浮かべた。

　彼女はソファに戻もどると、三人を見つめた。

「ペルの、あの人の話を聞きましたね」

「俺たちになんの用ですか」

　ウィルは警けい戒かいしながら聞き返した。なんでもない話なら、ペルに知られないよう会ってほしいなどと、執事に耳打ちさせるわけがない。なにかよくない話に決まっている。

　ドリーンは瞼まぶたを伏ふせた。

「あの人があなたたちになにを話したかは知っています。囚とらわれの姫君を助けるという話でしょう？」

「それは……」

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに言います。あの人の話を信じないでください」

　ドリーンの言葉に子供たちはきょとんとした。ウィルが訝いぶかって、

「それってどういう意味？」

「あの人は見かけどおりのあの人ではないのです」

「？」

「あの人は今、過去の世界に生きています。すべてはまやかしで、彼の生み出した妄もう想そうにすぎないの」

　ドリーンの婉えん曲きよくな言い回しに、真っ先に反応したのはマギーだった。大きく目を開き、

「それって、つまりボケちゃってるってこと!?」

　マギーのずばり明めい快かいな言葉を聞いて、ドリーンはおもむろに頷うなずいた。聞き返した本人は納なつ得とくがいかずに、

「そんな、信じらんないわっ。あんなにしっかり──そりゃ、ときたまボケてるなとは思ったけど、でも、あんなに理り路ろ整せい然ぜんと話してるのに！」

「理路整然？　どこが？」

　ウィルがぼそっと疑問の声を発したが、マギーの耳には届いていないようだった。

「大だい体たい、あなたはなんで過去の世界だなんて分かるの!?」

「わたくしはペル・デヴォーの妻です」

　反論したマギーだが、ドリーンの静かな一ひと言ことで絶ぜつ句くしてしまった。ウィルとバズも呆あつ気けにとられる。

「あの人はわたくしのことを叔母ともうしましたでしょう？　それはわたくしの母のことなのよ」

　ドリーンは苦笑した。

「あの人は三十五年も昔の世界に住んでいる。わたくしはまだ十三で、あの人は二十七。だから、彼はわたくしを当時の母に重ね合わせているのです。

　身み内うちの恥はじをさらすことになりますが、あの人は元もと々もとまじめで、仕事も熱心で、世の殿との方がたの遊びと言われることにもまったく興きよう味みを示さず、他人にも自分にも厳きびしくあの年まで生きてきました。けれども、先月お勤つとめを辞やめて以来、気力を失ってしまったようで……ずっと家に閉じこもっていたのですが、ある日突然」

「ボケちまって、お姫さま捜しが始まったってわけか」

　ウィルが憮ぶ然ぜんと言葉を引き継ついだ。ドリーンが小さく息をつく。

「あなたたちのような子供には分からないでしょうね。でも、年を取ると、昨日きのうのことが一昨日おとといのことに感じられ、幼いときのことが昨日のように感じられるのよ。人間の記憶力はある年以上になると、ほとんどなくなってしまうみたい。昔の思い出を詰めた引き出しがいっぱいになりすぎて、それ以上は入らないのかしら」

「…………」

　ウィルはなにも答えられなかった。十二歳の彼は答える言葉を持っていなかった。

　バズがまだ面めん食くらった様よう子すで、

「じゃあ、メキメキ教団というのは？」

「そんなものはどこにもないのよ。あるとしたら四十年前、あの人が参加した北ほく方ほう聖せい戦せんでの敵のことかしら。北方聖戦はご存じ？」

「多少は……」

「悪魔の信しん徒とを倒せ──当時のケーヴェンハーデン政府にそう言い含ふくめられて、あの人たちは出陣していったの。あの人は未いまだに北方聖戦の妄もう想そうの中にいるのね」

「…………」

「あの戦いはひどい戦いだった」

　ドリーンは遠い昔を見つめるように目を細めた。

「あの人とあの人の仲間たちは、お国の為ために、お国に言われるがままに戦ったわ。それなのに、凱がい旋せんしたら今度は残ざん虐ぎやくな殺さつ戮りく者しやとして、外国から、そして守ってくれるはずの政府からも罵ののしられ、犯はん罪ざい者しや扱あつかいされたの。

　北方聖戦は矛む盾じゆんに満ちた戦争だった。あの人の中でもやりきれない思いがあって、それをもう一度やり直したいと考えていたのでしょうね……だから、あのような敵を作りだしてしまったのではないかしら」

　かなり悩なやんでいたらしく、ドリーンは照てれながら、しかしはっきりと持じ論ろんを語った。

　しかし、こうなるとウィルたちにはまったく手も足も出ない話だった。ペルとは昨日今日の付き合いだし、なんといっても四十年前なんて彼らは影かげも形もない時代なのだ。

「……でも、俺は本当に襲おそわれたんだ」

　ウィルはうつむき、不ふ機き嫌げんとも聞こえる声で言った。ドリーンの頰ほおがぴくりと動く。

「俺は変な奴やつらに、『ペル・デヴォーには関かかわるな、さもないと痛い目を見るぞ』って脅おどされたんだ。だから、ペルは本当になにか──」

「わたくしの話を疑うたがうなら、あの人に聞いてごらんなさい。あなたの年は幾いくつなのだと」

　ウィルの言葉を遮さえぎって、ドリーンは言い切った。彼女は昂こう然ぜんと頭を上げ、まっすぐウィルを見み据すえると、

「彼は二十七と答えるでしょう。あの人は噓うそはつかない、ただ、現実が伴ともなわないだけなの」

「……あなたの話が本当なら、『姫君』ってのは一体なんのことを指さしてるんだ？」

　仏ぶつ頂ちよう面づらでウィルは聞き返した。ドリーンはしばし黙だまり込み、

「それは──わたくしにも分かりません。北方聖戦のことはなにも聞いていませんから」

「じゃあ、依い頼らいはどうすればいいのさ。俺たちはお姫さまを捜さがす手伝いを頼たのまれたんだぜ？」

　投げやりな態たい度どでウィルは尋たずねた。どうせ仕事の中断を言い渡されると思ったからだ。だが、ドリーンは頭かぶりを振ると、

「仕事は続行してください」

「え？」

「姫君を捜すふりをして、あの人がほかの人に迷めい惑わくをかけないよう、見張っていてほしいの。これはわたくしからの依頼です。捜し屋さんにはそぐわない仕事でしょうけれど、おねがいします」

　そう言ってドリーンは深々と頭を下げた。




　執しつ事じに送られデヴォー家を出ると、子供たちは互たがいに相手の顔を窺うかがうように見た。

「……どう思う？」

「どうって……」

　マギーとバズが困こん惑わくした顔でウィルを見る。ウィルは自分の考えを述のべようとして、しかし思い直し、

「二人はペルとドリーンさん、どっちが正しいと思う？」

「えー？」

　ウィルに意見を求められるのは珍めずらしいことなので、マギーはますます戸と惑まどった。唇くちびるに人差し指を押し当て、考え込む。

「あたしは、うーん、ドリーンさん、かしら？　なんとなく」

「あっ、ぼ、ぼくもそう思った」

　バズが慌あわてて賛同した。マギーは彼を睨にらんで、

「なによ、あたしの真ま似ねしないでよ」

「ま、真似ってわけじゃないよ。実は、その、ぼく、最初、ドリーンさんの話をずっと疑っていたんだ」

　マギーに妙みような言いがかりをつけられ、バズはしどろもどろに説明した。

「本当はペルさんの言っていることが事実で、ドリーンさんはペルさんの邪じや魔まをしようとしてあんなことを言いだしたんじゃないかって、考えてたんだ。彼女はとてもいい人だよ。それは心から思う。でも、ペルさんを危き険けんな目に遭あわせたくないって考えているのかなって思ったんだ。だって、ウィルが脅おどされたっていうのは事実なんだろ。だったら、絶対なにかあるはずなんだ」

「ウィルが噓つくわけないじゃないっ。ねえ？」

「俺がそんな噓ついてどうするんだよ」

　いちいちバズに突っ込みを入れるマギーを、ウィルが呆あきれて窘たしなめた。

「と、ともかく、ドリーンさんが噓をついているなら、ぼくたちを遠ざけようとするのが当然だろ。でも、ペルさんを見張ってほしいなんて、そうなると、やっぱりドリーンさんの方が本当に思えるよ」

「俺も同意見だな」

　ウィルが片手を上げて言った。

「ドリーンさんが噓をついているとは思えない。それに対して、ペルの話は胡う散さん臭くささ百パーセントって感じだもんな。囚とらわれの姫君だってそうだし、大体、メキメキ教団ってなんだよ、メキメキ教団って」

「ウィルもバズも、やけに『メキメキ教団』にこだわってるわね」

　不ふ可か解かいそうにマギーは呟つぶやく。ウィルはその呟きは無視すると、

「いろいろ考えてみると、やっぱりペルはボケてるって考えた方が自然だぜ──でも、俺が脅されたのは事実なんだ」

　ウィルは険けわしい表情で、自分の掌てのひらを凝視した。

「じゃあ、どうなっているのさ？」

「考えられるのは一つ。ドリーンさんの話は本当で、ペルの話は妄もう想そうだけど、二人の知らないところでまったく別の事件に巻き込まれている」

「まったく別の事件？」

　バズは聞き返してから、ハッと顔色を変えた。

「石せき盤ばんか！」

「あれには絶対なにかあるはずなんだ。俺は誰だれがなんと言おうと、捜し屋の星を信じるぜ」

　ぐっとウィルは拳こぶしを握にぎりしめると、意を決したように走り出した。

「あっ、ウィル、待ってよお！」

　マギーが追いかける。バズが呆れて、

「まったく、あいつも負けず嫌ぎらいなんだよな」

　知識や分ぶん析せき力りよくは大人おとな顔負けのウィルだが、根はやっぱり子供だ。バズは笑おうとしたが、自分こそ一人取り残されて不安になり、慌あわてて二人のあとを追った。




　そんな子供たちを、屋敷の二階の窓から見つめる影があった。

　年は十六。ドリーン・マロリー・デヴォー、ペルとドリーンの末娘である。

　胸にかかる豊かな金きん髪ぱつ、はっとするほど大きな青い目、日に焼かれたことがないような白い肌はだ、バラ色の頰ほお──典型的なゼフィッツイの美少女だ。幼おさなさの残った顔立ちには、やりきれない思いと悔くやしさがにじみでていて、柳やなぎの眉まゆは険けわしく寄せられていた。

　少女はカーテンを固く握りしめ、家の前から走り去る子供たちをじっと凝ぎよう視ししていた。

「マロリー」

　背後から声をかけられ、彼女は飛び上がった。振り返ると、母親のドリーンが部屋の入り口に佇たたずんでいた。彼女はなんとか平静をとりつくろい、

「小さなお客さまは帰られたようですね。一体どのようなお話でしたの？」

　母親に笑顔を向けるが、眉み間けんのしわは完全に取れず、歪ゆがんだ笑みになってしまった。

　ドリーンは悲しそうな表情で、しかし、厳きびしい口調で、

「あの少年を脅おどしたのはあなたとタッカーですね？」

「なんのことですか？」

　すばやくマロリーは聞き返した。だが、ドリーンはなにも言わず、ただ寂さびしげなまなざしで娘を見つめている。

　マロリーはその視線に堪たえられず、うつむいた。それから沈ちん黙もくが続いたが、とうとう、

「……お兄さまは悪くないんです。私が計画したのだから」

　消え入るような声でマロリーは呟つぶやいた。ドリーンが大きくため息をつくと、びくっと肩が震ふるえる。

「なぜ、そのようなことを？」

「だって！　だって、私、今のままがいいと思ったんだもの……！」

　声を大きくしてマロリーは訴うつたえた。彼女は懸けん命めいに、

「今の状態の方が絶対にいいのよ！　あの人、私たちを顧かえりみなくなったんですもの！　お母さまの為ためにもこの方が絶対、絶対いいんです！　あんな子供に今の平へい穏おんを壊こわされたくなかったんです！　いっそのこと、あの人なんか『姫君』を捜してどこかへ行ってしまえばよかったのに！」

「マロリー！」

　感情を高ぶらせて叫さけぶマロリーの頰を、ドリーンがぴしゃりと平ひら手てで打った。マロリーはびっくりして、大きな目をさらに大きくして母親を見つめる。

　ドリーンは厳しい表情で、

「そのようなこと、間違っても口にするものではありませんよ！　あなたの父上ではありませんか」

「……どこが、父親なのよ」

　目を潤うるませマロリーは呟いた。今度はドリーンがうつむく番だった。二人してそれ以上言葉なく、黙だまり込む。

　ドリーンは首を振ると、

「ともかく……あの捜し屋の子供たちは、あの人に依い頼らいされた仕事をこなそうとしただけなのよ。なんの罪もない、年とし端はのゆかぬ子供を脅したなんて、反省しなさい」

「はい……もうしわけございません」

　マロリーは身を縮ちぢめて謝あやまった。ドリーンは窓に近寄り、ウィルたちが去ったあとを見ると、もう一度ため息をついた。







　４　お姫ひめさまをさがそう







　翌朝、ウィルたちはドアを叩たたきまくる元気な音で起こされた。

「やあ、おはよう、子供たちよ！　すがすがしい朝だ！」

「……おはよう」

　半分瞼まぶたを閉じながら、応対に出たウィルはペルに挨あい拶さつした。

　夜明けとともに現れた老人は、今日も元気潑はつ剌らつだった。ぼやーっとした顔の子供たちを見て、呆あきれて、

「なんだなんだ、子供が朝から情なさけない面つらして。もっとしゃきしゃきせんかっ」

「朝とゆーより、まだ太陽も昇のぼってないんだけど……なにしに来たのさ？」

「預あずけておいた防具を取りにきたのだ。昨日きのうはおまえたちが来たのでな、取りにくるタイミングを逸いつしてしまったわ」

「だからって、こんなに朝早く来ることないじゃない」

　マギーが不ふ機き嫌げんそうに目をこすった。ペルは胸を張って、

「俺おれはこれから行くところがあるのだ！　万ばん全ぜんの態たい勢せいで挑いどまねばならんっ」

「ば、万全って、どこへ行くつもりなんですかっ？」

　バズが慌あわてて尋たずねる。昨日ドリーンから人さまに迷めい惑わくをかけないよう見張ってほしいと頼たのまれたことを思い出したのだ。ペルは階段の窓を指さすと、

「鐘かねだ！」

「鐘え？」




　ともかくドリーンに頼まれた手前、ウィルたちは急いで身み支じ度たくをすると、ペルと一いつ緒しよにアパートを出た。もっともペル自身、重たい防具を装そう備びするのにかなり手て間ま取どったが。

　人ひと気けのまばらな朝の街まちを、ガチャガチャと音を立て、陽気に歌いながら歩いていくペル。その後ろを三人はついていく。

「まったく、朝でよかったわね。昼間だったらいいもの笑いの種たねだわ」

　大きなあくびをしながらマギーが言った。臑すね当あてのせいで、ペルの歩き方はまるで操あやつり人形のようにぎくしゃくしている。朝のうちはいいが、日が昇ってきたら急激に気温は上がり、おとといの二にの舞まいになることは確実だ。

「あの格かつ好こうだけでもやめさせられないかしら」

「俺はあの剣をどうにかしてほしいよ」

　半なかば引きずるように腰に下がっている剣を、ウィルは指した。

「あんなの振り回したら、自分の方が飛んでいっちまわあ。四十年前だって鉄てつ砲ぽうの一つや二つ、あっただろうに」

「それより、鐘ってなんのことだろう」

「教会の鐘のことじゃねえか？　もうそろそろ朝の時報だろ」

　果たして、ウィルの言ったとおり、ペルは街角の小さな教会に入っていった。なんの変へん哲てつもない、市民が毎日の祈いのりを捧ささげにいく小さな教会だ。

　中で掃そう除じをしていた聖せい職しよく者しやが、ペルの格好を見てぎょっとする。

「なんですか、あなたは！　ここにはなにもありませんよ！」

「驚おどろかせてすまんな！　もちろん、おぬしたちに危き害がいを加える為ために来たのではないっ！」

　怯おびえる司し祭さいたちをペルは片手を高々と上げて制した。そして、鐘しよう楼ろうを指し、

「なあに、鐘を叩たたかせてくれればよいのだ！　さすればすぐに帰る！」

「鐘は……」

「なにっ、快こころよく承しよう知ちしてくれるか！　やあ、ありがとう！」

　相手が返事をしないうちにペルは満まん面めんの笑顔で言い切ると、呆あつ気けにとられている司祭たちを尻しり目めに、鐘楼の階段へ向かった。

「ご、ごめんなさい、じいさんボケてるんです」

　ウィルたちはぽかんとしている司祭たちにぺこぺこ謝あやまり、ペルのあとを追う。

　鐘楼への細い石段を登りながら、

「やっぱりこれは、ボケてるな」

「間違いないわよ」

　そう囁ささやきあい、はあ、と大きくため息をつくのだった。

　石段を登りきると、すでにペルは鐘を鳴らす為の太いロープを引っ張っているところだった。ガラアン、と、鐘の音が頭上から轟とどろき渡る。

「うわっ！　耳が痛い！」

　慌あわてて三人は耳を塞ふさいだ。小さな教会に似つかわしい小さな鐘だが、やはり間近で鳴らされるとびりびりと全身が震ふるえる。

　二度、三度と、ペルは鐘を鳴らした。鐘の音はゼフィッツイの街に響ひびきわたり、それに呼こ応おうするように、あちこちの鐘楼から鐘が鳴り始める。

　かなりの重労働だったらしくペルは汗あせだくになり、多少よろめきながらも、鐘楼から朝日を拝おがんだ。

「おお、日が昇るな！　今日もいい朝だ！」

　などと感心している。「やれやれ」とウィルは頭を振った。

「それで、一体なんの為にここに来たのさ。鐘鳴らしは健康にいいからとか？」

「なにをバカなことを。この鐘の音ねは姫への合あい図ずなのだ」

　ペルの言うことを頭から信じなくなっていたウィルは、その答えに意表を突かれ、彼をじっと見つめた。ペルは目を細め、眼下に広がるアパート群の屋や根ねを眺ながめながら、

「この鐘は俺が生きている証あかし、彼女を必ず助けにいくと知らせている合図だ。彼女は鐘の音を聞き、安心してくれるだろう」

「でも、これじゃあ、ペルさんが鐘を鳴らしたかどうか分からない──あいたっ！」

　事実を指し摘てきしようとしたバズの足を、マギーが思いっきり踏ふんだ。悲ひ鳴めいを上げてうずくまるバズを無視して、彼女はほわーっと夢見がちな表情で、

「いい話ねえ……きっと、絶対、お姫さまにペルの心は届とどいているわ。がんばってね！」

「おお、そう信じてくれるか。おまえはいい娘だな」

　ペルはマギーの頭を撫なでた。そして、鐘を見上げ、低い小さな声で、短い歌を歌う。言葉は分からないが、その優しい旋せん律りつに、マギーが、

「なあに、その歌」

「姫が見つかるまじないだよ。彼女が好きだった歌だ」

「おまじないねえ」

　はにかみながら答えたペルに、ウィルがばかばかしそうに呟つぶやく。二人には聞こえなかったようで、

「ねえ、なんて歌ってるの？」

「う、うむ、俺も意味はよく知らんが、『回れよ回れ、運命の歯車』と言っているそうだ。私は鐘を鳴らすたび、この歌を歌う。彼女もきっとこの歌を歌っていることだろう」

　彼らは鐘楼から下りたが、途中でウィルがくすくす忍しのび笑いを洩もらしているので、マギーが訝いぶかり、

「ウィル、なに笑ってるの？」

「だってさあ、さっきの『おまじない』の歌、古典教会語だからペルは分かってないけど、あれ、最初の部分は墓場の石を堀り起こして骨を砕くだけって文もん句くだぜ」

「ええーっ？」

　怖いものの苦手なマギーは心底嫌いやそうな声を上げ、気の毒そうに前を行くペルを見た。

「おじいちゃん、可か哀わい相そう。あんなに一いつ生しよう懸けん命めいなのに」

「なんだよ、マギー。お姫さまは実在しないって分かってるんだろ？」
















「あら、ペルの中では実在するのよ」

　マギーはそんなことも分からないのかといった口調で答えた。彼女は片目をつむると、

「目に見えるものがすべてじゃないでしょ。捜さがし屋は目に見えるものしか捜さないの？」

「……マギーのわりにはまともなこと言うじゃん」

「マギーのわりにはってどういうことよっ」

　ぷうっとマギーは頰ほおを膨ふくらませた。ウィルは笑って、石段を下りた。

　が、笑っていられるのもそこまでだった。

　教会を出るなり、ペルが声高々に言うには、

「よし！　次の鐘を鳴らしにいくぞ！」

「ええーっ!?」

　子供たちは思いっきり不満の声を上げたが、そんなものを気にするペルではなかった。

　結局、のぼせてぶっ倒れるまでの午前中のうちに、教会、一いつ般ぱん住じゆう居きよ、その他もろもろの鐘楼を十八カ所回って、時報も関係なくペルは鐘を鳴らしまくったのであった。そして、最後にへろへろになりながらペルが言った言葉が、

「よ、よおし、今日はこれくらいに、しておこう、ひ、姫、明日もまいりますぞ……！」

「明日もやるつもりかよ」

　ウィルは呆あきれ返って、そう言えば最近変な時間に鐘が鳴るものだと、訝いぶかっていた自分を思い出したのだった。




　倒れたペルを馬車でデヴォー家に送り、ウィルたちが開放されたのは、午後になってからだった。アパートに戻もどり、ようやく石せき盤ばんの謎なぞに専念することができたが……

「うーん。やっぱりエドに調べてもらった方が早いなあ」

　ウィルは本を片手に唸うなった。石盤に書かれてある古文を調べていたが、どうにも読めないのだ。

　隣となりで書きものをしていたマギーが、ひょいと彼の手元の石盤の写しを覗のぞき込んだ。本物はなにがあってもいいように、ウィルが肌はだ身み離さず持っている。

「ウィルでも分からないことがあるの？」

「俺をいくつだと思ってんだよ。エドみたいな五十近いじじいのキャリアに勝てるか」

　古文を解読できない苛いら立だちも併あわせて、ウィルは口を尖とがらせて反論した。

「例のなんとかって教きよう皇こうさまのことは？」

「下でバズが調べてる──って、マギーこそなにやってるのさ？」

　ウィルもマギーの手元の黒板を覗いた。先ほどから壁かべ掛かけの大きな黒板と携けい帯たい用ようの黒板を駆く使しして、なにやら一いつ生しよう懸けん命めい書き込んでは消しているのだ。ウィルの真ま似ねごとをしているのかと思いきや、そこには小さな字でびっしりと文章が並んでいた。

「『聖戦の勇者は目の前が真っ暗になった。ああ、私の命、姫君がいない！』……？」

「やだ、見ないでよっ」

　マギーが頰ほおを紅こう潮ちようさせて黒板の上に手を置く。

「なにそれ？」

「あたしはおじいちゃんとドリーンさんの言い分を、順を追って比ひ較かくしてるの。そうしたら分かりやすいでしょ」

「へえ？」

　文章に若じやつ干かんの問題があるが、建設的なことをやっているマギーを、ウィルは感心して見た。マギーもようやく「アシスタント」らしいことを自発的にやるようになったようだ。

（しっかし、もっと簡かん潔けつに書く方法を教えないと使えないなあ）

　ウィルは壁掛け黒板の、余よ計けいな主観が多分に混じった文章を眺ながめながら、

「それで、分かったことは？」

「え？　えーっと、そうねえ、分かったことはねえ、えーっとねえ」

　質問されるとは予想もしていなかったらしく、マギーは困こまったように顔をしかめた。ウィルは呆あきれて、

「マギー、まとめるだけじゃダメだぜ。結果を分ぶん析せきして、結論を出さなくちゃ」

「う、うん」

　ウィルに忠告され、マギーは真剣な表情で壁の黒板を睨にらむ。彼女は他人の推すい理りを肯こう定ていしたり否定したりすることには慣なれているが、自分で推理することには慣れていなかった。眉み間けんにくっきりしわを刻きざみ、額ひたいに脂あぶら汗あせさえ浮かべて唸うなる。

「うーん、うーん、うーん」

「そんな、蛇へびに睨まれた蛙かえるじゃあるまいし。直感的なことでいいから──」

「分かったわ！」

　心配になったウィルの言葉を遮さえぎって、マギーは顔を輝かがやかせて叫さけんだ。

「ペルが四十年前の過去に住んでいるなら、きっと四十年前に『お姫さま』は実在したんだわ！」

　嬉き々きと力説するマギーに、ウィルはガクッとなった。

「どうしてそういう方面にしか目がいかないんだよ」

「あら、これは大切なことよ。もしお姫さまが実在したとして、今でも生きてたとしたら、どうする？」

　得とく意い満まん面めんでマギーは言い返す。ウィルは最初、彼女がなにを得意がっているのか分からなかった。だが、不意にピンときて、

「まさか、ペルと対面させる気か!?」

「なんでまさかなのよ、最初っからそういう話だったじゃない。四十年ぶりの恋人同士の再会！　とてもステキだわ！」

　マギーはお決まりのポーズ、手を組んで目をきらきらさせる。これが出ると、彼女の頭は自分の世界に行ってしまったということで、なかなか戻もどってはこない。

　ウィルはげんなりしながら、

「誰だれも恋人同士なんて言ってないぞ」

「ペルがお姫さまを愛しているのは自明のことよ」

　ウィルが賛同してくれないので、マギーは憮ぶ然ぜんと言った。

「もしいたとしても、ペルの頭ん中じゃ四十年前のお姫さまなんだぜ？　ばあさんになったお姫さま見てペルが納なつ得とくするわけねえや」

「でもでも、もしペルがお姫さまと会ったら、これが現実なんだって悟さとってボケが治なおるかもしれないじゃない。そしたら万ばん々ばん歳ざいでしょ？」

「ボケってそーゆーことで治るもんかなあ」

　ウィルは首を傾かしげた。記き憶おく喪そう失しつの娘が家族と会って記憶を取り戻したという話は知っているが、ボケにもそれが応用できるのだろうか。

　こればかりはマギーも強気に出られないようで、

「あたしだって知らないわよ、近くにボケちゃった年寄りなんていなかったもの」

「俺も」

「でも、やってみる価値はあると思わない？」

　マギーの期待いっぱいのまなざし──もちろん、ペルのボケが治ることに対する期待ではなく、自分の意見がウィルに認められることへの期待だ──を受けながら、ウィルは腕を組んで考えると、

「まあ……マギーの意見も一理あるか。よし、お姫さまの正体を先に突き止めよう」

「わあっ！　ウィル、ありがとう！」

　マギーは全身で喜よろこびを表し、ウィルの首に抱きついてその頰ほおにキスをした。そこで、ぴたりと動きを止める。

「あら？」

「ん？」

「いつもならここで現れるおじゃま虫が、来ない……」

　きょろきょろとマギーは部屋の中を見回す。バズは下の書しよ庫こに籠こもりっぱなしだ。

「バズも苦戦してるのさ」

「あたしたちは？」

「まず、ペルの過去を知ってる人間を捜さがすか。ドリーンさんは無理だろうし……となると、ケーヴェンハーデンの大使館かな」

「そんなところまでコネがあるの!?」

「ないっ」

　感かん嘆たんするマギーに、ウィルはきっぱり言い渡した。

「さすがに大使館までコネはないなあ……まあ、コネを作ってくれる人ならいるけど」

　ウィルは乗り気でなさそうに言うと、天てん井じようを仰あおいで「うーん」と唸うなった。嫌いやではないが乗り気でない──そんな表情だ。

「どうしたの、ウィル。その人って、どう考えてもシンシアお嬢じようさまにしか聞こえないんだけど」

「いやあ、そうなんだけどさ。シンシアにもの頼たのむと、ただじゃすまないし……」

　ウィルは躊ちゆう躇ちよしていたが、意を決したように立ち上がると、抱きついているマギーを解ほどいた。

「俺、シンシアんとこ行ってくる」

「あたしも行くわっ。あたしが発案者なんだから、一いつ緒しよに──」

「いいよ、俺一人で行く。とゆーか、俺一人じゃないとダメ。あー、多分、今日遅くなるから、先に寝てていいよ」

「ウィルう！」

「それと、もし俺が戻もどらなかったら、明日の朝、ペルと一緒に鐘鳴らししといてな」

　そう言い渡すと、ウィルはそそくさとアパートを出ていった。あとにはマギーがぽつねんと残されるきりだった。




　予言したように、ウィルはその夜は帰ってこなかった。マギーとバズは指示どおり夜明け前にペルを迎むかえにいって、鐘鳴らしに付きあったが、ずっとすっきりしない気分だった。

　そして、昼前にアパートに戻ってくると、ウィルはテーブルに頭を乗せてうたた寝していた。

「ウィル！　帰ってたの！」

「うあ……？」

　眠たそうな顔を上げるウィル。目がしょぼしょぼするらしく、何度も瞬またたく。

「あー、お帰りー。ごくろーさま」

「ご苦労って感じなのはおまえの方だぞ、ウィル」

「ウィル、シンシアお嬢さまになにされてきたの？」

　心配そうにマギーが尋たずねると、ウィルは引きつった笑みを見せて、

「聞きたい？」

　その口調からいって、ウィルは疲れすぎてハイ状態になりかけているようだ。なんだか聞いてはいけない気がして、マギーとバズは揃そろって首を横に振った。

　ウィルは大きな、ラズボーン家の家か紋もん入りの封ふう筒とうを振ると、

「ともかく、紹しよう介かい状じようは手に入れたぜー。行くぞー」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？　声が死んでるわよ」

「だいじょーぶ、だいじょーぶ」

　どこが大丈夫なのか分からないが、ウィルは立ち上がると、部屋を出ていった。意外と足取りはしっかりしている。

「……本当に大丈夫かしら？」

「顔さえ見せなければ大丈夫だろ」

「これから大使館に行くのに顔を見せなくてどうするのよっ」

　バカじゃないかとマギーは言い放つと、ウィルを追ってぱたぱたと階段を下りた。バズも慌あわててついていく。

　しかし、二人の悩なやみも杞き憂ゆうに終わった。ラズボーン家の馬車に揺ゆられている間、ウィルは泥どろのように眠ったかと思うと、ケーヴェンハーデン王国大使館の玄げん関かんに着いた途と端たん、ぱちりと目を覚さまし、

「よし、行くぞっ」

　と、いつもの調子を取り戻していたのである。タフと言うよりは根こん性じよう、根性と言うよりは負けず嫌ぎらいを体現したような、復ふく元げん力りよくだ。

　ケーヴェンハーデン大使館は異国の情じよう緒ちよ溢あふれる、重じゆう厚こうな造つくりの建たて物ものだった。ここら辺ではあまり見かけない赤い石で造られ、屋根も青い石いし瓦がわらで覆おおわれている。串くし団だん子ご形けい状じようの塔とうも北方文化のものだ。

　ラズボーン家の紹介状と馬車のおかげで、取り次ぎはスムーズに行き、ほどなく三人はケーヴェンハーデン大使の公室に案内された。

　建物の内部は木造で、意外と簡かん素そだった。しかし、これは華か美びでないということであって、調度の細さい工くはしっかりしているし、金はかなり注つぎ込まれているようだ。ただ、大使館としての機能を優ゆう先せんさせた為ため、不必要な飾かざりがないのだろう。それは大使の公室にも言えることだった。

「これはまた、小さな面会人だな」

　じろりと、机に座すわっていたケーヴェンハーデン大使は三人を見た。年はペルと同じくらいだろう、北方の人間らしく背が高く、顔も馬うま面づらで、ひどく肌はだの色が白かった。薄くて妙みように赤い唇くちびるは、ペルと民族的に近いことを感じさせる。

　凍いてつく暗い灰色の瞳ひとみで見られ、マギーとバズは尻しり込ごみした。二人はウィルにくっついていろいろな金持ちを見てきたが、高級役人と会ったのは初めてだった。やはり雰ふん囲い気きが違う。頭の切れる男だと一ひと目めで分かると同時に、自分の不利になることには容よう赦しやしない冷れい徹てつさも、まざまざと感じ取れた。

「ラズボーン公こう爵しやくの紹介か。あの貴き婦ふ人じんは公私を分ける人間だと思っていたがな。彼女の倒とう錯さく趣しゆ味みを我われ々われに押しつけられてはかなわん」

「俺おれはウィル・ゴーダ、捜さがし屋やです。あなたに話を聞きたくて、ラズボーン公爵に紹介状を書いてもらったんです」

　嫌いやみを言う相手にもウィルは迫はく力りよく負けせず、丁てい寧ねいに話を切りだした。ケーヴェンハーデン大使が目を細める。

「捜し屋とはなんだ？」

「探たん偵ていみたいなものです。あなたがペル・デヴォーのことを知っていると思ってきたんですけど」

「ペル・デヴォー──ああ、ペル・リッセのことだな」

　大使は椅い子すにもたれかかり、両手の指を組んだ。相手がこちらの話に乗ってきてくれたことに、マギーとバズはホッとする。

「我が国出身でこの国に住む者のことは、大たい概がいは知っている。もっとも、しもじものことまでは範はん囲い外がいだがな」

「ペルはやっぱりケーヴェンハーデンの貴族だったの？」

　マギーが思わず口を挟はさんだが、大使に睨にらまれてビクリと身を縮ちぢめた。女が口出しするなと、大使の視線が語っている。ウィルが代わりに、

「ペルは若いときに移い民みんしてきたらしいけど……ケーヴェンハーデンにいたときには、『勇ゆう者しや』って呼ばれていたって本当ですか？」

「『北ほく方ほう聖せい戦せんの勇者』だ。その名で呼ぶことが賞しよう賛さんなのか軽けい蔑べつなのか、私にはなんとも言えん。もちろん、北方聖戦のことは分かっているのだろうな？」

　ウィルが頷うなずくと、大使は「ほほう……」と、初めて興きよう味みを引かれたように呟つぶやいた。

「なるほど、ただの稚ち児ごというわけではなさそうだ。一体私になにが聞きたい？」

「ケーヴェンハーデン時代に、彼に恋人がいたか知りませんか？」

　ウィルは慎しん重ちように相手の目を見ながら尋たずねた。聖戦まで持ち出しながら、結局は「低てい俗ぞくな」色いろ恋こい沙ざ汰たの話になってしまったので、大使の機き嫌げんを損そこねるかと思いきや、

「なるほど……その話が聞きたいか」

　大使は目を光らせ、両方の口端を上げてウィルを見た。どうやら正せい鵠こくを射いたようだ。

「ペル・デヴォーの実家、リッセ家のことは知っているか」

　ウィルは頭を横に振って否定した。大使は指を組み直すと、

「リッセ家はケーヴェンハーデンの南、ノアボー地方を治おさめる有力な貴族だった。昔から多くの騎き士しを輩はい出しゆつし、文官としても高い地位を得ていた。知っていると思うが、我が国は複数の民族から成り立っている。その中でノアボー地方は大きな影えい響きよう力を持つ民族、バルゴ族を擁ようしていた。この意味が分かるか？」

「……つまり、リッセ家を味方に付けた人間が実権を握にぎれた、ってこと？」

「合格だ」

　大使は満足そうに頷いた。

「四十年前、国が女王派と宰さい相しよう派はに分ぶん裂れつしたとき、リッセ家は宰相側につき、ともに聖戦を押し進めた。嫡ちやく男なんだったペル・リッセは将しよう校こうとして戦地に送られ、彼は家と派は閥ばつの期待を負おって、みごと軍ぐん神しんのごとき活かつ躍やくで勇者の名称をもぎとったのだ。凱がい旋せんした彼は英えい雄ゆうとして祭りあげられたが、その直後に教きよう皇こう庁ちようから国が破は門もんされ、事じ態たいは逆転した」

「…………」

「宰相派はケーヴェンハーデン教会と深い結びつきがあった。だから、教会が破門を受けて力が弱まった影響で、宰相派の立場も苦しくなってしまった。女王派の巻き返しが強くなっていき、そして、あの事件が起きた」

「あの事件？」

「女王の暗殺事件だ」

　大使はひときわ低い声で答えた。

「暗殺は未み遂すいに終わったが、計画の首しゆ謀ぼう者しやとしてリッセ家の当主──ペル・デヴォーの父親の名が挙あがった。誰だれもが宰相がリッセに罪をなすりつけたか、あるいは女王派の工作だと分かっていたが、証しよう拠こが挙がらなかった。当主は断だん頭とう台だいの露つゆと消え、リッセ家は取り潰つぶし、宰相は国外追放された」

「じゃあ、ペルは……」

「もちろん、ペル・リッセにも極きよつ刑けいが言い渡された。しかし、彼はその前に国外に脱出して、行ゆく方えが知れなくなっていたのだ。この国に亡ぼう命めいしたことが分かったのは、事件から五年も経たってからだ」

「ケーヴェンハーデンは彼を捕つかまえようとしなかったの？」

「捕まえる？　いいや、彼はすでにこの国の貴族の娘と結婚していて、簡単に手出しはできない立場になっていた。なかなかうまい手を考えたものだ。それに、国民から英雄を助じよ命めいする嘆たん願がん書しよが出され、さらに教皇庁の破門が解とけたのが重なって、恩おん赦しやとして彼は国外追放に減刑されたのだ。

　だがしかし、なんといってもときの王女の嘆願が女王の心を揺り動かした。娘の泣き落としには鋼こう鉄てつの女王も敵かなわなかったらしい。ペル・リッセの首は再びつながり、それがきっかけで王女と国民的英雄の悲ひ恋れんはケーヴェンハーデン中に広まった──今でも語り継がれている話で、ケーヴェンハーデン人なら三つの子供でも知っている」

「……へ？」

　じっと大使の話を聞いていたウィルは目をぱちくりさせた。マギーがここぞとばかりに身を乗り出して、

「じゃあ、ペルのお姫ひめさまって、本当の王女さまだったの!?」

「おまえたちはなんの話をしているのだ？」

　喚わめくマギーを睥へい睨げいしながら、大使は憮ぶ然ぜんと尋たずねた。ウィルはマギーとバズに頷うなずきかけると、大使に向かって、

「実は俺おれたち、ペルから依い頼らいされて──」

　今までの経けい過かをかいつまんで説明する。

「それで俺たち、『お姫さま』をペルに会わせたかったんだけど……」

　ウィルは上うわ目め遣づかいに大使を見た。彼は興きよう味み深ぶかそうに話を聞いていたが、ゆっくりと組んだ手を離すと、

「残念だが、おまえたちの願いは叶かなえられん」

「え？」

「くだんの王女は二十年も昔に亡なくなられておる。どうあがこうとも無理だ」

「あー、やっぱり」

　ペルの年を考えればその予感はあったので、ウィルはあまり落らく胆たんしなかった。もちろん、マギーはがっくりと肩を落とし、

「じゃあ、ペルはお姫さまを一生見つけられないじゃない」

「しかたないよ、亡くなられてしまったものはどうしようもないもの」

「しかたないですんだら、この世に悲劇なんてありえないのよっ」

　慰なぐさめるバズに、マギーはムッと口を尖とがらせて反論する。慰めるだけ不ふ興きようを買ってしまうバズだった。

　大使は椅い子すから初めて立ち上がると、背にしていた窓の外を眺ながめた。

「あのペル・リッセが耄もう碌ろくしてしまったとはな。時間とはかくも残ざん酷こくなものだ」

「……あなたも彼が勇者だと思っているんですか。今でも？」

　ウィルの質問に、大使はしばらく沈ちん黙もくした。それから、窓の外を見たまま、

「彼がケーヴェンハーデンの勇者であることは事実だ。今も、これからも。まあ、一日三百人の異い教きよう徒とを殺したのはやりすぎだと私も思うが。

　北方民族は我わが国の領りよう土どと平和をおびやかす、野や蛮ばんな集団だった。奴やつらによって幾いくたびも村が焼き払われ、男は惨ざん殺さつ、女子供は陵りよう辱じよくされてから殺されてきた。あれは国を守る為ための戦争だったのだ。愚おろか者が『聖戦』と名付けたばかりに非ひ難なんを受けたが、あの戦争は正しかったとケーヴェンハーデン人は信じている。そして、ペル・リッセが勇者であることも変わりない」

「…………」

「彼は亡き王女のことを想い続けてきたのだろう。この国で、身を守る為とはいえ不本意な結婚をし、故こ国こくを救すくった勇者でありながら、同時に犯罪者の息子むすこである自分という存在に苦く悶もんしていたに違いない」

　遠い過去を懐かい古こしているのか、大使は目を細め、自分自身に説明するように言った。ウィルたちはそれ以上なにも言えず、早そう々そうにその場から立ち去らざるをえなかった。




　大使館を出ると、御ぎよ者しやのロバートが馬の下に潜もぐってごそごそとなにか修しゆう理りを行っていた。

「ロバート、どうしたの？」

　マギーが声をかけると、ロバートは油で汚よごれた顔を上げて、

「ああ、ちょっと待っててくださいね。目を離した隙すきに手た綱づなを切られちまって」

「手綱を？」

　ロバートが差し出した手綱は、鋭えい利りな刃は物もので半分だけ切られていた。このまま気づかずに走り出していたら、とんでもないことになっていただろう。

　子供たちは青ざめた。ウィルが脅おどされたことを思い出したのだ。

「誰だれがこんないたずらを!?」

「さあ？　大だい丈じよう夫ぶですよ、新しいのと取り替えたから。ほかもちゃんと点検しましたし」

　平然とロバートは答え、ウィルたちが拍ひよう子し抜ぬけするほどさわやかに笑ってみせた。とても自分の馬車にいたずらされたとは思えない笑顔だ。

「大丈夫って……怒らないの？」

「こんなことぐらいで怒ってたら、シンシアお嬢じようさまの御者なんか勤つとまりませんよ。そりゃあもう、あの方の報ほう復ふくを恐れないバカどもは、ゴミのようにいくらでもいますからね。手綱を切るなんて幼よう稚ちすぎて、ちゃんちゃらおかしいくらいだ。馬車から目を離したときは、一から点検し直すから、安心して乗ってくださいよ」

「あー、シンシア絡がらみか……」

　釈しやく然ぜんとしないが、それでもロバートがあまりにも自信を持って言うので、なんとなく納なつ得とくしたような気もして、子供たちは馬車に乗り込んだ。どうもウィルが脅されて以来、被ひ害がい妄もう想そうが強くなっているようだ。

「家に帰りますかい」

「ううん、ゼフィッツイ博物館に向かって」

「承しよう知ちしました」

　ロバートが新しい手綱を振るうと、馬車はなにごともなかったように動き出した。

　馬車に揺られながら、ウィルは大きく息をついた。

「これで、ペルの依い頼らいは一応完かん了りようしたってわけだ」

「お姫さまが死んじゃってたなんて、ペルは納得してくれるかしら」

「まっ、無理だろうな」

　人差し指を唇くちびるに当てて顔をしかめるマギーに、ウィルは肩をすくめて答えた。

「じゃあどうするんだよ」

「ペルが納得してくれる方法を捜さがす。やっぱり順当に石せき盤ばんの謎なぞを追ってった方がいいな」

　こうして、最終目的を発見したものの、捜し当てる方法を捜し直すという、前ぜん代だい未み聞もんの展開にため息をつく三人だった。




　ラズボーン家の馬車が大使館の建物から出ていくのを確認すると、ケーヴェンハーデン大使は呼よび鈴りんを鳴らした。すぐに職しよく員いんがやってくる。

「お呼びですか、閣かつ下か」

「使つかいだ。エイゼッカ通り五番のビルフォード鑑かん定てい事じ務む所しよへ行って、ソン・アブデルラーマン氏に『ペル・リッセに一大事だ』と伝えて、こちらへ来てもらえ。至し急きゆうだ」

「分かりました」

　職員は一礼すると、部屋から下がった。

　大使は深呼吸すると、席に戻もどり、なにごともなかったように仕事を再開した。







　５　お姫さまをさがそう……？







　エドが通かようゼフィッツイ博はく物ぶつ館かんは、ゼフィッツイ市の目抜き通りのいちばん奥にあった。

　古い宮きゆう殿でんを改造して造つくられた博物館は、大きく、壮そう麗れいな建物だ。国内はもちろん、大陸一の規き模ぼを誇ほこる。所しよ蔵ぞう物ぶつも膨ぼう大だいな数に上のぼるが、展てん示じされているのはその百分の一にも満たない。訪おとずれる客は貴き族ぞく、富ふ豪ごう、プチブルジョアなどに限定されているが、基本的には全市民に開放されているところだ。金さえ払えば。

　エドは裏うらの作業室で、オベリスクの頭部の復ふく元げんを行おこなっていた。一ひと抱かかえもあるタマネギ状の石にかじりつき、奮ふん闘とうしている祖そ父ふを見て、

「なにやってんだ、エドは」

　ウィルが呆あきれて言う。その声でエドが振り返って、

「おお、我わが孫まごとその幼おさななじみたちよ。三日ぶりか？」

「せめて二日に一回は帰ってくる気にならない、じいちゃん」

「五十前の男をじいちゃんと呼ぶんじゃないと言ってるではないかっ」

「じいちゃん、これ読める？」

「わざと言うんじゃない！」

　拳こぶしを振り上げるエドに、「ひゃあ」と笑いながら逃げるウィル。

　ばたばたとじゃれあっているウィルとエドに、マギーが憮ぶ然ぜんと、

「この二人も変わらないわよね」

「う、うん」

　バズも同意したが、ぼんやりしていたらしく、どこか気のない返事だ。

　どことなく悄しよう然ぜんとしているバズに、マギーは訝いぶかったが、

（どうせまた、なにかポカをやらかして落ち込んでるんだわ）

　と思い、放っておくことにした。

　エドはウィルを捕つかまえると、げんこつでもって報ほう復ふくを果たした。

「あいててっ。暴力反対っ」

「人に頼たのみごとをしようというわりにはでかい態たい度どだな、ウィル。なにを読めだって？」

「これ。すっげえエドも興きよう味みあると思うけどな」

　ウィルが石せき盤ばんとその写うつしを差し出すと、案あんの定じよう、

「おおっ。これは教会ものだな？」

　子供のように目を輝かがやかせ、エドは食い入るように石盤を見つめた。やはり血は争えないらしい。ウィルもエドと一いつ緒しよになって覗のぞき込み、

「ほら、ここの文章。字がひっくり返ってるだろ。こっちは全然単語が分かんないし」

「ウィルよ、これはただの古典教会語ではないぞ。古典教会語には年代別に暗号化されたものがあるのだ。例たとえばだな……」

　専門的な話になると、この祖そ父ふと孫は周まわりがまったく見えなくなる。二人は頭を付き合わせて解読を始めてしまい、マギーたちは蚊か帳やの外に置かれてしまった。

「ウィルーッ。すぐに解読できそう？」

「うーん。もうちょっと待って……なんとかいけるかも」

　振り返りもせずウィルは答える。完全に頭が古文解読にはまってしまったようだ。マギーは口を尖とがらせたが、こういう状態になったウィルにはなにを言っても無む駄だだ。

「ねえ、まだここにいるの？」

「うーん」

「エド、博物館の見学していい？」

「三階のシノン文明の部屋へ行ってごらん、あそこがいちばんおもしろいだろう」

　エドもまた紙面から顔を上げずに答えた。マギーはつまらなさそうに顔をしかめると、バズの腕を摑つかみ、

「バズ、行くわよっ」

「え？　あ、うん」

　マギーに引っ張られるまま、バズはついていく。

　ゼフィッツイに来てから何度かエドを訪たずねてこの博物館には来ていたが、展示室の方に回ったのは初めてだった。建物自体、古いとはいえ元王おう宮きゆうだったということもあり、施ほどこされた天てん井じよう画がや金きん泥でいの細さい工くなどは目をみはるものだった。

　博物館は美術館と違い、美しいものもあったが妙みようなものもたくさん展示されてあった。壊こわれた柱やぼろぼろの錦にしき、顔のない彫ちよう像ぞう、巨大な木の人形──説明書きがついてなければ、なにが重要で陳ちん列れつされているのか、マギーたちにはまったく見当もつかなかった。

「これ、一体なんなのかしら」

「誰だれか有名な人が着てた服みたいだよ。こっちは……『五番目の神の子』の教典が納おさめられてた箱だって。本当かなあ」

「ねえ、石っころもあるわよ。えーっと、『水すい没ぼつしたカダルから漂ひよう着ちやくした娘』？」

　マギーは途中で読むのをやめてしまった。どうやら歴史に詳くわしくないと見ていてもあまり楽しいものではないらしい。

「博物館って変なものばっかり！」

「エドはこういうの好きそうだよね」

「エド？」

　バズがやけにしんみりと言ったので、マギーは驚おどろいて振り返った。バズはやはり悄しよう然ぜんとして、人型の石くれをぼんやり眺ながめている。心ここにあらずといった様よう子すだ。

（バズ、もしかしてホームシックなのかしら？）

　よく考えてみれば、ウィルにはエドが、自分にはいちばん上の兄家族がいる。だがバズにはゼフィッツイには誰一人家族がいないのだ。

　一人っ子で両親の愛を独ひとり占じめしていたバズを、マギーは羨うらやましいと思ったことはない──あのグレアムの愛は鉄てつ拳けんで示されるからだ──が、こうなると不ふ憫びんに思えてくる。

（そうね、バズにはあたしたちしかいないんだもの、なんとかしてあげなくちゃ。例たとえば、そう、家のことも考えてられないくらいむちゃくちゃ忙いそがしくしてあげるとか！）

　どこかピントがずれているが彼女なりに真剣に考えると、ぼうっとしているバズに歩み寄り、勢いきおいよく、

「バズ！」

「わっ！　び、びっくりしたあ。どうしたの、マギー」

「あんた、なんとかって教きよう皇こうさまのこと調べてたんでしょ？　なにか成果はないの？」

「え？　ああ、フェルディナント教皇のこと？」

「それよ！　まさか、あれだけやってて、なんにも得たものがなかったなんて言うんじゃないでしょうね？　そんなことではウィルのライバルは勤つとまらなくてよ！」

　一人で異様にテンションが高いマギーに、バズは面めん食くらった。なにをそんなに意気込んでいるのか分からなかったのだ。だが、ウィルのライバルを引き合いに出されては、俄が然ぜん力が湧わいてきて、バズは胸を張ると、

「なんだかよく分からないけど、もちろん、ぼくだって遊んでいたわけじゃないさっ」

「じゃあなにか分かったの？」

「うん、一から説明しよう」

　バズは歩きながら、得とく意いげに説明し始めた。先ほどまで見せていた陰かげなど、みじんも残っていない。

「ぼくはまず、教皇フェルディナント二世の生しよう涯がいを追ってみたんだ。彼は南の豪ごう族ぞくルルニ家の次男として生まれ、戦争家として名を馳はせたんだけど、あるとき突然出家して、あれよあれよと地位を登り詰めて教皇になっちゃった人なんだ。まあ、その時代は戦国の世で、彼みたいな力のある人を教会が求めていたんだろうね」

「そんな人だから、東とう征せい聖せい戦せんを行おこなったの？」

「そんな人だからってのはよく分からないけど、彼はとっても敬けい虔けんな信者だったらしいよ。それで、教会の力を絶対にする為ために、異い教きよう徒とたちを征せい服ふくして改かい宗しゆうさせることを考えたんだ。当時はまだ教会の力は小さくて、ここら辺にも異教徒がうじゃうじゃいたからね。

　彼は東に侵しん攻こうしていって、それで、今のハディマ王国がある土地で、例のイザの予よ言げん書しよの写しや本ほんを見つけたんだ」

「毎年一回、正月に、教皇さまだけが読めるって奴やつね？」

「それそれ。その功こう績せきで彼は守しゆ護ご聖せい人じんに祀まつられて──っていうのは、この前言ったかな？　ともかく、それは世紀の大発見だったんだ。彼は遠征を終えて帰ってきたんだけど、ゼフィッツイまであと少しってところで、ケーヴェンハーデンの蛮ばん族ぞくに捕つかまっちゃったんだ」

「ケーヴェンハーデン！」

　マギーはとっさに声を上げたが、その声があまりにもホールに響ひびいたので、慌あわてて手で口を塞ふさいだ。近くにいた博物館のスタッフが、しーっと手で彼女を窘たしなめる。

　二人はこそこそとホールを出て、廊ろう下かに出た。廊下といっても、彼らのアパートが丸ごと入るような広い廊下だ。大きな窓も美しいが、幾き何か学がく模も様ようの象ぞう眼がんが施ほどこされた床ゆかも、歩くのがもったいないほどきれいだった。

　きょろきょろとマギーは辺あたりを窺うかがうと、小声で、

「ここ、すっごく響くわね」

「天てん井じようが高いからじゃないかな。それで、さっきの話だけど」

「えっと、ケーヴェンハーデンで捕まったってところね？」

「うん。フェルディナント二世はケーヴェンハーデンの蛮族に捕まって、ベツラムにあるキリッシ修しゆう道どう院いんに幽ゆう閉へいされちゃったんだ。ベツラムは今はうちの国の領土だけど、昔はケーヴェンハーデンの土地だったからね。でも、教皇さまをお助けしようって各地から騎き士しが集結して、蛮族をやっつけて教皇を救い出したんだ。ケーヴェンハーデンから異教徒は追い出されて、親教会派の部族が実権を握にぎって今日まで至いたってるってわけ」

「フェルディナント教皇はどうなったの？」

「彼はちゃんと教皇庁に戻もどったよ。予言書も持って。そのとき教皇さまを助けた騎士団が、今の教皇直属の聖騎士団になったんだ」

「じゃあ、あの石せき盤ばんはなんなの？」

　ずばり本題をマギーが突くと、得とく意い満まん面めんだったバズがぴたっと固まった。やはりそこまでは結論が出なかったようだ。

　マギーは口を尖とがらせて、

「なあんだ、やっぱり分かってないんじゃない」

「で、でも、推すい論ろんは立てたんだよ！」

　隣となりのホールへ入っていくマギーを、バズは慌あわてて追いかける。

　ホールの中央に展示された海かい賊ぞく船せんの周まわりを歩きながら、

「教皇さまのレリーフは、めったやたらな場所に付けられるもんじゃないんだ」

「本当かしら」

「……って、本に書いてあった」

　今ひとつ自分を主張しきれないバズ。だが、すぐに気を取り直して、

「だから、あの石盤が由ゆい緒しよ正しいものなら、きっとフェルディナント教皇ゆかりの地にあったものだよ。例たとえば、教皇さまのお墓はかとか」

「やだ、変なこと言わないでよ！」

　強気なくせに怖こわがりなマギーがバズを怒ど鳴なる。また学芸員に怒られると焦あせったバズが、「しいっ」と指を立てて彼女を制した。幸さいわい、このホールにはスタッフはいなかった。

「お墓って言ったのは例えだよ。でも、そういうところのものじゃないかっていうこと。ウィルだって言ってただろ、建物の一部じゃないかって」

「じゃあ、フェルディナント教皇ゆかりの建物を捜さがしていけばいいのね」

「うん。いくつかそれらしいところをピックアップしてみたんだ」

　待ってましたとばかりにバズはズボンのポケットから、几き帳ちよう面めんにたたまれた紙切れを取りだした。紙面には丁てい寧ねいな文字で、びっしりと、

「まずは教皇庁だろ。ついでベルハルクの墓ぼ地ち。彼が生しよう涯がいをかけて建こん立りゆうしたピリッツア大聖堂。さっきのキリッシ修道院。イザの予言書が見つかった場所に建立されたキプロス寺院。彼の実家ルルニ家の屋や敷しき。それから」

「なによ、まだあるわけ？　二、三カ所に絞しぼり込みなさいよ」

「そんな、これでも二十カ所以下に絞ったんだよ」

「もうっ、役に立たないわねっ。やっぱりウィルの結果を待って──」

　マギーの言葉の途中で、ブチッ、という、なにか紐ひもが切れるような嫌いやな音がした。

「え？」

　二人は音がした天てん井じようの方を振り仰あおいだ。だが、おかしなところはない。

「？　なに、今の音」

「なにか切れたような音だったけど……綱つなでも切れたかな？」

「綱って？」

「ヴァイキング船を支ささえている綱だよ。ほら、天井に何本か見えるだろ」

「…………」

　バズに指さされたところをマギーは見た。綱は天井にはなかったが、マストにはだらりと下がっていた。

　ぐらりと古びた船の巨体が傾かたむく。

　二人は目を円まるくして、自分たちに向かって倒たおれてくる船を見つめた。




　そのころ、ウィルは祖父とともに石せき盤ばんに刻きざまれた文字の解読に躍やつ起きになっていた。

　エドが顎あごを撫なでながら、

「うーむ。大半は教皇フェルディナント二世の業ぎよう績せきを讃たたえる文章だな」

「本当にそれだけ？　なんかもっとすごいこと書いてないの？」

　意い気き込ごんで尋たずねるウィルの額ひたいを、エドはぺしりと叩たたいた。

「なにをそんなに期待しているんだ、ウィルよ」

「いてて。だってさあ」

「この手のものがすべて宝の在あり処かを示しているわけじゃない。もちろん、考古学者にとっては、暗号文自体が宝のようなものだがな。すべてをそういう色眼鏡めがねで見ていては、大切なことを見失う、それをちゃんと心に刻んでおけ」

　いつになく厳きびしい口調でエドは説教する。ウィルはばつが悪そうに頷うなずいた。

　エドはコホン、と咳せき払ばらいすると、少々声こわ色いろを高くして、

「それでー、おまえはこれでなにが出てくると思っている？」

「あっ、やっぱりエドも期待してるんじゃねえかっ」

「あったり前だ、フェルディナント二世といったら、曰いわく付きの御ご仁じんだぞ。期待するなと言う方がおかしい」

　胸を反そらしてエドは言う。ということはエドは「おかしい」人間らしい。

　ウィルも目を輝かがやかせて、身を乗り出し、

「俺おれはね、やっぱり『三番目の神の子』の予言書に関連するものが出てくるんじゃないかなーって思ってるんだ」

「イザの予言書の写本か？　あれは教皇庁にあるぞ」

「でも、北方聖戦の裏話にあるじゃん。写本が盗ぬすまれたせいで、北方聖戦は行おこなわれたって。俺の推すい理りだと、ペルは北方聖戦に参加して、偶ぐう然ぜん写本を取り戻すことに成功したんだ。でも、なんか理由があってどっかに隠かくしたんだと思う。その在処がこの石盤に関係するところなんじゃないかな」

「ウィルよ、あんなガセネタを信じているのか？」

　エドが呆あきれて孫を見た。

「写本は教皇庁に厳げん重じゆうに保管されてある。私も見たことあるが、あれは本物だぞ」

「ええーっ!?」

　ウィルは思わず立ち上がった。信じられないと目を大きく開いて、

「マジ？」

「まじめだとも。もちろん、中身は教皇さま以外に見れるもんではないがな。ガセネタを信じ込むなんて、ウィル、勘かんが鈍にぶったな？」

　にやにや意地悪く笑って、エドは孫の頰ほおを指で突く。むうっとウィルは頰を膨ふくらました。

「なあんだ、俺、てっきりそうだと思ったのになあ」

「考えが安あん直ちよくだよ、お子さま。フェルディナント教皇の絵があったからといって、すぐ予言書が思い浮かぶようじゃあ、いい考古学者にはなれんぞ」

「俺は考古学者なんかならないよっ」

　エドの手を払ってウィルは反論した。

「じゃあエドはなにが出ると思うのさ」

「そうさなあ。私の勘では、じいさんが『姫ひめ君ぎみ』に宛あてたラヴレターとか出たりして」

　うひひ、とバカにするようにエドは笑う。ウィルは鼻はな白じろんだ。

「……そういうパターンは以前にもあったぞ。人が苦労して捜して、手紙が出てきたってゆーのは」

「なあにを嫌いやがっている、我わが孫よ。ペル・デヴォーの恋人はときのケーヴェンハーデン王女だったのだろう？　その手紙の内容如何いかんでは、北方聖戦の謎なぞが解とけるかもしれんのだぞ。二人とも、事件の渦か中ちゆうの人間だったんだから」

「あ、そっか……」

「まだまだ分ぶん析せき力りよくが足たりんな、ウィル。直感にばかり頼たよっていると、そのうちバズに追い抜かされるぞ。バズには直感がないが、地道に問題を片づけていく根気がある」

「直感がなかったら結論が出せないじゃん」

　ウィルは拗すねたように口をへの字にして言い返した。エドは笑って、石盤を叩たたくと、

「まあ、この石盤はそういうことだよ。教皇の偉い業ぎよう、特に東征聖戦に対する賞しよう賛さんの碑ひ文ぶんだ。欠かけた残りの半分も似たようなものだろう」

「じゃあ、東征聖戦に関係するとこから持ってきたのかなあ」

「ふうむ。この側面にある文章、ここだけが妙みようと言えば妙だな。ここだけ童どう謡ようのような言葉になっている」

　エドは石盤の側面を指さした。そこにもぐるりと文字が刻きざまれてある。

「童謡って？」

「なかなか可愛かわいらしいぞ。『花の咲く野に石二つ、墓はか場ばの石なら掘ほり起こせ。六つのされこうべ、かちかち鳴る歯は百六本』……うーむ、途中で切れておる」

「嫌な歌だなあ」

　朗ろう々ろうと語るエドに、ウィルは鼻の頭にしわを作った。どういうセンスをしていればそんな歌を可愛いなどと言えるのだろう。

　そのとき、ウィルの頭をなにかが掠かすめた。今の文もん句くをどこかで聞いた気がしたのだ。

「あれ？　なんか、今の文句──」

　言いかけたところへ、どしゃん！　という、なにか巨大なものが崩くずれ落ちた音が遠くからして、建物がぐらぐらと震ふるえた。さすがは古くても宮きゆう殿でん、しっかりした造りなので音のわりにはそれほど振動はないが、エドは慌あわてて作さ業ぎよう台だいの上の陶とう器きの破は片へんを押さえた。

　揺れが収おさまると、ウィルは天てん井じようを仰あおいで、

「なんだあ？」

「なにか倒れたようだな。あの音だとスラズの木造神殿か、バチルカンドのヴァイキング船か、その辺あたりだろう。ああ、よかった、バラバラにならなかったぞ」

　自分の分野ではないのかエドはあまり興きよう味みを示さず、作業台の色タイルの置き場所が変わらなかったことに胸を撫なで下ろした。逆にウィルは胸むな騒さわぎを覚おぼえ、

「エド、俺ちょっと見てくる」

　そう言って作業室を飛び出す。

　博物館は大騒ぎになっていた。スタッフたちもあちこちから出てきて、音のした方へ向かう。血けつ相そうを変えて廊ろう下かを爆ばく走そうする者、笑いながら歩いていく者、しかたなさそうに頭かぶりを振って歩く者──ウィルは小走りで流れに沿そって向かった。

　問題の三階のホールはすでに人だかりができていた。ほとんどがスタッフだ。

「ヴァイキング船が倒れた？」

「支えてた綱つなが切れたそうだよ」

「二十本全部切れたんだって」

「三分の一切れたら、全部切れるさ」

「バランス取ってあったんだろ」

　ざわざわと、スタッフたちが話し合っている。その間をくぐり抜け、ホールの中に入ったウィルはぎくりとした。

　バラバラに砕くだけた船の残ざん骸がいのすぐそばで、バズとマギーがスタッフに囲かこまれていた。バズは頭を押さえてなんとか半身を起こしているが、マギーはスタッフの腕の中でぐったりとしている。顔が真っ青だ。それを見て、ウィルの方がさあっと血の気が引いた。

「マギー！　バズ！」

　駆かけ寄ると、バズは目を回していたらしく、焦しよう点てんの合っていない目を向けて、

「あっ、ウィル。木の破片って痛いのな」

「大だい丈じよう夫ぶか!?　マギーはどうなったんだよ！」

「マギーなら、逃げる途中ですっころんで」

「脳のう震しん盪とうを起こしているだけよ、ウィル。安心して」

　マギーを診みていた顔なじみのスタッフが、くすくす笑いながら答えた。よっぽど動転したウィルがおもしろかったのだろう。

「大丈夫なのか？」

「たぶんね。一応お医者さまに診せた方がいいと思うけど。そっちの子も頭にたんこぶができているから、ちゃんと冷やした方がいいわ」

「そっか」

　二人の無ぶ事じを確認すると、ウィルはどっと力が抜けて、その場に座すわり込んだ。それから頭をがしゃがしゃ乱暴に搔かく。

「まったく、人騒がせなっ」
















「すまんな、管理が行き届とどかんで」

　男の声がしたのでウィルが仰あおぐと、白い髭ひげの紳しん士し──博物館の館長がロープを手にして立っていた。

「あ、ゴールディンさん」

「見たまえ、この切り口を」

　ゴールディン館長は難むずかしい表情で、持っていたロープの切り口をウィルたちに見せた。明らかに鋭えい利りな刃は物もので切られた跡あとだ。

「船を支えていた二十本のロープのうち、八本が切られていた。これは人じん為い事じ故こだ」

「え！　犯人は!?」

「南オルパ族の若者だ」

　館長は苦にが々にがしく答えた。スタッフたちはどよめいたが、ウィルは聞いたこともない名にキョトンとしてしまった。

「……それって、誰だれ？」

「暗黒大陸のコゴロ王国は知っているかな？　あの王国で二番目に有力な部族だ。実は最近、コゴロ王国からオベリスクを買い取って運び込んだのだが、その売ばい買ばいにオルパ族は反対していたのだ。どうやらその報ほう復ふく行こう為いらしい。すまんな、こちらのゴタゴタに大切な友人を巻き込んでしまって。でも、犯人は捕つかまえたからみんなも安心してほしい」

「あ……いえ」

　丁てい寧ねいに謝あやまるゴールディン館長に、ウィルは気の抜けた返答をした。

　今回も自分たちが狙ねらわれて、と思ったのだが、どうやら早はや合が点てんだったようだ。

（それにしても、タイミングよく重なるよなあ。それとも、俺の周まわりにはそういう人間しかいないのか？）

　考えてみればシンシア・ラズボーンなど、いつ背中から刺さされてもおかしくはない人間である──むろん、大人おとなしく刺されるような女でもないことは分かっているが。タイミングよく重なるというよりは、いつもこんな状態と言っても過言ではないだろう。

（しっかし、俺を脅おどした奴やつはどうしちまったんだろう）

（待てよ。もし、あいつの方が上うわ手てだったら？　すべて偶ぐう然ぜんのように見せかけて、やっぱり俺たちを狙っていたとしたら？）

　ウィルはじっとロープの切り口を見つめた。




　翌朝、ウィルたちはペルの鐘かね鳴ならしには付きあわず、ペルが帰ってくる前にデヴォー家を訪たずねた。

「あら、今日はお寝ね坊ぼうしちゃったの？　あの人はとうの昔に家を出たわよ」

　ペルの妻ドリーン・デヴォーがにこやかに、しかしどこか陰かげを感じさせながら笑って、彼らを客室に迎むかえ入れた。

　三人は勧すすめられたソファにも座すわらず、扉とびらの前に立ってデヴォー夫人を上うわ目め遣づかいにじっと凝ぎよう視しした。ドリーンが不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげ、

「どうしたの、三人とも。そんなところに立っていないで、おかけなさいな」

「……俺たち、あなたに聞きたいことがあるんだ」

　ウィルが低い声で、相手の反応を窺うかがうように話を切り出した。

「昨日きのう、ゼフィッツイ博物館で、こっちの二人が襲おそわれたんだ」

　茶の支し度たくをしようとしたドリーンの手が止まる。ウィルは言葉を続けた。

「展示されてあった船が倒れてきて、マギーはすっころんで脳のう震しん盪とう起こしたし、バズは破片でたんこぶを作った。俺はその場にいなかったから、なにもなかったけど……やり方から見て、相手は俺たちに警けい告こくしてるんだと思う。この仕事から手を引けって」

「…………」

「あなたは全部ペルの妄もう想そうだって言ったけど、俺たちは現に狙われたんだ。本当はなにかあるんだろ？　あなたもそれを知ってるんだろ？」

　ウィルが鋭するどく詰きつ問もんした。マギーも口を一いち文もん字じにしてドリーンを睨にらみ、バズは少々戸と惑まどいを表情に表しながらも、黙だまっている。

　ドリーンはしばらく黙っていたが、不意に、大きく深いため息をついた。そして、部屋付きのメイドを手てで招まねき、なにか耳打ちする。メイドは頷うなずくと、一礼して部屋を出ていった。

　ドリーンは氷ひよう河がの割れ目を覗のぞいたような、鮮あざやかな空色の瞳ひとみをウィルに向け、もう一度深いため息をつくと、

「ごめんなさい。わたくしが監かん視しなど頼たのまなければこんなことにはならなかったのね」

「別に俺たちはいいよ、軽傷ですんだから。でも、ペルが狙われてるとしたら、今度は警告なんかじゃすまない。俺たちはそれを心配してるんだ」

「…………」

「ペルがボケてるってのは認めるけど、でも、本当は──」

　ウィルの言葉半なかばで扉とびらがノックされた。そして、若い娘と青年が入ってくる。

　娘はまだ幼おさなさの残る少女だった。ドリーンに似た大きな青い目で、バラ色の頰ほおが愛くるしい。だが、うつむき加か減げんの顔は思い詰めたように床の一点を見つめていた。

　青年の方は三十近いのだろうか。貴族らしく丁てい寧ねいに髪かみを撫なでつけた頭が、やけに高い位置にあった。ペルと同じく細い目で、やはりそっぽを向いている。

「わたくしの息子むすこと娘です」

「え？　あっ、はあ」

「息子の方はタッカー・デヴォー、娘はドリーン・マロリー・デヴォー。一連の脅きよう迫はくはこの二人の仕し業わざなのです。どうかお許ゆるしください」

　そう言ってドリーンは深々と頭を下げた。いきなりそんなことを言われてウィルたちは面めん食くらい、すぐにはよく理解できなかった。

「……って、なに？　じゃあ、俺を脅したのも」

「この二人です」

「ラ、ラズボーン家の馬車の手た綱づなを切ったのも？」

「ええ」

「あたしたちを船で叩たたき潰つぶそうとしたのも!?」

「この二人──」

　代かわる代がわる質問した三人に、ドリーンは沈ちん痛つうな面おももちで答えようとした。だが、最後の質問の答えだけは、途中で娘のマロリーの悲ひ鳴めいで遮さえぎられた。

「私たち、そんなことまでやっていませんわ！」

「お黙だまりなさい！」

　ドリーンは反論する娘を一いつ喝かつした。それまでの静かで痛々しげな夫人のイメージからは想像つかない、厳きびしい叱しつ咤ただ。マロリーは押し黙る。

　だが、息子の方は年を食っているだけあって、冷静に、

「お母さん。確かに私たちは人をやってこの少年を脅してしまいました。今考えればとても卑ひ怯きような真ま似ねをしたと反省しております。ですが、そのあとの手綱を切ったり、船で叩き潰そうなどという、過か剰じような真似は行おこなっていません。信じてください」

「一度罪つみを犯おかした人間は、その言動を信じてもらうことが容よう易いでないことは分かっていますね？」

「それは承知の上です。ですが、謂いわれなきことでまでお母さんを悲しませたくありません、私たちを信じてください」

　ドリーンは自分の子供たちを見つめると、悲しそうに頭かぶりを振った。

「判断するのはわたくしではありません。彼らに申し開きしなさい」

　そう言ってウィルたちを掌てのひらで指さす。

　タッカーがじろりとウィルたちを睨んだ。母親への言葉とは裏腹に、「こんな平民の子供相手にそんなことができるか」と言ったまなざしだ。バズとマギーはひるんだが、ウィルは負けじと彼を見返した。そして、慎しん重ちように、

「シンシア・ラズボーンの馬車を傷つけるほど、マヌケには見えないけど……自分たちがやってないって言うなら、なんで俺を脅したか、その理由を聞かせてよ」

「あなたたちには関係ないことですっ」

「マロリー！」

　マロリーがバラ色の頰をさらに紅こう潮ちようさせて叫んだが、母親に叱しつ責せきされて、泣きそうな表情でうつむいた。その妹をかばうように、タッカーが冷然と、

「我われ々われがおまえを脅した理由はただ一つ、我々の父親ペル・デヴォーを放っておいてほしかったからだ。あの男は今のままでいい、放っておいてくれ」







　６　悪あく龍りゆうを倒たおせ







「あの男は分かっていると思うが、かなり記き憶おくが混乱している。有あり体ていに言えばボケているということだ。我われ々われの存在を忘れ、妙みような妄もう想そうの中で生きている。私と妹はこの状態を心から歓かん迎げいしているのだ。おまえたちにあの男を正気に戻もどされては困こまると思って、手を引かせようと脅おどすことを考えた。これで理由は分かっただろう」

　あくまでも傲ごう慢まんに、タッカーは説明する。だが、そんなことを言われて「はいそうですか」と納なつ得とくできる話でもなかった。

　マギーが急せき込んで、

「なによ、それ！　自分の親がボケたのを歓かん迎げいしてるって言いぐさはないでしょ！」

「それが本心だからだ」

　ギッとタッカーはマギーを睨にらんだ。憎にくしみのこもった、人を殴なぐるような視線に、マギーは狼ろう狽ばいし、ウィルの腕にしがみつく。

　タッカーは絞しぼり出すような声で、

「おまえたちはあの男の本ほん性しようが分かっていないから、そんなことが言えるのだっ。あの男はたった半年前まで、三十にもなる息子むすこを平気で人前で殴り、娘の顔に一ひと月つきも痣あざが残る平ひら手て打うちを、母に対しては一度は骨まで折る大おお怪け我がをさせた、暴力的な男だったのだぞ！」

「…………」

「弁べん明めいなどまったく聞かず、自分が正義とばかりになんでも打てば済すむと思いこんでいる男だった。人はそれを厳げん格かくだとか自他に厳きびしいとか誉ほめたが、我々からすれば悪夢の日々だった。この手で何度殺してしまおうかと思ったことか……！」

　口早に、長年抑よく圧あつしてきた思いをタッカーはまくし立てた。ぎらぎらと目を光らせ、自分の言葉に興こう奮ふんしたか、息が荒い。その鬼き気き迫せまる勢いきおいに、ウィルたちは身じろぎ一つできずタッカーを見つめる。

「あの男が我々を忘れたと分かったとき、私は喜よろこびのあまり目眩めまいがしたくらいだ。あの無ぶ様ざまな格かつ好こうは少々世せ間けん体ていが悪いが、気分は上々だ。私は今、すばらしい開放感を味わっている。これは妹も、母とて同じだ。いや、違うとは言わせませんよ、母上！」

　口を開きかけたドリーンを、タッカーがいち早く制した。そして、ウィルたちをキッと睨むと、

「さあ、これで分かっただろう、捜さがし屋や。人の家の事情をひっくり返して覗のぞき見するのが仕事とは、大した身分だな」

「俺おれはそんな……！」

「子供だから、レディ・シンシアが後うしろ盾だてだから、少しぐらい有名だからといっていい気になるな、小こ僧ぞう。おまえが捜し当てたものがなにか、じっくり考えて反省するがいい。

　我々にとってペル・デヴォーは死んだ。ペル・リッセがなにをしていようが関係ない、彼とは家族でもなんでもないからな。だが、ペル・デヴォーは二度と生き返らすな！」

　激しく叩たたきつけるようなタッカーの怒ど号ごうに、三人の子供たちはびくんと震ふるえ、身を縮ちぢめた。彼の怒いかりと憎しみをまざまざと感じて、慄りつ然ぜんとした。

　タッカーは深く呼吸して興奮を収おさめると、はらはらと泣いている妹の肩を抱いて、部屋を出ていった。

　あとにはタッカーの鋭するどい怒りと、ドリーンの深い悲しみがないまぜになった、重苦しい空気が残った。

「…………」

　マギーとバズはなんとも言いがたい、当とう惑わくした顔を見合わせた。そして、二人同時にウィルを見る。

　ウィルはタッカーとマロリーが去った扉とびらを凝ぎよう然ぜんと見つめていた。その表情は凍こおったように張りつき、言葉も出てこないようだ。

　しばらくの沈ちん黙もくのあと、

「……あの二人をお許ゆるしください」

　ドリーンが深々と頭を下げた。泣きそうな声だった。

　こういう場合、ウィルが必ず返事をするのだが、彼は今、完全に硬こう直ちよくしてしまい、ドリーンの声も耳に届いていない様よう子すだった。マギーが狼ろう狽ばいしてバズを肘ひじでつつく。バズはうろたえて、耳まで紅こう潮ちようしながらしどろもどろ、

「あ、いや、その、ともかく、脅おどした犯人は分かったことだし、あとはやっぱり偶ぐう然ぜんだったってことだし、その、あの」

「あたしたち、これからどうすればいいんですか」

　パニックに陥おちいったバズに業ごうを煮にやして、結局マギーが尋たずねた。バズが何度も頷うなずく。

「あたしたちが、ペルのそばにいるの、あの二人は嫌いやがってるんでしょう？　そしたら、その……」

「もし、あなたたちが気にしないでくださるというなら、このままあの人に付き合ってください」

　今度ばかりは仕事を中止させられるだろうと思いこんでいたマギーとバズは、意外な返事にドリーンを見つめた。

「あの人をあの状態で一人にするのは、誰だれかに迷めい惑わくをかけやしないかととても不安なのです。あの人も、あなたたちのことが気に入っているようですし」

　そう言ってドリーンは顔を上げた。泣きそうと思いきや、彼女は寂さびしそうな微び笑しようを浮かべていた。積み重ねられた諦てい念ねんを振り払うことはできないとでもいうような、寂しい笑みだった。

　マギーはちらりとウィルを見て、ため息をつくと、

「あの、じゃあ、仕事は続けます。任まかせて──ください」

「ドリーンさん、その、ちょっと聞きたいことがあるんですけど」

　バズが急に思い出したように尋ねた。

「ペルさんが持っていた石せき盤ばん──半欠けの教きよう皇こうさまの肖しよう像ぞうが描いてあるものなんですけど、知ってますか」

「……ええ」

　ドリーンは一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたが、力強く頷いた。

「あれが一体なんだか知ってますか。ペルさんは『姫ひめ君ぎみ』の居い場ば所しよが隠かくされているって言ってましたけど」

「あれはあの人がケーヴェンハーデンから……亡ぼう命めいしたとき、一いつ緒しよに持ってきたものよ。彼は北方聖戦の直後、政争に巻き込まれて、命を守る為ため、亡命を余よ儀ぎなくされたの」

「女王暗殺事件のこと？」

　聞き返したマギーにはまったく悪わる気ぎはなかったが、さっとドリーンの顔から血の気けが引いた。言われたくなかったことのようだ。バズが慌あわてて、

「その、実はぼくたち、ケーヴェンハーデンの大使館でペルさんの話を聞いてきたんです。あの──人の家の事情に首を突っ込んだみたいで、その、すみません」

　恐きよう縮しゆくして謝あやまるバズに、ドリーンは青ざめた顔のままほほえんだ。

「いいのよ。あれは冤えん罪ざいだったと、わたくしは信じておりますもの。石盤のことね？」

「はい」

「わたくしもよくは知らないの。ただ、あの人が言うには、これが外部に持ち出されたときは我わが身が滅ほろぶときだと……庭の噴ふん水すいの中に隠かくして、誰も、子供はむろん、庭師や修理工さえも近寄らせなかったの」

　困こん惑わくしてドリーンは答える。

　突然、それまで無言だったウィルが口を挟はさんだ。

「ペルは石盤を持ってることに怯おびえてるようだった？」

「怯えて？　いいえ、あの人はどちらかと言えば誇ほこらしげでしたよ」

「誇らしげ……？」

　ウィルはオウム返しに尋ね、眉み間けんにしわを寄せた。破は滅めつをもたらす石盤を持って、怯えていたというなら分かるが、誇らしげだったとはどういうことだ？

　そこへ、がしゃがしゃと例の金属音がして、扉とびらが勢いよく開け放たれた。いつもより早く帰ってきたペルが、顔中汗あせだくにして入ってきた。

「叔お母ば上うえ！　ただ今帰りました！」

　彼は手を挙あげて敬けい礼れいし、それから子供たちに気づくと、顔をほころばせた。

「おお、おまえたちも来ていたか！　朝来なかったので心配したぞ！」

「あー、その、ちょっと用があって」

「おまえたち、これから俺に付きあうか？」

　ウィルの返事もろくに聞かず、ペルは楽しそうに尋ねた。

「付きあうって、どこへ？」

「実は今さっき、極ごく秘ひ情報を手に入れたのだ。聞いて喜べ、姫をさらった悪あく龍りゆうの住すみ処かが分かったのだ！」

　目を爛らん々らんと輝かがやかせペルは断言した。老人の細い体から発散される気き迫はくとやる気に、ウィルたちは思わず圧あつ倒とうされ、尻しり込ごみする。

　マギーが顔を引きつらせながら、

「悪龍って、なあに？」

「奴やつらが使っている悪魔の獣けものだ！　奴らは龍を使って姫をさらわせたのだ。ぬうう、なんという卑ひ劣れつな奴らだ！」

　拳こぶしを振り上げて憤いきどおるペル。興こう奮ふんのせいか熱さのせいか、顔が茄ゆで蛸だこのように真っ赤だ。

「ペ、ペルさん、そんなに興奮すると、また倒れちゃいますよ」

「おお、こういうときこそ冷静に挑いどまねばなっ。おまえたち、俺の戦いをその目でしっかりと見て、このような愚おろかな男がいたと後こう世せいに伝えてくれ！」

「愚かというか、バカそのものよね」

　マギーがぼそっと呟つぶやくが、最初のころの刺とげ々とげしさは消えていた。

　ウィルはドリーンを見た。彼女は静かに頷くだけだった。

「……それで、龍はどこにいるのさ？」




　龍は意外と近くにいた。

　ゼフィッツイ市から馬車で二時間ほど走った田舎いなかにある、サンエンリコ修道院の中に。

「ぬうう、なんという悪あしき面つら構がまえだ！　ええい、姫をどこにさらった！　言わなくば退たい治じしてくれるぞ！」

　雄お叫たけびを上げ、剣を振りかざして「悪龍」向かって突進してくペル。「龍」は突然現れた勇者に驚おどろき、ばたばたともがいて水しぶきを上げた。ペルは臆おくすることなく、池の中を斬きり込んでいく。それを、ウィルたちは土ど手てからぼーっと見守っていた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶかなあ」

　バズが不安そうに呟つぶやく。

「なにが？」

「だって、鎧よろい着たまま水の中に入っていくなんて危あぶないじゃないか」

「平気だろ。あんな、膝ひざまでしかない池だもん。ひっくり返ったら助けにいきゃいいんだし」

　ウィルは気のなさそうに答えた。マギーが頰ほお杖づえをつきながら、

「ねえ、あれって獣なの？　魚なの？」

「俺もよく知らないけど、トカゲの仲間だってさ。だから獣の肉が御ご法はつ度との修道士たちも、大手を振って食べれるんだと」

「ふうん」

　三人は再びペルが大だい格かく闘とうしている池に視線を向けた。

　小さな人工池でペルが大立ち回りを演じている相手は、黒緑のごつごつと硬かたく尖とがった肌はだを持ち、大きく口の突き出た、体長三メートルはある巨大なワニだった。南の暗黒大陸産で、もちろん、修道院が飼し育いくしているもののうちの一匹である。

　ワニは人間を丸飲みできるほど大きな口を開き、体をうねらせてペルと戦っていた。ペルは案あんの定じよう、大きな剣に自分の方が振り回され、よたよたしながらも善戦している。

　ワニが尻しつ尾ぽで水面を叩たたきつけ、水しぶきがバッと上がった。それを目に受けたらしく、ペルは痛そうに顔を歪ゆがめ、

「きさま、小こ癪しやくな知恵が働はたらくな！　俺は負けん、姫を取り戻もどすまでは！」

　などと喚わめきたい放題だ。

　修道院からはなにごとかと、大勢の修道士が顔を出していた。ウィルたちはもはや恥はずかしがる気にもなれず、ぼんやりと「龍退治」が終わるのを待っていた。

「……なあ」

　ぽつりとウィルが呟く。マギーとバズは振り向いた。

　ウィルはペルを眺ながめながら、

「俺、悪いことしてるのかなあ」

「ウィルが？」

「ペルの依い頼らいこなしても、誰だれも喜んでないよ」

　大きくため息をつく。やはりタッカーに言われたことで落ち込んでいるようだ。

「俺、捜さがし屋って、誰かの大切なもんを捜し出す仕事だって思ってたけど……その裏で、捜し出してほしくない人もいるんだよな」

「ウィル……」

「…………」

　膝ひざを抱かかえてウィルは押し黙だまる。マギーは当とう惑わくして、ぼーっとしているバズを睨にらみ、

「ちょっとバズ、ライバルならライバルらしく、慰なぐさめたり発はつ破ぱかけたりしなさいよっ」

「え？　ライバルってそういうものだっけ？」

「あったり前じゃないっ、大体あんたはねえ」

「やあ、どうかね。龍は倒せたかい」

　理り不ふ尽じんなマギーの説教が始まる前に、明るい声がかけられた。三人が仰あおぐと、「龍退治」の手て筈はずを整ととのえてくれた修道院の若い司し祭さい、ベンジャミンが佇たたずんでいた。彼はサンマリーズの豪ごう商しよう出身で、ウィルたちがヨルカ村出身だと聞くと、進んで協力してくれたのだ。

　彼は細い目でプールの騒ぎを眺め、

「へえ、なかなか苦労しているようだ」

「あんなでかいワニ、じいさん一人で倒せないよ。もっと小さいのにしてくれればよかったのに」

　ウィルがベンジャミンに文もん句くを言った。いつもの調子が戻っている。

　ベンジャミンは両手を広げて、大げさに驚おどろいてみせた。

「それはいけない。無む益えきな殺せつ生しようは神の意志に反する、特に幼おさないものの命を奪うばってはいけないな」

「つまり、あの大きいワニは食べごろだからよかったってことね」

　マギーが憮ぶ然ぜんと言った。ベンジャミンは手を組み、にっこりとほほえむ。

「教会は人の心を救すくうところ。これであの老人の心が安まるというなら、あのワニにも神の国への扉とびらは開かれることでしょう。そして、その肉は我々の糧かてとなる。ワニの死は無益ではありません。神よ、今日の糧を与えてくれたことに感かん謝しやします」

　よく分からない理り屈くつだが、司祭が聖せい句くを唱となえたので、ウィルたちもつられて手を組み頭を下げた。

「司祭さま、迷めい惑わくをかけついでに聞きたいことがあるんだけど」

「私でよければ？」

「あなたは北ほく方ほう聖せい戦せんを知ってる？」

　ウィルの質問に、若き司祭は眉み間けんにしわを寄せた。

「あれはここ百年の間で起きた、教会にとってもっとも恥はずべき事件だ。今でも一部の神学者は、ケーヴェンハーデンの独走はたかが五年の破は門もんですまされるものじゃないと息巻いている。君たちは北方聖戦を知っているのかい？」

「おおよそは。あの戦いは、結局なにが目的だったと思う？」

「それは予言書盗とう難なん説を言っているのかい？」

　逆に聞き返され、ウィルは頷うなずいた。ベンジャミンは苦笑すると、

「なぜそんな噂うわさが立っているのか、私の方が聞きたいなあ。イザの予言書は教きよう皇こう庁ちように持ち込まれて以来、厳げん重じゆうな監かん視し下かに置かれて一度も外に出たことはないんだよ。もちろん盗難にあったなんて考えられない。もしその噂が本当なら、ケーヴェンハーデンは破門どころか、神の威い信しんを守った者として、賞しよう賛さんされているはずじゃないか」

「ほらあ、あたしの言ったとおりじゃない」

　マギーが自じ慢まんげにウィルを肘ひじで小こ突づく。ウィルは頭を搔かいた。

「やっぱりそうだよなあ……うーん」

「それを信じるくらいなら、まだ『九番目の神の子』説を信じた方がいいね」

　ベン・ジャミンの言葉に、子供たちは鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らったような表情で彼を見た。

「『九番目の神の子』……？」

「むろん、これは無責任な仮説だよ。でも、捜し屋くんにはこういう噂が情報源になるんだろう？」

　ベンジャミンはいたずらっぽく片目をつむり、ウィルの隣となりに腰を下ろした。そして、辺あたりを窺うかがいつつ、声をひそめて、

「これは、教会の中で流れている噂で、口にすることは禁止されているんだが──本当に根こん拠きよはないんだ。でも、おもしろい話なんでこっそり教えてあげよう」

　やんちゃな子供が秘密を打ち明けるように、得とく意いげに若い司祭は説明を始めた。

「まず、現在までに見つかっている『神の子』は何人か、三人とも知っているね？」

「八人です。もう一千年近く、九番目は見つかってないんでしょう？」

　バズが自信なさそうに答える。教会に通かよう者なら三つの子供でも知っている事実だが、さっきのベンジャミンのセリフを聞いて、自信がぐらついたのだ。

「そう。まだ八人だ。一番目のエリヤ以来、ビルダ、イザ、ユアン、カダフィン、アルク、サラミス、クロヴィスと、時を置いて発見されてきた。彼らの言葉は教きよう典てんとなり、私たちが生きていく上で、あるべき姿を教えているね。また、きたる未来についても予言し、私たちに警けい告こくもしてくれている。それが『三番目の神の子』、イザの予言書だ。

　イザの予言にはこういう記き述じゆつがある。『神の子は百年に一度出現し、人々に知恵と神の教えを与えるだろう』と。この百年というのは、自分より前に生まれたエリヤとビルダを数えて出したものだろうな。それからは知ってのとおり、順調に──ではないが、神の子は数百年に一人、出現してきた。ところが、八番目のクロヴィス以来、まったく出現しなくなってしまった。私たち聖職者は、教典が完成したから御み子この降こう臨りんは不要になったと結論づけているわけだ。

　ところが、四十年前、教皇庁に異様な噂が流れた」

「それが『九番目の神の子』の？」

「そう。『九番目の神の子』が見つかったらしいという噂だ。しかも、北方の異い教きよう徒とに囚とらわれているらしい、なんてね。いや、この手の噂はよくあるんだ。今でも年に数回は、教皇庁に候こう補ほが持ち込まれるらしいし」

「そのとき教皇庁はどうしたの？」

「なにかする前に、ケーヴェンハーデンが北方聖戦を行おこなってしまったんだ。あんまりタイミングがよかったんで、実は北方聖戦は『九番目の神の子』を救う為ための戦いだったんじゃないかって、噂が立ったんだよ」

「教皇庁の噂をケーヴェンハーデンが嗅かぎつけたってこと？」

「いや、あるとしたら反対だな。ケーヴェンハーデンから教皇庁に洩もれ伝わったんだろう」

「結局、その『神の子』は見つからなかったんですか？」

　バズが急せき込んで尋たずねる。司祭は声を立てて笑って、

「見つかったら大騒ぎになっただろうな。今いないってことは、いなかったんだろう」

「その噂、本当なの？」

　胡う散さん臭くさそうに聞き返すマギーに、ベンジャミンは手を振った。

「噂だよ、他た愛あいもない噂だ。北方聖戦があまりにも不可解なので、みんな理由をおもしろおかしく作りたがるんだよ。どうだい、参考になったかい」

「よけいわけ分かんなくなった」

　ウィルはぶっきらぼうに答えた。若い司祭は大きく頷うなずき、

「そうそう、若いうちは悩なやんだ方がいい。悩んで、苦しくなったら教会に来なさい。神はあなたたちを等ひとしく見守っているのだから」

「そりゃあ、じいさんも感謝してるだろうよ」

　投げやりに言うと、ウィルは池で奮ふん戦せんしているペルを見た。

　卵のときから修道院で飼育されてきたワニは、ようやく力尽つきたようで、ぐったりとしていた。時とき折おり尻しつ尾ぽを振り、最後の抵てい抗こうを試こころみるが、水しぶきさえ上がらなかった。

　が、ペルの方も力尽き、すでにへっぴり腰で、剣を振り回すたびに尻しりもちをついている。

「こりゃダメだな。そろそろ救いにいこう」

「ペル、納なつ得とくしたかしら」

「ベンジャミンさん、ありがとうございました」

　三人は立ち上がると、池に下りようとした。その途と端たん、水の中で尻もちをついていたペルが、あまりの熱さに目を回したか、ばしゃん！　と仰あお向むけに倒れてしまう。

「あっ、やっべえっ」

「きゃーっ、おじいちゃんが溺おぼれちゃう！」

「は、早く助けなくちゃ！」

　水の中に沈んでぶくぶく泡あわを立てているペルに、三人は慌あわてて駆かけ寄った。




　胸当てや臑すね当てを脱がし、天てん日ぴに干ほしておいたペルが目を覚さましたのは、日が傾かたむき始めたころだった。

「う……わ……わし、は……」

「あ、起きたわよ」

　そばで一いつ緒しよになってゴロゴロしていたウィルたちが、ペルの顔を覗のぞき込む。

　ペルは眩まぶしそうに目を細め、三人を見回し、

「……誰だれだ？」

「やだ、あたしたちの顔まで忘れちゃったみたい」

「起き抜けだからだろ。ペル、自分が龍りゆう退たい治じしたこと、覚おぼえてる？」

「りゅう……」

　ぼんやりとペルは呟つぶやき、次の瞬しゆん間かん、バネ仕じ掛かけの人形よろしく元気よく半身を起こした。あんまり勢いきおいがあったので、覗き込んでいた三人と頭をぶつける。

「あいたたっ」

「おお、すまんすまん！　そうだ、俺は龍と戦っていたのだな！　ややっ、悪龍はどこへ行った！　俺はとどめを刺したのか!?」

　石の額ひたいをしているのか、三倍ぶつかったはずのペルはまったく痛みを感じてない様よう子すで、辺あたりをきょろきょろ見回した。そのころには見物客もなく、ワニも厨ちゆう房ぼうへ運ばれたあとだったので、マギーが額を押さえながら、

「とっくに片づけちゃったわよっ。よかったわね、悪龍が退治できて」

「おお、そうか！　これで奴やつらの牙が城じようへまた一歩近づいたぞ！」

　子供たちの非ひ難なんのまなざしなど気づきもしないで、ペルは意い気き揚よう々よう立ち上がった。そして、喜よろこびと誇ほこりに満ちた表情で、

「このことを姫ひめに伝えねばならんな！　おお、なんたる幸運、あそこに鐘かねがある！　さあ、子供たちよ、勝利の鐘を鳴らしにゆこうではないか！」

　修道院の鐘しよう楼ろうを指さすペルに、三人はしぶしぶ重い腰を上げた。

　陽気に歌いながら鐘楼に向かうペルの背中を見つつ、マギーが呆あきれて、

「ペルって痛みを感じる神経もボケてるのかしら」

「でも、彼は可か哀わい相そうな人だよ」

　バズが哀あわれむ口調で言う。マギーが顔を曇くもらせた。

「どこが？　やりたい放題じゃない」

「だって、自分の子供たちにあんなに憎にくまれちゃってるんだもの。彼自身にも問題があるんだろうけど、あれじゃあ……」

「まあ……そう考えると、可哀相よね」

　ペルに同情的になっていたマギーは、珍めずらしくバズの意見に同意した。

「濡ぬれ衣ぎぬで恋人と引き離されて、違う人と結婚しなくちゃならなかったんだもんね。自分の望んだ人と家庭を持てなかったんだもの、それできっと家族を愛せなかったんだわ。引いん退たいして、家にいるようになって、ようやく子供たちに憎まれてるって気づいたのよ。それで、現実逃とう避ひしちゃったんだわ」

「子供が親を憎むなんてよくあることさ」

　前を歩いていたウィルが素そっ気けなく言った。だが、彼の家庭の事情を知っているマギーとバズには、その言葉はひどく重く切せつ実じつに聞こえ、押し黙だまる。

　ウィルは前を向いたまま、表情を変えず、

「ペルよりドリーンさんの方がいいツラの皮だぜ。彼女こそペルを助ける為に、むりやり十三歳で結婚させられたんだぜ？　その挙あげ句くに、自分の気に入らない家族だからって暴力を振るわれたんじゃ、たまんねーや」

「…………」

「自分のしてきたこと忘れちまったじいさんは、そりゃ気楽だろうさ」

　忘れられた方は──置いていかれた方はどうなる。言外に自分の父親を非難するウィル。マギーとバズは悄しよう然ぜんとしてしまった。

　三人は無言のまま、ペルのあとに続いて鐘楼の中に入った。石造りの、狭せまい螺ら旋せん階かい段だんを上っていく。

　ペルは歌を歌いながら、どんどん先に行ってしまった。ペルの歌はケーヴェンハーデンのものもあったし、ウィルたちが街まち角かどでよく聞くものも、まったく知らないものもあった。相当歌が好きらしい、調子っ外ぱずれだが。

　バズは落ち込んでいるマギーに狼ろう狽ばいし、気まずい雰ふん囲い気きをどうにかしようと、ウィルに話しかけた。

「ウィル、おまえ、前から北方聖戦にこだわっていたけど、あの石せき盤ばんはやっぱり北方聖戦に関係するものだって考えてんのか？」

「うん。どーしても頭から離れないんだよなあ」

　ウィルは怒っている様子もなく、いつもの口調で答えた。

「ドリーンさんが言ってただろ、石盤を外に出したらペルの身が滅ほろぶって。どう考えても、北方聖戦と暗殺事件以上に、身を滅ぼすようなことはないと思うんだよなあ」

「じゃあ……やっぱりキリッシ修道院かな」

　バズは顎あごに手をやって考え込んだ。ウィルとマギーがバズを振り返る。

「キリッシ修道院って、フェルディナント教きよう皇こうが幽ゆう閉へいされた場所だろ。なんで？」

「だって、北方聖戦の音おん頭どをとったのはキリッシ修道院なんだ──って、本に書いてあったよ。宰さい相しよう派はの拠きよ点てんの一つだったみたいだし」

「どうしてそういう大切なことを早く言わないのよ！」

「だ、だって、昨日きのう言いかけたんだけど、船が倒れてきて、夜もお医者さまとか行ってバタバタしてたし、言うきっかけがなかったというか、忘れてたというか」

　角つのを立てて叱しかるマギーに、バズはおろおろと弁明した。どちらが落ち込んでいたのか分かったものではない。

　ウィルは腕を組むと、

「うーん、キリッシ修道院かあ。ありえそうだなあ、ペルも宰相派だったわけだし。ともかく一度、見にいってみようか」

「だろっ？　ようやくぼくの実力が分かったみたいだな！」

　久々に自分の意見が認められ、バズは胸を張って自じ慢まんした。だが、ウィルもマギーもそれは無視して、とっとと塔とうのてっぺんに出る。

　鐘楼のてっぺんは強い風が吹いていた。しっかり足をふんばっていないと、あおられてよろめくほどだ。

　眼下には見渡すかぎり金色と茶色の升ます目めが広がっていた。金は小麦畑、茶は休きゆう耕こう地ちだ。地平線上にちらほらと森と集落が見える。

　小麦の穂が傾き始めた日の光を受けて、きらきらと輝かがやいていた。
















「うわあ、上から見るとすっげえなあ」

「あら？　ペルは？」

　とっくにペルは着いているはずなのに鐘は鳴っていない。狭せまい部屋を見回すと、ペルは鐘を鳴らすハンドルの前にいた。

　彼はハンドルに手をかけていたが、それを動かそうとはせず、鐘楼からの景け色しきを目を細めてじっと眺ながめていた。剣を携たずさえ、背筋を伸ばして毅き然ぜんと佇たたずむ姿は、まるで絵かい画がの中の英えい雄ゆうのようで、ウィルたちはわずかの間だが思わず見とれてしまった。

「ペル、鐘は鳴らさないの？」

「……この世界は美しいな。姫もこの空を見ているのだろうか」

　はまりすぎるセリフを呟つぶやくペルに、ウィルは吹き出しそうになるのをこらえる。

　ペルは眩まぶしそうに太陽を見つめながら、

「姫は不幸な方なのだ。生まれたときから多くの人の愛情に包つつまれ、慈いつくしまれ、大切に育てられてきた。姫も周囲の期待どおり、すばらしい女性に育ち、行く末には輝かしい未来が約束されていたのだ。しかし、俺なんかに関かかわったせいで、このような事じ態たいに……」

　ペルは悔くやんでも悔やみきれないといった面おももちでうつむいた。その姿に、長い間家族を折せつ檻かんでもって苦しめてきたという、厳げん格かくで傲ごう慢まんな男の姿を重ねることは、どうしてもできなかった。

（どうしてなんだろう）

　ウィルには理解ができなかった。

（ドリーンさんたちが知っている昔のペルと、今俺たちが見ているペルと、どっちが本当なんだろう。こんなにいい人なのに。こんなに）

「もう二度と、彼女は心から笑うことはないだろう。私が彼女から無む邪じや気きな笑みを奪うばってしまった。なにをどうしても償つぐなえるものではないが、だからこそ、私は姫を解放してさしあげたいのだ。彼女の自由を取り戻してさしあげたいのだ」

「ペルに関わったせいで、お姫さまはさらわれたんだ？」

「…………」

　ペルは答えなかった。彼のセリフを確認したとはいえ、否定──それも強く否定されると予想していたウィルは拍ひよう子し抜ぬけして、遠くを見つめるペルの横顔を凝ぎよう視しした。

（もしかして、現実に気づき始めてるのか？）

　引退したことがきっかけでボケ始めたのなら、お姫さま捜さがしをして積極的に動き回ることで、回復しつつあるのではないだろうか。

　しかし、ペルに関わったせいで「姫君」がさらわれたというのは、新しい話だ。

（なにか重要なことを暗あん示じしてるのか？）

「ちょっと」

　ウィルは景け色しきを眺めているマギーとバズを呼び寄せた。そして、強風の中、頭を付き合わせ、

「なあ、ペルにとってお姫さまと別れ別れになった原因ってなんだと思う？」

「女王暗殺事件だろ。そのせいで亡ぼう命めいしなくちゃならなかったんだから」

「お姫さまが笑わなくなった直接の原因は、その前の北方聖戦じゃない？」

「じゃあ、お姫さまを自由にしてやりたいってのはどういう意味なのかな。なにをすれば満足するんだろう」

　その問題には、三人は「うーん」と唸うなるしかなかった。所しよ詮せん、理り屈くつの通じる相手の言葉ではない。

「……ともかく、じいさんの頭の中では勇者物語は前進してるみたいだ。堂どう々どう巡めぐりしてないところは救いだよな」

「じゃあ、そのうちお姫さまも思い出すってこと？」

「その為ための石盤だろ。もし本当にキリッシ修道院なら、そこでなにかお姫さまについて話が聞けるかもしんない」

「例たとえば、お姫さまの手紙とか？」

「まあ、そんなとこじゃん」

「あれ？　ペルさんは？」

　ふと顔を上げたバズがウィルの言葉を遮さえぎって尋たずねた。ウィルとマギーも顔を上げたが、確かにペルの姿がない。鐘かねを鳴らす為の器械はいくつかあるが、狭せまい部屋だ、隠かくれることはできない。

「どこ行っちゃったんだろう？」

「もう下りちゃったのかしら」

　きょろきょろと部屋の中を捜すと、屋根を掃そう除じする為か、さらに上へ登る階段があった。

「まさか、上に行っちゃったのかしら」

「あ、ありえそうだよ、ペルさんなら」

「案外、下に落ちてたりして」

　ウィルは笑いながら手すりの下を覗のぞき込んで、「げっ」と呻うめいた。

「やっべえっ……じいさん、本当に落ちてるぞ！　医者だ医者！」







　７　誰たが為ために鐘かねは鳴る







　吹き上げの風が幸運だったのか、落ちたところが人の滅めつ多たに通らない雑ざつ草そうの中だったのがよかったのか、ペルはなんとか命いのち拾びろいした。怪け我がも打だ撲ぼくだけという、奇き跡せき的てきな結果に終わった。しかし、やはり年だけに体には相当ショックだったようで、意識を失ったきり、うんうんと唸うなるものの、一いつ向こうに気づく様よう子すはなかった。

　ウィルたちは修道院の馬車を借り、日暮れの道を走らせてペルをデヴォー家へ運んだ。

　知らせを聞いて玄げん関かんに出てきたドリーンは、死んだように横たわる夫を見た途と端たん、

「ああ、あなた……！」

　自分こそ倒れそうなほど顔がん面めん蒼そう白はくになり、声も出ない様子だった。だが、すぐに我われに返ると、

「旦だん那なさまを部屋にお運びしてちょうだい。ヴァリーはデンバー先生をお呼びして。みんな、急いで！」

　奥ゆかしい貴族の夫人というイメージとは裏腹に、毅き然ぜんと命令を下す。屋や敷しきは騒そう然ぜんとなったが、二人の子供は最後まで姿を現さなかった。

　ペルは自分の部屋──と彼自身が言っているだけだそうだが、ござっぱりした客室に運ばれた。ウィルたちもともかく一いつ緒しよについていく。

　清せい潔けつそうなベッドに寝かされると、ペルは小さく呻うめいた。そして、

「…………」

「え？」

　ペルがなにか言ったので、ウィルたちは彼を覗のぞき込んだ。だが、ペルは目を閉じたきりだ。うわごとらしい。

　ペルはひどく年老おいて見えた。老人とは分かっていたが、若いと自分で思いこんでいる分、気力にあふれ、それが彼のすべてを支ささえていたらしい。傷つき横たわる今のペルは、頰ほおがこけ、肌はだの張りも失い、枯かれ木のように瘦やせた老人そのものの姿だった。その落差がひどく哀あわれだった。

「…………」

　もぐもぐと、ペルが再び唇くちびるを動かした。

「なに、ペルさん」

　ウィルが耳を近づける。よく聞いてみると、歌のようだ。

「…………」

「かねを、ならそう……？　かねを、しあわせの、かね……世界中に……幸せを、分け……られるように……」

　ウィルは顔をしかめながら、逐ちく一いちペルのうわごとを追う。

「なんか、可愛かわいい歌ね」

　どうしていいか分からず戸と惑まどっていたマギーが、ホッとして言った。ペルは始し終じゆう歌っていたが、勇いさましい歌ばかりだったので、意表を突かれるとともに気が安らいだのだ。

　だが。

「鐘かねの歌……！」

　ドリーンが押し殺した悲ひ鳴めいを上げた。彼女がそんな感情的な声を出すとは思わず、子供たちは驚おどろいて振り返る。

　ドリーンは顔を紙のように真っ白にし、手を口で押さえ、青い目をこれ以上はないというくらいに大きく見開いていた。その肩と手が小こ刻きざみに震ふるえている。

　信じられない──恐おそろしい言葉を聞いた、そんな様子で。

　彼女は自分がみっともなく狼ろう狽ばいしたことに気づき、なんとかとりつくろおうとした。だが、顔は強こわばり、まなこは潤うるんでどうしても落ちつくことができないようだ。

「ああ……ごめんなさい、ごめんなさい……ジャン、あとをおねがい」

　ドリーンは謝あやまると、執しつ事じにあとを任まかせ、逃げるように部屋を出ていった。突然のことにウィルたちは呆あつ気けにとられる。

　ウィルが困こん惑わくして、部屋の隅すみに佇たたずんでいた執事に、

「一体、どうしたの？」

「……旦那さまがお歌いになられたのは、『鐘の歌』というザカリア地方の農民が歌う戯ざれ歌うたでございます」

　執事はため息をついて答えた。彼は尖とがった喉のど仏ぼとけを震わせ、つたない音程で、

「『鐘を鳴らそう、幸せの鐘を。世界中にぼくらの幸せを伝えるように。ぼくらの幸せを分け与えられるように。鐘を鳴らそう、すべての人にぼくらを祝しゆく福ふくしてもらうように』」

「なんか、すっごく幸せそうな歌ね」

「もしかして、その歌は、結婚を祝福する歌じゃあ……」

　バズがためらいがちに尋たずねると、執事は重々しく頷うなずいた。

「これは旦那さまと奥さまが、結婚なされた直後、所領を視察なされたときに、領民がお二人を祝福して歌った歌です。もう三十五年も昔の話で……私の家系はザカリアの出ですので、知っておりますが、旦那さまが覚おぼえていらしたとは……」

　当とう惑わくした表情で、執事は呟つぶやいた。




　デヴォー家から馬車で送ってもらい、アパートに戻もどってくるまで、ウィルたちは誰だれも口をきかなかった。それぞれ考えることがありすぎたのだ。

　部屋のドアを開け、ウィルが燭しよく台だいに火を点つける。部屋が明るくなってから、三人は顔を見合わせた。

　マギーが上うわ目め遣づかいに、

「……どういう意味だと思う？」

「どうって、そういうことだろ」

　ウィルは頭を搔かきながら、ぶっきらぼうに答えた。バズも戸惑いつつ、

「ペルさんが鐘を鳴らしていたのは、やっぱりあの歌のせいなのかな」

「それだと、ペルが捜さがしてた相手、ケーヴェンハーデンの王女さまじゃなくて、ドリーンさんってことになっちゃうじゃない！　今さら困こまるわよ！」

　なぜか怒ってマギーは反論する。

「だから、そーゆーことなんだろ」

　ウィルはもう一度、同じことを言った。
















「俺おれたちはとんだ見けん当とう違ちがいしてたのさ」

「でも、でも、ペルはお姫ひめさまを愛してたんでしょ？　だから、ドリーンさんにはずっと辛つらく当たってたって」

「人の惚ほれた腫はれたなんて他人に分かるかよ。好きな奴やつには意い地じ悪わるしたいって奴もいるんだから。なあ？」

　そう言ってウィルはバズにまじめな顔を向ける。話を振られたバズは、どぎまぎして、

「え？　あ、えー、そ、そうかな」

「なに顔赤くしてんのよ」

　頰ほおを紅こう潮ちようさせて照てれるバズを、マギーがド突ついた。まったく自分には関係ないといった態たい度どだ。彼女は拳こぶしを握にぎると、

「ともかく、ペルが捜してるのがドリーンさんだとしたら、話はすっごく難むずかしくなるのよ。ドリーンさんは目の前にいるのに、ペルは気づいてないんだから。これを気づかせるには、よっぽどすごいきっかけが必要だわ！」

　気合いを込めてマギーは力りき説せつする。マギーにしては筋すじ道みちの通った意見だ。

　ウィルは腕を組み、「うーむ」と唸うなると、

「あのさあ、昼間のペルの話、覚えてるか？」

「お姫さまを不幸にしたって話か？」

「うん。あれさあ、今考えると、すっげえドリーンさんに当てはまってると思わねえ？　ペルを匿かくまう為ために、ドリーンさんはむりやり結婚させられただろ。ペルも本当はドリーンさんにすまないって思ってたんじゃないかなあ。その裏返しで辛く当たっちまったとか」

「それは……そうかもな」

「ともかく、『お姫さま』が生きてる以上、ドリーンさんが捜してる相手だってペルに分からせなくっちゃ！」

　マギーが意い気き込ごんで言った。

「どうやってさ？」

「ドリーンさんを説せつ得とくしましょうよ！　例たとえば、出会ったころの格かつ好こうをしてもらうとか、二人で記念の場所に行ってもらうとか。そしたら、ペルも思い出すかも」

「あるいは、石せき盤ばん、だな」

　ウィルはどこまでも石盤にこだわるようだった。バズも顎あごに手をやって考え、

「もし石盤がキリッシ修道院のものなら、北方聖戦の勇者であるペルさんにとっては因いん縁ねん的な場所だよな。きっとペルさんは、そこに行けば自分の過去を思い出せるって、無意識のうちに分かっているんじゃないかな」

　三人はもう一度顔を見合わせ、互たがいに結論は一いつ致ちしたことを見て取ると、しっかりと頷うなずきあった。




　翌朝、三人は早々にアパートを出、デヴォー家に向かった。ペルの容よう態だいを早く知りたかったのと、ドリーンに昨日きのうの案を了りよう承しようしてもらう為だったのだが……

「お断ことわりします」

　丁てい寧ねいに、だがすげなくドリーンに拒きよ否ひされて、ウィルたちはぽかんとしてしまった。昨日のこともあるし、なんとなくドリーンは快こころよく引き受けてくれるだろうと、勝かつ手てに思いこんでいたのだ。

　マギーが急せき込んで、

「な、なんで？　ペルのボケが治なおるかもしれないのにっ」

　ドリーンはなにも言わず、見ている方が息苦しくなるような陰かげのある微び笑しようを浮かべながら、静かに首を振った。

「ペルの『姫君』が自分だなんて信じられないからですか」

　ウィルがまっすぐドリーンを見み据すえて尋たずねた。

「今さらそんなことを言われても困るからですか。妻として夫を守るけど、それ以上は無関係だってことですか」

　きつい口調のウィルの問いに、ドリーンは少し間を空あけ、それから、

「あの人のことを真剣に考えてくれているのね。ありがとう、心から感かん謝しやしますよ」

「…………」

「でも、おねがい。わたくしにそのようなことをさせないで。わたくしは、それほどできた女ではないの。おねがい」

　ドリーンは瞼まぶたを伏ふせた。

「『姫君』なんてどこにもいないのよ。いるはずがないわ。だから、そんなものを捜さないでちょうだい。おねがい……」

　そう呟つぶやくと、それ以上は口を閉ざしてしまった。

　三人は気まずい空気の満ちた部屋から下がると、廊ろう下かでそれぞれため息をついた。

　憮ぶ然ぜんとマギーが、

「まさか、断られるとは思わなかったわ」

「やっぱり、ドリーンさんもペルを憎にくんでるのかな」

「そ、そんなことないよっ。ドリーンさんはいい人だよ、人を憎むなんてそんなことしないよ。きっと、どうしていいか分からないだけだよ」

　必死にバズが弁解する。ウィルは肩をすくめた。

「どっちにしても、ドリーンさんの協力が得られない以上、石盤の方を当たるしかないな」

「でも、このままじゃペルがお姫さまがドリーンさんだって気づいても、どうにもならないじゃない。ならないどころか、ショックのあまりよけい酷ひどくなっちゃうかもしれないわ！」

　マギーが興こう奮ふんして、必死にウィルに食い下がった。

「もうちょっとドリーンさんを説せつ得とくするべきよ、そうでしょ!?」

「そうだなあ」

　ウィルは天てん井じようを仰あおいで考え、それからバズを一いち瞥べつした。

「じゃあ、こうしよう。マギーはここに残ってドリーンさんを説得すること。いいな？　俺おれとバズはキリッシ修道院に行くから」

「えーっ!?　あたしだけ独ひとりぼっち!?」

　まさかそういうふうに持ってこられるとは思っていなかったので、マギーは焦あせった。文もん句くを言おうとする彼女を、ウィルは遮さえぎって、

「いいか、ちゃんとドリーンさんを納なつ得とくさせとけよ、いちばんの正しよう念ねん場ばだからな。マギーが適材適所なんだ、任まかせたぜ」

　真剣な顔でウィルはマギーに言い渡す。マギーは面食らったが、初めて仕事を一任されたのだと理解すると、ぱあっと顔を輝かがやかせた。

「う、うん！　任せて、恋のお手伝いならお手のものよ！」

　そう張り切って、実に嬉うれしそうに答えた。




　マギーをデヴォー家に残し、ウィルとバズは馬車を借りると、いったんエドのいるゼフィッツイ博物館に寄り、すぐにキリッシ修道院へと向かった。

　下町で借りた馬車は、ラズボーン家の豪ごう華かな馬車と違い、車輪が歪ゆがんでいるような恐おそろしい振動を伝えてきた。

　バズがガラスの入っていない窓から、遠ざかるゼフィッツイの街まち並なみを見て、

「それにしても、マギーがよく一人でペルさんちに残ること承しよう知ちしたよな」

　振動に声を震ふるわせながら、半分感心、半分呆あきれ、そして全体的にどこかがっかりした口調で呟つぶやく。ウィルは地図を眺ながめながら、

「バズもマギーのこと分かってないなあ」

「し、失礼だな、ぼくはマギーのこと、おまえより分かってるつもりだぞっ」

　反論するバズに、ウィルは顔を上げ、人差し指をチッチッチと振った。

「マギーが俺にくっついてこようとするのは、自分一人じゃなにもできないって思いこんでるからさ。だから、ある程度やることを言って仕事を分けりゃ、一人でも全ぜん然ぜん大だい丈じよう夫ぶなんだ。俺もようやくマギーの使い方が分かったよ。バズほど簡単じゃなかったけど」

「ぼくがなんで簡単なんだよっ」

「それより、キリッシ修道院だけど」

　憤いきどおるバズを無視して、ウィルは地図を広げてみせた。話をうやむやにされて、バズは情なさけなさそうに顔を歪めたが、しぶしぶ地図を覗のぞき込む。こういうところが「簡単で扱あつかいやすい」ということが、自分では分かっていないようだ。

　ウィルは東の国境近くを指さして、

「ここがキリッシ修道院のあるところ、馬車で半日くらいだって言われたけど。どうも外部の人間が簡単に入れる場所じゃないみたいだ」

「えらく近くにあるな、ヨルカ村の方が全然遠いじゃないか──見学もダメなのか？」

「このベツラムって地方、教きよう皇こう庁ちようの直ちよつ轄かつ地ちらしいぜ。北方聖戦のおわびってことでケーヴェンハーデンから寄き進しんされたもんだから、当然といやあ当然なんだけど」

「どうするのさ。事情を話して中に入れてもらうか？」

「うーん」

　ウィルは腕を組み、いつもの考えるポーズを取った。

「いや……それはやめた方がいい気がする」

「なんでさ。捜し屋の星が言ってるのか？」

「とゆーか、キリッシ修道院も北方聖戦のことには敏びん感かんだろうなって思って。北方聖戦の勇者の話なんて聞きたくもないんじゃないかなあ」

「でも、もう四十年近くも前のことだろ」

「それはそうなんだけどさ……んんん、やっぱりやめといた方がいいな。うん、そうしよう。ここは隠おん密みつに行こう」

　独どく断だんするウィルにバズは少々ムッとしたが、しかし彼の勘かんの良さは分かっているので、そのことについては反論はしなかった。代かわりに、

「隠密って言えば聞こえはいいけど、要は忍しのび込むってことだろ」

「大だい丈じよう夫ぶ、だいじょーぶ。神さまは正しい者の味方さ。やましい心を持たなければ、神さまはいつだって見守ってくれるのだった」

「忍び込むこと自体やましいんじゃないかなあ」

　バズは釈しやく然ぜんとしないが、ほかに方法もなかったので、それ以上文もん句くを言うのはやめた。




　白い石せつ灰かい岩がんの岩いわ肌はだがところどころに露ろ出しゆつしているベツレム地方は、農作に適していないようで、初夏だというのに耕こう作さく地ちはほとんどなかった。人もあまり入にゆう植しよくしておらず、荒こう野やが広がる中、キリッシ修道院はあった。

「今は夏だからいいけど、冬にここに来るのはやだねえ。風がすごいんだよね。修道院で神さまにお仕つかえなすっているえらい方々が、そこら中の森を伐きりまくって燃やしちまったから、遮さえぎるもんがなんにもねえんだ。修しゆ行ぎようするにはいい土地だろうがね」

　乗せてきてくれた馬車の御ぎよ者しやはそう酷こく評ひようしていた。

「やけに四角い建たて物ものだな」

　修道院が一望できる地点から、バズは拍ひよう子し抜ぬけした様子で呟つぶやいた。

　キリッシ修道院はまったく装そう飾しよくのない、薄いレモン色で塗と装そうされた四階建ての建物だった。整然と並んでいる窓には手すりもバルコニーもなく、まるで長細い巨大な箱のように見えた。ゼフィッツイ市にある数百年も時をかけて建たてられた、豪ごう華か絢けん爛らんな教会に驚おどろかされっぱなしだったバズにしてみれば、意表を突くほどシンプルな建物だった。しかも、荒野の中にそれがいきなり、突然に建っているので、修道院でなければかなり異様だ。

「シンプルイズベスト、って奴やつさ。さーて、どっから忍び込むかなあ」

　ウィルは建物を窺うかがった。飾かざり気けがないということは、隠かくれるところもないということで、忍び込む取っかかりは見つかりそうにない。

「うーむ。しかたない、勝かつ手て口ぐちから忍び込もう」

「考えたわりにはありきたりな手段だな」

「気にしない、気にしない。いいか、俺たちはその日の食い物も手に入れることができない、貧まずしいガキどもだ。親おや父じは女を作って蒸じよう発はつ、おふくろは『食い物を手に入れてくる』って言ったきり帰ってこない。俺たちは腹はらを空すかせてさまよっている。分かったか？」

　びしっと鼻先に指を突きつけられ、バズは慌あわてて頷うなずいた。見つかったときの為ために、口裏を合わせておくのだ。

　ウィルは乾かわいた土を一ひと摑つかみし、

「バズはそれじゃなくても不幸そうに見えないからなあ。ちょっと目えつぶってろよ」

　そう言って、土をバズの頭から振りかける。

「うええ。口ん中入ったじゃないかっ」

「ほら、行くぞ。神さま、迷まよえる俺たちにあなたのご加か護ごを」

　インチキ聖句を唱となえると、ウィルはこそこそと修道院に近寄った。バズも口をへの字にして、しぶしぶついていく。

　建物の日ひ陰かげ側にあった勝手口からこっそりと侵しん入にゆうする。夕食の準備か暗くて広い厨ちゆう房ぼうには修道士が二人いたが、大量の料理作りに追われてウィルたちには気づかない様子だった。

　ウィルたちは水みず瓶がめの陰に隠れながら、そっと厨房から抜け出した。

　厨房を出ると、ぎょっとするほど長い廊ろう下かが延のびていた。建物の端から端まで、百メートル近くありそうだ。

「なんでこんな──」

　呆あつ気けにとられてバズが呟つぶやきかけたが、驚くほど響ひびいたので、そのまま言葉を吞のみ込む。

　ウィルは口を閉じろとジェスチャーすると、耳を澄すました。人が近づく気け配はいがないのを確かめてから、腰をかがめ、音を立てずに歩き始める。バズもこわごわ、ウィルの真ま似ねをして歩き出した。

　長い廊下は一方は窓が、一方は木のドアがずらりと並んでいた。今は修しゆう練れんの時間だったらしく、部屋の中から教きよう典てんを読む声や、議論を交かわす声が聞こえてきた。

　なんとか気づかれず、廊下の反対側にあった階段へたどりつく。

　二人は息をつき、ぼそぼそと、

「やれやれ、隠れようのない建物だぜ」

「や、やっぱり、神さまの家に忍び込んじゃまずいんじゃないかな」

「なに言ってんだよ、神さまはペルを助けろって言ってるぜ。さーて、どっから調べようかな。うーん。よしっ、礼れい拝はい堂どうに行こう」

「れ、礼拝堂って、そんな、人が集まる場所じゃないかっ」

「当たり前だろ、人が住んでるんだから」

　この期ごに及およんで弱腰のバズにウィルは憮ぶ然ぜんと言い渡すと、階段を上り始めた。バズはおろおろしたが、しかたなくついていく。

　ウィルはまるで以前この修道院に来たことがあるかのように、まっすぐ、確信を持って進んでいった。途中、何度か修道士と出くわしそうになったが、彼らはあまり他人に興きよう味みがないようで、なんとか気づかれずにすんだ。

「ウィル、礼拝堂の場所、分かってるのか？」

「たぶんこっち」

　ウィルは辺あたりを警けい戒かいしながら答える。バズはじっとウィルの背中を見つめた。

「……あのさあ」

「あ？」

「今回、マギーを置いてぼくを連れてきたのって、なんか意味あるのか？」

「この修道院が女子禁制だから」

　あっさりきっぱりウィルは答える。それを聞いて、ようやくウィルが自分の才能を認めたのかと期待していたバズは、がっくりと肩を落とした。

（そりゃ、ウィルはぼくなんかいなくても、全然平気なんだろうけどさ。なんだかなあ）

　自称ライバルとしては馴なれ合ってはいけない──と思いつつも、バズは複雑な心境だった。それを知ってか知らずか、ウィルは言葉を続けた。

「マギー、一昨日おとといの博物館の事件で、けっこうショック受けてただろ。昨日きのうのこともあったし、強がってるけどあんまり調子よくないからさ、置いてきたんだ」

「まあ……マギーは連れてこなくてよかったと思うけど」

「それに、マギーになんかあるとグレアムが怖こわいけど、ドクターなら怖くないもん」

「お父さんの善よし悪あしで決めるなっ！」

「あっ、ばかっ」

　思わず怒ど鳴なったバズの口をウィルが慌あわてて塞ふさぐ。

　すぐに廊下の向こうから、ばたんとドアが開く音がして、

「！！！」

　バズには聞き取れない言葉で誰だれかが怒鳴った。教会の内部で平常使われている教会語だ。すぐさまウィルがなにか言い返すと、それ以上声はしなくなった。

　バズは顔を赤くしたり青くしたりしながら、小声で、

「……なんだって？」

「廊下で私語は慎つつしみなさいって」

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？　ばれなかった？」

「なにも言ってこないから大丈夫だろ。行こう」

　一度叱しかられたことでウィルは気が楽になったらしく、足取りも軽く歩き出した。バズはおっかなびっくり進む。

　ウィルの予想どおり、礼拝堂は最上階の奥にあった。普通の修道院なら、礼拝堂は寝ね泊とまりする建物とは別に造られるものだが、ここは違うようだ。

　中には四、五人の修道士がいたので、二人は直接礼拝堂に入るのは諦あきらめ、掃そう除じ用ようの通路を使って上部に出た。高さで言えば五階に当たる通路で、天てん井じようはさらに一段高かった。

　ちょっとの物音でもすばらしく礼拝堂全体に響きわたる。二人は忍び足で、パイプオルガンのパイプの陰かげに隠かくれた。

「おー、あるある」

　ウィルが小声で、嬉うれしそうに天井を指さした。天井には建物の外見の無ぶ愛あい想そうさとは裏腹に、美しい宗教画が描えがかれてあった。大きな楕だ円えんで区切られた中に、教会に関する物語が美しく細さい密みつに描かれてある。そして、各楕円と楕円の隙すき間まに、例のフェルディナント教皇の肖しよう像ぞう画がが描かれてあった。

「隙すき間まは全部教皇さまの絵だね……ちょっと石せき盤ばんとは違うな」

「石盤があるようなとこ捜さがさなきゃ」

　二人は狭せまい通路を這はいながら、礼拝堂を調べて回った。やはりフェルディナント教皇ゆかりの修道院らしく、至いたるところに教皇のレリーフがあり、想像以上の数に二人は閉へい口こうしてしまった。

　だが、あの石盤と同じようなものは、通路から捜すかぎりでは見つからなかった。

「ってことは、礼拝堂じゃないのか？」

「じゃあ、あとは……」

「鐘しよう楼ろう。図書室。修道士たちの部屋……案外食堂とかだったりして」

「なんか手がかりはないかなあ」

「うーん……待てよ？」

　唸うなっていたウィルがふと顔を上げた。

「フェルディナント教皇はここに幽ゆう閉へいされてたって言ったよな？」

「うん。東とう征せい聖戦の帰りにケーヴェンハーデンの蛮ばん族ぞくに捕つかまって」

「そのときに使われた部屋とかないかな」

「あっ、そうかも」

　二人は礼拝堂を離れ、再び修道院の中を忍び歩くことになった。今回ばかりはさすがにバズも、

「どちらが早く見つけるか競争だ！」

　とは言い出せないようで、おどおどしながらウィルのあとをついていく。

「とは言ったものの、パッと見、それらしい部屋はなかったんだけど……」

　ウィルはイヤな予感がして呟つぶやいた。

　案あんの定じよう、それらしき部屋が見つかったのは、修道院に忍び込んでから、すでに数時間が経たってからだった。鐘楼、図書館、講堂、教室、食堂、公共の部屋はすべて、人がいなくなったすきを見み計はからって調べたものの、見つからず、修道士たちの部屋を一つ一つ捜して回って、ようやく発見したのだ。

「き、記念の部屋なんだから、もうちっと、丁てい寧ねいに扱あつかってやれよ、なあ」

　息を切らせながら、ウィルは物置と化していた小部屋を見た。本当は隣となりの部屋を調べていたのだが、部屋のあるじが帰ってきてしまい、急いで長持ちの中に隠れ、しかし修道士が長持ちから服を取り出そうとしたので、必死に中から蓋ふたを押さえて力比くらべをし、なんとか諦あきらめて部屋を出ていってくれたのはいいが、廊ろう下かに出た途と端たん、どやどやと修道士の集団がやってきたので、慌あわててこの部屋に飛び込んだところ、床ゆかの一部に黒い石がはめられてあって、そこに「教皇フェルディナント二世が幽閉された部屋」と刻きぎまれてあったのだから、脱力もするというものだ。

　部屋の中は古くなった机やベッドの残ざん骸がいが、無む造ぞう作さに積み重ねられてあった。埃ほこりもたまり、蜘く蛛もの巣も張っている。

「本当にここかな」

　バズもうんざりした口調で言った。漆しつ喰くいが禿はげて煉れん瓦ががむき出しになった壁かべには、憎にくたらしいほど飾り気がなかった。しかも、壁のほとんどが物で隠れている。

「ここになかったら、あとは院長室だよなあ。でも、もう日も暮れてきたし──あ」

　何なに気げなく天てん井じようを仰あおいだウィルが、げんなりとした声を洩もらした。

「あったぜ。天井」







　８　神の威い光こうを守る者







　バズがつられて天井を見上げると、確かに、石せき盤ばんをはめ込むような円まるい穴が空あいている。

「よ、よく気がついたな」

「ほほほ、俺おれの目は鷹たかのようにいいのよ」

　破やぶれかぶれにウィルは笑って答えた。かなり疲れているようだ。

「よっしゃ、とりあえずはめてみっか」

　ウィルは気合いを入れると、背せ負おっていた鞄かばんから石盤を取り出した。それを見てバズは首を傾かしげた。半欠けのはずの石盤が、なぜか円い完全な形になっている。

「その石盤、どうしたんだ？」

「エドに作ってもらったんだよ。本物はこっち」

　ウィルはもう一つ鞄から石盤を取り出し、二つをバズに見せた。片方はペルが持ってきた半欠けだが、もう一方はまったく彫ちよう刻こくの施ほどこされていない、だが完全な円形だ。

「実際こうなってたかは分かんないけど、円になってた方が当てはめやすいだろ」

「おまえ、用意いいな」

　思わず感心してしまうバズに、ぺろっとウィルは舌を出した。

「実は勝かつ手てにエドが作った」

「え？　あ、なんだ。どうりで手回しがいいと思った」

「じいちゃんにはかなわないよ」

　呆あきれている口調ながら、ウィルの顔は自じ慢まんの祖そ父ふに誇ほこらしげだ。

　種たね明あかしをされて、バズはホッとした。

（そうだよな、いくら天才だからって、ぼくと同い年だもんな。そんなに気が回るわけないよな）

（もしかして、ウィルの天才性って、考こう古こ学がく者しやのエドがそばにいることと関係あるのかな？　ものの見方とか、エドと似たようになっちゃうだろうし）

「なにぼーっとしてるんだよ。椅い子す積み重ねるから支ささえてろよ」

「あっ、うん」

　二人は部屋の中にあった古い椅子やテーブルを、なんとか天井に届とどく高さまで積み上げた。バズがテーブルの上に乗って椅子を支え、ウィルがよじ登る。
















　ぐらぐら揺ゆれる椅子にバズははらはらし、同時に、誰だれか物音を聞きつけてやってこないかとびくびくしながら、

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「はひひょーふ」

　石盤を口にくわえたままウィルは返事をする。

「ひふほほほふほははひひはほほはひへほ、ふひはふはへふほー」

　どうやら「椅子をよじ登るのは大丈夫だが、口が疲れるのー」と言っているようだ。バズは青ざめて、

「疲れるなら喋しやべるなよ！」

「はっへはふははふへふんはほー」

「いいから黙だまれ！」

「はははは」

　顔を赤くしたり青くしたりするバズを見て、ウィルは笑う。それでも無ぶ事じに天井にたどり着き、ようやく石盤を口から取り出した。

「うひゃあ、歯が痛かったあ。バズ、ちゃんと支えてろよ」

「支えてるよっ。無む駄だ口ぐちきいてないでさっさとはめろよっ」

「別に怒ることないじゃん」

　むくれるバズをからかったあと、ウィルは真剣な顔つきになると、慎しん重ちようにバランスを取り、石盤のコピーを天井の穴に当てがった。

「入りそうか？」

「石盤の裏に溝みぞがあっただろ。あれにぴったりはまる出っ張りがある。さっすがエド、腐くさっても考古学者の端くれだぜ……」

　ウィルはそっと石盤を穴にはめてみた。溝はぴったり合ったが、少し円盤の方が小さかった。それに、穴の方が深い。

「…………」

　穴は多少円錐状になっているようだ。ウィルはきらりと目を光らせると、石盤の回転方向にゆっくり力をこめた。

　ぎりぎりと軋きしむ音がした。石盤は回転しない。ウィルは歯を食いしばると、さらに力を込めて回した。三段積み重ねた椅子ががたがたと揺れる。

　バズは一いつ生しよう懸けん命めい椅子を押さえつけながら、

「ウ、ウィル、気をつけろよ」

「回る……！」

　声とともに、がたん、と石盤は回転した。ウィルは大きく息をつくと、さらに石盤を回した。がりがりとなにかを削けずるような音を立てながら、石盤はネジの頭であったかのように天井の中に埋まい没ぼつしていく。

　そして、石盤と穴の隙すき間まがぴったり塞ふさがれたとき、がちゃり、と石盤を通してなにかがはまったような感かん触しよくが手に伝わってきた。

「今のは……」

　ウィルは少し考え、ゆっくりと石盤から手を離した。石盤は完全に天井に食い込み、落ちてこなかった。それを見届けると、すばやく椅子から降りる。

　崩くずれかける椅子をおたおたと押さえるバズに向かって、

「バズ、どっか開いた」

「え？　開いたって？」

「隠し部屋があるみたいだ」

　ウィルは部屋の中を調べ始めた。バズも慌あわてて椅子を片づけると、調査し出す。

「隠し部屋ってなんなのさ？」

「俺おれが知るかよ。えっと、こっちには部屋があったから、こっちだな」

　ウィルは壁かべに寄せてあった古ぼけた棚たなを叩たたいた。

「バズ、これ動かすの手伝って」

　棚を動かすと、案あんの定じよう、床ゆかに鉄の蓋ふたが現れた。かなり古いもののようだ。

「これの鍵かぎが開いたのかな」

「多分な」

　二人で引っ張り上げると、なんとか蓋は錆さびをバラバラとまき散らしながら持ち上がった。鉄蓋の下にはお決まりどおり下りの階段があった。かなり深く続いているようで、奥は闇やみの中に包つつまれて見えない。

「隠し通路かあ。うーん、見えないな」

「お、おどろおどろしい階段だな」

　バズが尻しり込ごみして呟つぶやく。階段の奥を窺うかがっていたウィルは、にやあと笑って、

「ははーん、バズ、怖こわいんだろ」

「こ、怖いはずないだろっ！　ただ客観的な感想を言っただけだ！」

「じゃあ下りるぜ」

　ウィルは鞄かばんから愛用のカンテラを取り出すと、手て際ぎわよく火をつけて階段を下り始めた。バズは顔を引きつらせたが、今さらイヤとも言えず、おそるおそるついていく。

　階段は細長い空間を、下へ下へと続いていた。カンテラの明かりが届く場所以外は、完全な漆しつ黒こくの闇やみだ。長いこと空気が入れ替わっていなかったのか、淀よどんだ、カビくさい臭においがする。

（空気が重いな）

　ウィルは顔をしかめた。空気の重さはそのまま闇の重さになる。ねっとりと絡からみつくような不快な闇に、さすがのウィルの足取りも鈍にぶった。角を曲がるたび緊きん張ちようが走り、いつもより神経が尖とがって敏感になる。

　バズもびくびくしながら、ウィルにぴったりくっついて階段を下りた。暗がりになにかが潜ひそみ、こちらに襲おそいかかるタイミングを計はかっているような気がして、自分たちの靴くつ音おとにも泣きそうだった。それでも、

（ウィルの前で弱よわ音ね吐はいてたまるもんか！）

　それだけの思いで、必死にウィルについていく。

　どのくらい下りてきたころだろうか。ウィルは眉まゆをひそめた。

「……バズ、部屋がある」

「へ、部屋？」

　ぎくりとしたのが手に取るように分かる、上うわ擦ずった声で、バズは聞き返した。ウィルは頷うなずくと、最後のステップを下りた。そして、暗い部屋の中に入る。バズも慌あわてて下りて、ウィルの服を摑つかんだ。

　壁にいくつか燭しよく台だいがあったので、火をつける。ぽうっと部屋は明るくなり、全体が見渡せるようになった。

　小さな部屋だった。二メートル四方の、窓も扉とびらもない、なにもないがらんとした部屋だ。上の鉄の扉とびらを閉じれば、完全に密みつ閉ぺいされる。カビくさいが息は楽にできるということは、空気穴があるのだろうが。

「隠し通路のどん尻か」

　ウィルは低い声で呟いた。バズが顔を青ざめさせながら、びくびくと、

「な、なんだよ、この部屋。外に通じてるんじゃなかったのか」

「隠し部屋にしちゃ、やけに下りてきた──」

　ウィルは途中で言葉を切った。床の一部がきらりと光ったのだ。

「？」

　用心しながらそこにカンテラを持っていくと、床石がそこだけ円形に抜かれて、ガラスで塞ふさがれていた。その下に、古い、一冊の本が収おさめられてあった。

　どのくらい古いものだろうか。表紙にはどす黒いシミがあり、そこの部分がかなり傷いたんでいた。なにか食べ物をこぼして、そこに虫がたかったようだ。表題も読めない。

（なんの本だろう。中までやられてなきゃいいけど）

　ウィルはそっとガラスに手を伸ばしたが、その異様な感かん触しよくにとっさに手を引っ込めた。

（ガラスじゃない!?）

「ウィル、なにかあったのか」

　バズがウィルの肩越しに床を覗のぞき込んだ。そして、目をぱちくりさせて、

「本？」

「ああ……この部屋のぬしってとこだな」

「なんの本だろう……取れないのか？」

「…………」

　ウィルは慎しん重ちようにガラス──のようなものを叩たたいた。カンカン、と硬かたい、金属質な音がする。バズがぎょっとするのが暗がりでも分かった。

「ガ、ガラスじゃないのか？」

「分かんない──でも、すっげえ硬い。ちょっとやそっとじゃ割れそうにないや」

「外はずせないのか？」

「ちょっと待って。なんか回転しそうだ」

　人差し指で押さえて円周方向に動かすと、ガラスのようなものはキリキリという小さな音を立てながら回転した。円盤はどこまでも回転したが、外れることはなさそうだ。

「くるくる回ってるだけだ……なんか仕し掛かけがあるのかな」

「この本なんだろう。こんなところに隠されてるなんて」

　バズがさらに声をひそめて呟つぶやく。ウィルは手を止めた。

「まさか……」

「これが、『三番目の神の子』の、予言書？」

「あら、ダメよん。安あん易いな考えに走っちゃ」

「わっ！」

「ひいっ！」

　突然背後から飛んできた声に、二人は仰ぎよう天てんして抱きあった。

「だ、誰だれだ！」

「あらいやだ。泥どろ棒ぼうを捕つかまえにきたのに、誰だとか言われちゃったわ」

　ウィルが上うわ擦ずった声で誰すい何かすると、部屋の入り口に佇たたずんでいた女はおかしそうに舌先をちろりと出した。

（油ゆ断だんした）

　ウィルは歯がみした。本に気を取られて、女が階段を下りてきたことに気づかなかった。いや、確かに気け配はいはなかった。突然湧わいたように現れたのだ。

　女はこんな陰いん気きな隠し部屋に場違いなほど、華はなやかで美人だった。大きくぱっちりした目には情熱的に輝かがやくぬばたまの瞳ひとみが収おさまり、鼻は愛らしく上向き加か減げんで、紅べにを塗ぬった厚めの唇くちびるはエロティックなまでに大きく、てらりと光り輝いている。緑の黒髪はむき出しの肩にかかり、大きく開いた胸元からどきりとするほど、豊かな谷間が見えた。

　口紅と同じ色の、体のラインがもろに強調されるドレスのスリットから、すらりとした脚あしを見せ、女は妖よう艶えんな笑みを浮かべた。

「ここまでたどり着いたのはさすがとしか言いようがないけど、ちょーっと注意力が足たりないかしら。やっぱり十二歳のお子さまはお子さまよねえ」

「俺おれのこと知ってんのか!?」

「いやあね、私のこと忘れちゃったの？」

　女は拗すねたように口を尖とがらぜ、それからキャラキャラと実におかしそうに笑った。最高の冗じよう談だんを言ったとでもいうかのようだ。

「な、なんだよ、ウィルの知り合いかよお」

　バズがウィルにしがみついたまま、震える声で尋たずねる。ウィルは注意深く女を観かん察さつした。

　年は二十代半ば──若いように見えるが、この貫かん禄ろくと威い圧あつ感かんは小娘には醸かもし出せない。陽気に振ふる舞まっているが、ときおり瞳に宿やどるぎらりとした獰どう猛もうな輝きは、女が裏の世界に属している者であることを、まざまざと語っていた。

　だが、ウィルには彼女に見み覚おぼえがなかった。これだけ派は手でな女なら、一度見たら忘れるはずがないが、まったく記憶にない。

「……まさか、俺が赤ん坊のときに会ったとか？」

「あら、それって冗談？　あんまり気がきいてないわよ。ついこの間会ったばかりじゃない」

「ついこの間？」

「そっちのボクは初めて会うわね。初めまして、私はジラ、サマドのジラよ」

　大人おとなの女にウィンクされ、バズは耳みみ朶たぶまで赤くなってうつむいた。

　ウィルはその名に聞き覚えがあった。だが、どこで聞いたかまでは、なかなか思い出せなかった。喉のど元もとまで出かかっているのだが。

「ジラ……サマドのジラ……サマド……サマドのジラあ!?」

「はあい」

　仰ぎよう天てんの声を上げるウィルに、ジラは手をピラピラと振ってみせた。

「ようやく思い出してくれたのね。もう、つれないンだから」

「じょ、冗談だろ!?　なんであんたがサマドのジラなんだよ！　あんたは女じゃないか！」

　この世の悪夢を見ているかのように、ウィルは顔を青ざめさせ、なぜかじたばたと手足をばたつかせながら叫さけんだ。

「俺がメルジェリーナ刑務所で会ったジラは、正しよう真しん正しよう銘めい男だったし、顔も全然、肌はだの色だって違ったぞ！」

「いやあね、トリックの息子むすこってば。真実は一つだけど、見る方角によってはいろんな風に見えるものよ。この間の私はあれが私、今の私はこれがわ、た、し」

　子供のいたずらを窘たしなめる可愛かわいい小娘のように、ジラは「ふふっ」と笑ってみせる。そして、きらりと目を光らせると、

「あのとき私が言ったことを覚えてて？」

「…………」

「『ヴィヴィアンによろしくな』」

「うわあっ、こいつ本当にサマドのジラだ！　俺は信じない、信じないぞ！」

　ウィルはやけになって喚わめくと、なんのことか分からず呆あつ気けにとられているバズの腕を摑つかみ、その場から走り去ろうとした。だが、ジラがバッと長い脚を突きだし、出口を塞ふさぐ。

　ジラはにやにや笑いながら、

「うやむやのうちに逃げようとは、いい根こん性じようねえ。トリックそっくりだわ」

「あ、やっぱり分かった？」

　ウィルも負けじと、引きつった笑みを浮かべながら言い返した。ジラは爪の長い指でウィルの額ひたいを弾はじく。

「だめよ、逃げようなんて。よしんば私の目を逃のがれても、階段を上りきったところで私の頼たのもしい部下たちに捕つかまるだけよ。さあ、観念して捕まってもらおうかしらね」

　ジラは微び笑しようを浮かべながら、腰に提さげていたロープをピンと引っ張った。

「ウ、ウィル、この人なんなんだよ！　教会の人か!?」

「親おや父じの知り合いなんだとさ。ってことは、泥どろ棒ぼうの仲間だろ」

「泥棒はあなたたちでしょお？　もう、いやあねえ」

　口を尖とがらせるジラ。どこからどう見ても女だ。脚の形も、少し細い気はするが、女のそれである。

　ジラは重そうに揺ゆれる胸を見せつけながら、

「私たちはサマド、『神の威い光こうを守る者』。その本をおまえたちの手から守る為ために呼ばれたの。もっとも、ここまで来れたのはさすがトリックの息子と言ってあげるけど、あの本を取ることはおまえにはできないわ」

「俺たちはあんな本盗ぬすみにきたんじゃねえっ。ちょっと調べものしてただけだ！」

「でも、おもしろそうだからともかく持っていこうって考えてたでしょ？」

「そりゃまあ」

　へへへ、と笑いながら頭をかくウィル。さすがはトリックのことを知っているだけあって、ジラはウィルの性格もよく分かっているようだ。

　ジラはウィルの頰ほおをピタピタと手の甲で叩たたいた。

「耄もう碌ろくじいさんのヨタ話を聞いてここまで来れば、ホント大したものよ。でも、私たちのサインを見過ごしたのは失敗だったわね」

「サイン？」

「せっかくこの仕事から手を引けって警けい告こくしてあげたのに、どうして信じてくれなかったの？」

　咎とがめるようにジラは言い、ウィルの頰をつねった。ウィルはその手を叩き飛ばすと、

「手た綱づなを切ったり、船を倒したり、じいさんを塔とうから突き落としたのはあんただったんだな!?」

「親切が気づいてもらえないって悲しいわ」

　ジラは大きくため息をついた。ウィルはカッとなって、

「どこが警告だよ！　ペルは本当に死ぬところだったんだぞ!?」

「あら、ペル・リッセ──今はペル・デヴォーね、あれは死んでもかまわなかったのよ」

　なにを怒っているのだと言わんばかりに、ジラはキョトンとして答えた。鼻はな白じろむウィルとバズに、彼女はさわやかに笑うと、

「ペル・リッセは約束を自みずから違たがえたんだもの。我わが一族の掟おきてに従い、神の威光を汚けがす者は滅ほろぼさなければならないわ」

「約束？」

「ペル・リッセは耄碌する前に、我々に鍵かぎを返すべきだったわ。そうすれば、あなたたちも私たちに殺されることもなかったのにねえ。今さら、ホント、今さら愚おろかだわ」

「こ、殺す!?　ぼくたちを殺すつもりなんですか!?」

　ジラの言葉に青ざめたバズが、上うわ擦ずった悲ひ鳴めいを上げた。ジラは至し極ごくあっさりと、

「あら、当たり前じゃない。その本の存在を知ったからには死んでもらわなくっちゃ。さあ、階段を上りなさい。教会の中で血を流すことは禁じられているのよ」

　そう言ってニイッとジラは笑った。大きな口が耳まで裂さけたように見えた。




「で、結局こうなるわけだ」

　ジラに脅おどされたウィルとバズは、隠し階段の出口で待ちかまえていた二十人近い、例の「私の頼もしい部下たち」によって捕まり、地下の食料庫の中にあった小部屋に放り込まれてしまった。彼女の部下は老ろう若にやく男なん女によバラバラだったが、皆、褐かつ色しよくの肌に艶つややかな黒くろ髪かみ、顔立ちもどこか似ていて、同じ部族の出身者であることが分かった。しかも、ここら辺の人間ではなく、沙さ漠ばくの人間の顔立ちだ。

　ということは、ジラと同じ──ウィルがメルジェリーナ刑務所で会った方のジラだが、ハディマ王国はダハーブ地方の人間だろう。

　明かり取りの隙すき間まから見ると、すでに夜は更ふけてしまっていた。荷物も没ぼつ収しゆうされてしまい、狭せまく暗い部屋で頼たよりになるのはジラが置いていった蠟ろう燭そくだけだった。

　ウィルは石いし床ゆかに寝ね転ころがると、

「うひゃあ、石のベッドは冷たくって気持ちいいなあ」

「喜んでる場合かよっ。明日になったらぼくたちどこかに連れてかれて、それで殺されちゃうんだぞ！」

　吞のん気きなウィルに対して、バズが泣きそうな顔で喚わめく。ウィルはドアをちらりと見て、

「まあ泣くなよ、バズ」

「泣いてなんかいない！」

「それより、あいつらが何者かが問題だな」

　なにがどう「それより」なのか分からないが、ウィルは天てん井じようを見つめながら考えた。ウィルが冷静なので、バズも落ちつきを取り戻もどして喚くのをやめる。鼻をぐずぐずと鳴らしながら、

「……『神の威い光こうを守る者』って、一体なんだよ」

「サマドだろ。俺も知らないよ、初めて聞いた。でも、教会の関係者だろうな」

「司祭か修道士ってこと？」

「いや、そういうはっきりとしたもんじゃなくて……なんか、もっと裏っぽい奴やつ。まともな神しん父ぷさまは人を殺せないけど、教会にとって邪じや魔ま者ものはいくらでもいるだろ？」

「暗殺者!?」

　バズは思わず声を上げ、慌あわてて口を手で封じた。物音がしないことを確かめてから、ウィルに小声で、

「今の教会がそんなことするのか!?」

「だって、ここ教きよう皇こう庁ちようの直ちよつ轄かつ領りようなんだろ──俺も信じたくないけど。あいつら、本気で俺たちを殺す気かな。たかがあの本の存在を知ったってだけで」

　そこで会話を切って、二人は互たがいを見た。

「……あれ、なんの本だったと思う？」

「イザの予よ言げん書しよじゃないって、彼女は言ってたよね」

「でも、本一冊で人間を三人殺そうなんて、よっぽどすごい本ってことになるぜ。すごい本っていえば、やっぱり予言書くらいすごくなくちゃ」

「ちょっとぼく、考えたんだけど」

「なに？」

「予言書の、原書とか」

　バズが上うわ目め遣づかいに答えた。ウィルはくだらなそうに大きく息をついて、

「イザが生きてたのは二千五百年も昔だぜ。あの本がそんな古いもんに見えるかよ」

「だ、だから、ちょっと考えただけだってば。でも、そんなにすごい本なら、なんで教皇庁じゃなくて、あんな地下室に隠されているんだろう」

「それもそうだよな……」

　二人は唸うなって考え込んだ。なにかがおかしい。なにかが妙みようだ。

　いきなり登場したサマドによって、事じ態たいはさらに複ふく雑ざつ化かしてしまった。一体、ペルはあの本とどんな関かかわりあいがあるのだろう。そして、「姫ひめ君ぎみ」はどうなってしまった？

「うーん」

　ウィルはうんうん唸っていたが、そのうち、バッと立ち上がり、

「やめだ、やめ！　こういうのは考えるより実行した方が早いんだ。行くぞっ、バズ」

　とうとうヤケになったのかと、バズは喚わめくウィルに目を白黒させた。

「い、行くって、どこへさ」

「決まってるだろ。こんなとこはさっさとオサラバして、あの本の正体を暴あばくんだ」

「ここから逃げるのか!?　そんなことして、もし見つかったらどうするんだよ！」

「ここにいたってしかたないだろっ。それならともかく逃げる努力をしよう」

「に、逃げたって、アパートの場所なんか簡単に知られちゃうじゃないか」

「シンシアの家まで行けばどうにかなる」

　きっぱりとウィルは断言した。

「シンシア・ラズボーンに逆さからえる人間は誰だれもいない。たとえ教皇さまでもな」

「でも、いくらレディ・シンシアでも、教皇庁に逆らうようなことしてくれるか」

「うちとラズボーンは、そういう仲なのさ」

　にやあ、とウィルは意味深しん長ちような笑みを浮かべた。それは、信しん頼らいで成り立っている絆きずなへの自信から出てくる笑みではなく、もっと別な、もっとややこしい絆でつながっていることへの自じ慢まんと、自じ嘲ちようと、あと複雑な感情がないまぜになった笑みだった。

「で……でも、迷めい惑わくをかけた分、代だい償しようを払わなくちゃならないんだろ」

「そんときはバズ、頼たのむな」

「じょ、冗じよう談だんじゃないぞ！」

　反論するバズを無視して、ウィルは屈かがみ込むとバズのズボンの裾すそをめくった。そして、折り返しの中から針はり金がねを抜き取る。

「わっ!?　い、いつの間にっ」

「気にしない気にしない。ジラもバカだな、俺おればっかりに気を取られてるから」

　ウィルは手をぴらぴらさせると、鍵かぎ穴あなに挑戦し始めた。

　しばらくして、がちゃりと心ここ地ちよい音が響ひびきわたった。ウィルが振り返り、片目をつむって、

「さーて、自由への道が開いたぜ」

「ぼくは破は滅めつへの道だと思う」

　バズは大きくため息をついた。







　９　回まわれよ回れ、運うん命めいの歯は車ぐるま







　木のドアを慎しん重ちように開くと、暗い廊ろう下かが待っていた。外を窺うかがったウィルは眉まゆをひそめた。

「監かん視しが誰だれもいないぞ？」

「え？」

　バズもこわごわ後ろから覗のぞき込む。確かに、誰もいない。

「知ってて開けたんじゃないのか」

「いや、音がしないから、寝てると思ったんだ。今、ミサの時間だっけ？」

「や、やめろよ、こんな夜中じゃ黒ミサじゃないか」

「ともかく、絶好のチャンスだな。罠わなじゃなきゃいいけど」

　二人は細さい心しんの注意を払って、牢ろうを抜け出した。すでに夜半を回っており、夜の暗がりが小さな二人の姿をうまく隠かくしてくれる。

　修道院は夜のしじまに包つつまれていた。部屋の一つ一つから健すこやかな寝息といびきが聞こえてくる。ところどころぼんやりと明かりが洩もれていたが、廊下に出てくる気け配はいはなかった。

「……こうしてみると、普通の修道院だよな。俺たちが盗ぬすみに入ったことも知らされてないみたいだ」

　ウィルは全身の神経を研とぎ澄すませながら、自問するように呟つぶやいた。

「もしかして、修道院自体はあいつらと関係ないのかな？　となると、教きよう皇こう庁ちようとも関係ないってことか。じゃああの本は一体なんなんだろう」

　ぶつぶつ呟いて考えているウィルとは対照的に、バズはおろおろと辺あたりを見回しながら、弱々しく、

「ウ、ウィル、このまま外に逃げた方が賢けん明めいなんじゃないか」

「いいよ、外に行って。俺おれは行く」

「そんなあ」

　文もん句くは言うものの、一人で逃げる勇気もなく、バズは尻しり込ごみしながら結局ウィルのあとをついていく。

　三階の例の部屋に向かって階段を上っている途中、ウィルは足を止めた。突然止まったので、ぴったりくっついていたバズが背中にぶつかる。

「な、なん──」

「しっ。歌声が聞こえる」

　ウィルは耳に手を当てた。バズも倣ならう。

　果たして、確かに遠くから小さな歌声が聞こえてきた。しかも、静かな合がつ唱しようだ。

「……聖せい歌かだ」

「や、やっぱり黒ミサか？」

「黒ミサで聖歌なんか歌うかなあ。よし、見にいってみよう」

　即そく断だん即実行がウィルのモットーだ。バズの返事も待たず四階の礼れい拝はい堂どうへと方向を変えた。バズも仕方なくついていく。

　清らかな歌声が近づく。黒ミサのおどろおどろしい響ひびきはない。

　礼拝堂に来ると、二人は昼間と同じように掃そう除じ用通路を這はい上あがった。ギャラリーから見下ろすと、二十人近くの人間が祈いのりを捧ささげていた。やはりジラたちだ。

　昼間は閉じていた祭さい壇だんの扉とびらが開き、神の像が顕あらわになっていた。その周りには何百本と蠟ろう燭そくが飾かざられ、森しん厳げんな世界を作り出している。どう見ても黒ミサではない。

　ウィルは窓の外を見た。月はない。今日は新月だ。

「……新月の礼拝だ」

「え？」

「新月の夜にミサを行おこなう古い宗派があるんだ。そうだ、ジラはダハーブの人間だもんな」

　ダハーブはゼフィッツイから南東にある、沙さ漠ばくの入り口の王国ハディマの一地方だ。教会の教えはダハーブの沙漠から生み出された。ゆえに、東へ行くほど、また沙漠に近づくほど、教えは古い宗派のものとなっていく。

「じゃあ、黒ミサじゃないってこと？」

「んなこと言ったら殺されらあ。教皇庁とは違う宗派だけど、向こうの方がずっと歴史があるもん。大体、古い宗派は戒かい律りつが厳きびしいんだ。どこにいても、罪人を見張ってる最中でも、大切な礼拝があれば仕事なんか放り出しちまうくらいだ」

「それで見張りがいなかったのか」

「おかげでこっちは助かったけどさ」

　ぼそぼそと二人は囁ささやきあい、気づかれないうちに礼拝堂から抜け出す。

　そして、誰にも見つからず、二人は例の部屋にたどりついた。ドアには錠じよう前まえが下りていたが、ウィルの針はり金がねであっさり破られた。

　中に入り、今度は内側から錠前を下ろす。

「よし、今のうちに」

　二人は急いで、再度テーブルと椅い子すを積み上げ始めた。そこで、ハッとバズが気づく。

「ウィル、石せき盤ばんは取りあげられちゃったじゃないか！」

　石盤がなければ地下室への扉は開かない。狼ろう狽ばいするバズに、ウィルは椅子によじ登りながらぴらぴら手を振って、

「だいじょーぶ、だいじょーぶ」

　そう言うと、石盤をはめる穴にあった、歪わん曲きよくした線状のでっぱりに手をかけ、回転方向に力をこめた。

　石盤のコピーで開いたということは、石盤自体に特とく殊しゆな細さい工くがされているのではないということだ。それなら、手で回しても同じことだろう。そうウィルは踏ふんでいた。

　ネジは思っていた以上に固かった。ウィルは歯をくいしばり、全身全霊を込あた。ガタガタと大きく揺ゆれる椅子を、バズが懸けん命めいに押さえる。

（ダメか？）

　諦あきらめがウィルの脳のう裏りをよぎったとき、ネジはぎりぎりと重い音を立てながら、ゆっくり動き始めた。

　力を抜かず、なんとか最後まで回し切る。前と同じように、最後に確かな手て応ごたえを感じた。

「ふうっ」

　安あん堵どしてウィルは大きく息をつく。椅子から降りると、バズが困こん惑わくした表情で、

「石盤は要いらなかったのか？」

「さっきだって偽にせ物もので開いたんだぜ」

「じゃあ、石盤にはあんまり重要性がなかったってことになるぞ。手で開くくらいなら」

「でも、どうせそこの入り口が開いたって、あの変な床ゆかの仕し掛かけを解とかないかぎり、本は手に入れることはできないんだから……」

　そこまで言って、ウィルはじっと天てん井じようを見上げた。

「？　どうしたんだよ」

「……あー、そーゆーことかあ。はー、ほー、なるほど。よし、行くぞっ」

　ウィルは一人でやたら納なつ得とくすると、バズに指示して、元に戻もどされていた棚たなを動かし、地下室への鉄の扉を開いた。そして、くすねてきた蠟ろう燭そくに火をつけ、階段を下りる。

「おい、一体なにがなるほどなんだよっ」

　階段に響ひびく自分の声にびくびくしながら、バズはウィルに尋たずねた。ウィルは一度来たことがある安心感からか、ずかずかと階段を下りながら、

「あの石盤のことだよ。あれはさっきの鉄の扉の鍵かぎってわけじゃなかったんだ」

「？」

「『花の咲く野に石二つ、墓はか場ばの石なら掘ほり起こせ。六つのされこうべに、かちかちなる歯は百六本』」

　一昨日、エドが博物館で訳してくれた文もん句くを、ウィルは復ふく唱しようした。バズは目をぱちくりさせた。

「……あれ？　今のフレーズ、どっかで聞いたような」

　やはりウィルと同じ反応を示す。ウィルは最後のステップを飛び降り、

「石盤にはフェルディナント教皇の業ぎよう績せきを讃たたえる文が刻きざまれてたんだ。でも、このフレーズだけ側面に刻まれてあった。トレジャーハンターの鉄則、『意味のない文にこそ意味がある』」

　そう言うと、例の床へと近寄った。ウィルの持つ燭しよく台だいが唯ゆい一いつの明かりなので、バズも慌あわてて近寄る。

「ほら」

　ウィルは透明な円い板を回転させた。キリキリキリと、ゼンマイを巻くような音がする。

「なにかが嚙かみ合ってる音だ。そこでトレジャーハンターの鉄則その二、『数字を見たら鍵だと思え』」

「そうか！　この仕掛けを外はずすヒントが石盤には書かれてあったんだ！」

　ポン、とバズは手を叩たたいた。だが、すぐに顔を曇くもらせ、

「石盤が割られてあったのもそのせいかな」

「たぶんな、盗ぬすまれないようヒントを分けたんだろ」

「じゃあ、ぼくたちも残り半分のヒントが分からないじゃないか。だから彼女はぼくたちには絶対取れないって自信満々だったんだな」

　バズはため息をついた。だが、ウィルはにやにやしながら、

「『花の咲く野に石二つ、墓場の石なら掘り起こせ。六つのされこうべに、かちかちなる歯は百六本。歌えよ歌え、八つの蹄ひづめが踏みしだき、神の国へは二百段。回れよ回れ、運命の歯車』」

　節ふしを付けて歌うウィルに、バズは「あっ」と小さく声を上げた。

「それ、ペルさんが歌ってた歌だろ!?」

「あったりい。ペルは教会語で歌ってたから、ちょーっと気づくのが遅おくれたけどな。よーし、運はこっちに向いてきたぜっ。歌の数どおりにこいつを回して──回して……」

　嬉き々きと喋しやべっていたウィルの頰ほおがぴくっと引きつった。バズは気づかず、指を折って、

「数っていうと、まず二だろ。それから、六、百六、八、二百……」

「百六」

「二百……」

　二人はじっと透明な板を見つめた。




　暗い、冷たい小さな部屋に、数を数える陰気な声が響く。

「……はちじゅうご……はちじゅうろく……はちじゅうしち」

「バズ、早い」

「あ、ごめん……はちじゅうきゅう……もう九十だったっけ？」

　盗んできた数本の蠣ろう燭そくだけが頼たよりで、それでもまだまだ暗いのに、寿じゆみ命ようは無情にも削けずられていく。ダイヤルを回すウィルも必死だが、数えているバズも焦あせっているので、テンポが合わなくなってしまい、すでに二度も始めからやり直していた。

「イヤな仕掛けだよなあ。始めのポイント捜さがすのも一苦労だってのに、最後までやってみないと合ってるかどうか分かんないんだもんな」

　いったん手を止め、ウィルは口を曲げて呆あきれる。もう怒る気力もないほど疲れていた。バズが上うわ目め遣づかいに見て、

「もしかして、やり方が違うとか」

「いやっ、これで合ってるはずだっ。よーし、あと百十回、回すぞーっ」

　自分の判断を信じているのか、やけになっているのか、ウィルは気合いを入れると、回転を再開した。バズもため息をつき、数を数え始める。

　結局、三度目の正しよう直じきで、二百を数え終わったところで、なんの前まえ触ぶれもなく透明の板はがくん、と外はずれた。

「わっ！　びっくりしたあ」

「うひっ。し、心臓に悪いな。取れるか？」

「ん。もうトラップはないみたいだ」

　ウィルは慎しん重ちように手を入れ、本になにも仕掛けがないことを確かめると、静かに取り出した。

　ぱらぱらと紙片が剝はがれ落ちる。ウィルは静かに、ゆっくりと表紙をめくった。

「…………？」

「なにが書いてある？」

「だめだ、こりゃ。俺には読めねえや。古典教会語の前の言葉だと思うけど、古すぎる」

　ウィルは本を閉じて肩をすくめた。バズも本を覗のぞき込んだ。

「……あのさあ、サマドのジラさんは『神の威い光こうを守る者』って言ってただろ」

「ああ」

「この本の存在を知られたからには殺す、ってことは、つまり、この本は、神の威光を汚けがす本、ってことか？」

　バズは上目遣いに、自信なさそうに言った。ウィルはぎくりとする。そんな考えは思いもよらなかった。言われてみれば確かにそうだ。

　だが、ウィルのなけなしの信しん仰こう心しんが、その考えを拒きよ絶ぜつした。

「で──でも、それなら、この本とっとと処しよ分ぶんすればいいじゃんか。まさかこの仕掛けが分からないわけないだろうし」

「それは、なにか特別な事情があってさ」

「大体、神の威光を汚す本ってなんだよ。教皇庁の不ふ祥しよう事じでも指し摘てきしたところで、大したことないじゃんか。今までにもいくらでもあったんだし。

　それより、ミサが終わる前にさっさとずらかろうぜ。こんなところ見つかったら、本当にジラの野や郎ろうに殺されちまう。俺おれは女装魔に殺されたかねーや」

「え？　彼女が男装していたんじゃないのか？」

「どっちにしろイヤだ。あの野郎、こんなことになるなら助けてやるんじゃなかったな」

　ウィルはぶつくさ文もん句くを言うと、本をふところにしまって階段を上り始めた。バズも透明な板を几き帳ちよう面めんに元に戻もどし、あとを追う。

　階段を上りきり、無ぶ事じ、物置の部屋に戻る。鉄の扉とびらを閉じ、一息ついたところで、窓の外を見たウィルが舌打ちした。

「ちえっ、夜が明けかかってる。もう脱走したことがばれたかな」

「や、やばいじゃないかっ」

「ちまちま逃げてらんないか。よしっ、窓から逃げよう。バズ、俺が捕つかまってもおまえは一人で逃げろよ。シンシアんとこ行って、どうにかしてもらってくれ」

　言葉のわりには危機感も焦しよう燥そう感かんもない口調で、ウィルはバズに言い渡すと、部屋に積まれてあった古い毛もう布ふを引き裂さき、手早くロープを作った。それをいちばん頑がん丈じようそうなベッドの脚あしにくくりつける。

「き、切れたりしないか？」

「だいじょーぶだいじょーぶ、落ちたら四割ぐらいで助かるはずだから」

　なんともあやふやで不安な返事をすると、ウィルはロープを窓から放り投げた。

「んじゃ、バズからどうぞ」

「えーっ!?　なんでぼくが先なんだよ！」

「でも、あとでもイヤだろ？」

「…………」

　バズはちらりと窓の下を覗のぞき、身み震ぶるいした。村ではよく木登りもしたが、壁へき面めんをロープ一本で下りるなどという芸当はわけが違う。

「ロープ登りなら学校でやってたじゃないか。まさかできないわけないよな」

「し、失礼な奴やつだなっ。ぼくだってできる！……時間をかければ」

「時間をかけないでさっさとやるっ。早くしないと殺されちまうぞ」

　ウィルの脅おどし文句にバズは観念すると、おそるおそるロープを伝って下り始めた。下りるというよりも、握あく力りよくがあまりないので、ずるずる滑すべっている感じだ。

　夜明け前なので、あまり風は吹いていないが、それでもロープはゆらゆらと揺ゆれる。

「ひーっ」

「泣くな、もうすぐ地面だぜ」

　ウィルからしてみればあっという間だったが、バズにしてみれば気の遠くなるような時間をかけて、なんとか無事に着地した。足が地面についた途と端たん、へなへなと脱力し、全身からどっと汗あせが湧わき出る。

「や、やった……」

「バズ、どけーっ」

　落ちつく間もなく、上からウィルの声が降ふってきた。仰あおぐと、ウィルがするするっとロープを下りてきて、瞬またたく間に着地する。

「ほら、行くぞ」

「……おまえは猿さるの大将か」

「？　なにわけの分かんないこと言ってんだよ。それより、思った以上に簡単に脱出できたな。これで、あとは無事ゼフィッツイまで戻れれば──」

「あそこにいたぞ！」

　ウィルの期待を裏切るように、上から怒号が飛んできた。ひゃっと首をすくめ、修道院を見上げると、礼拝堂辺あたりの窓から複数の顔が覗いていた。

「ちえっ、そんなに簡単に逃がしちゃくれないか」

「落ちついてる場合かっ。早く逃げよう！」

「裏に馬がいたよな」

　二人は馬小屋に向かって走り出したが、途中でウィルが、

「ちょっと待ったっ」

　急に立ち止まり、なんの目印もない地面を掘ほって本を埋うめる。

「もし捕つかまったら、殺したら本の隠かくし場所は分かんなくなるぞって脅おどすこと。よっしゃ、これでよし！」

「う、うん」

「早く帰んないとマギーにどやされるぜ。行こうっ」

　二人は再び走り出したが、そこまで用心しておきながら、それでもまだ彼らには精神的に余よ裕ゆうがあった。なんとなく今の状態を、喜劇ショーに出てくる悪党と追いかけっこをしているような気分でいたのだ。もちろん、喜劇の中で主人公は死ぬことは絶対ない。始し終じゆうふざけた態たい度どだったジラに「殺す」と言われても、現実味がなかった。それになによりも、自分たちが殺されるほど大したことをしているとは、どうしても思えなかったのだ。

　それが大きな誤あやまりであると気づくのに、そう時間はかからなかった。




　馬小屋には四頭の馬がいた。見知らぬ人間が入ってきたので騒さわぎ始めるが、ウィルはかまわず体格のいい馬を選んで、強ごう引いんにくつわを装着させようとする。

「鞍くらも乗せるのか？」

「んな時間ねえや。おい、大人おとなしくしてくれよ」

「ぼくがやるよ」

　昔取った杵きね柄づかというか、バズは父親の馬を世せ話わしてきたので扱あつかいは慣なれている。すぐに馬は大人しくなり、二人は背に乗った。手た綱づなはウィルが握にぎる。

「さあ、がんばってもらおっか」

「近くの町までだからね」

　バズが優しく馬の首を撫なでて語りかける。ウィルは手綱を引こうとして、ぎくりと体を強こわばらせた。

　馬小屋の入り口に、小さな男が立ちふさがっていた。

　男の目はひどく大きかった。ぎょろりとして、まるで落ちてきそうなほど──実際に眼がん窩かから押し出されてしまったのではないかと思えるほど、大きかった。上向きの鼻も小さな口も、目のせいでまったく目立たない。目の中に顔があるようだ。髪の毛は申しわけ程度に生はえているきりだが、それなのに額ひたいがほとんどなかった。顔のすべてが目なのだ。

「オ……オマエタチ、逃ガ、サナイ」

　たどたどしい口調で男は言う。ぎょろりと目が動き、瞬まばたきすると眼球はぬらりと光った。

　ウィルは慄りつ然ぜんとした。

（カエルだ──カエルの目だ）

　小男はなんの武器も持っていなかった。ただ無む造ぞう作さに立ち、ウィルたちの行く手を遮さえぎっているだけだ。

　だが、その不ぶ気き味みな存在感はなんだろう。そのまん円まるい目に見つめられ、体がすくむ。

「ウ、ウィルっ」

　バズが上うわ擦ずった声を上げる。ウィルはどくどく心臓を鳴らしながら、手綱を固く握りしめた。

（こんな小男、大だい丈じよう夫ぶだ。馬を走らせたらすぐどく。どかなくても）

（やられる前にやれ）

　父親からくどいように言われた、先手必勝の法則。ウィルは男を蹴けり殺すことも辞じさないつもりで、馬の腹を蹴ろうとした。

　だが、足が動かない。

　精神的なためらいがそうさせているのかと思った。ウィルは考えを変え、男を威い嚇かくしようとした。だが、口が開かない。

「!?」

　必死にどこか動く場所を探さがしたが、足はむろん、手も、頭も、凍こおりついたように動かない。呼吸をすることさえだんだん困こん難なんになっていき、ウィルは喘あえいだ。自分が今までどのように息を吸って吐はいてきたか、分からなくなる。

「ウィル？　どうしたんだ？」

　ウィルの異変に気づいて、バズが腕を摑つかんで揺らした。だが、ウィルの体は硬こう直ちやくしており、手綱を握りしめた姿勢のまま、ぐらりと馬の背からずり落ちる。

「うわわっ」

　慌あわててバズは支ささえたが、自分よりも重いウィルを支えきれるはずがなかった。二人して馬の背から落ちる。

「あいたたたっ」

　バズは身を起こそうとしたが、手綱が絡からんでうまくいかなかった。ウィルを見ると、びくっ、びくっと、間隔を開けて大きく痙けい攣れんしている。

（引きつけ!?）

　去年家に運ばれてきた子供の症状を思い出し、バズはとっさにシャツを脱いでウィルの口の中に突っ込んだ。

「ウィル！　しっかりしろ！　どうしたんだよ！」

「しっかり押さえておくことね」

　涼すずやかな女じよ声せいにバズは振り返った。

　小さな男の隣となりに、サマドのジラが佇たたずんでいた。その背はい後ごには彼女の部下たちの姿がある。ジラは厚い唇くちびるに微笑を浮かべると、

「どう、トリックの息子むすこ。『神の寵ちよう愛あいを受けた者』の呪のろいは」

「の、呪い？」

　バズがおっかなびっくり聞き返した。

「呪いを受けた者は体が動かなくなり、息をすることさえついにはできなくなる。これが神が我わが一族に授さずけてくださった力、選ばれし民たみの証あかしよ」

　そう言うと、ジラは歩み寄ってきた。怯おびえるバズには目もくれず、ウィルの前で屈かがみ込む。

「それにしても、逃げるとは思っていたけど、まさかアレを盗んでいくとは思わなかったわね。せっかく針金のお礼にチャンスをあげたのに。好奇心は猫を殺すって本当ねえ」

「…………」

　ウィルは苦しそうに顔を歪ゆがめ、ジラを睨にらみつけた。ジラは楽しそうに、

「そうやって苦しんでいる姿はホント、トリックにそっくり！　あと五年──三年待ったらいい男になったかしら？」

　喋しやべりながらジラはウィルの体をまさぐったが、目的のものがないと分かると口を尖とがらせた。

「いやあね、どこまでも手回しがいいんだから。そこのボク、本はどこにやったの？」

　ジラに問いかけられ、バズはあとずさった。

「ダメよ、もう。あんたたちは逃げられない」

　ジラは心底楽しんでいるようだった。自分よりも力のない、幼おさない者をいたぶることが快感であるとでも言いたげに、幸せそうに笑う。

　蛇へびに睨まれた蛙かえるのように、バズはガタガタと震ふるえた。ようやく目の前にいる女が自分たちを本気で殺そうとしていることを、頭だけではなく全身で悟さとったのだ。得え体たいの知れない恐きよう怖ふが腹の底から湧わきあがってくる。

　バズは震えながら、隣となりで息を切らしているウィルを見た。

（ぼ、ぼくがどうにかしなくちゃ。ぼくが）

　必死に恐怖を抑おさえ、バズはなるべくジラと視線を合わせないように、

「ほ、本の在あり処かと、ぼくたちの安全と、と、取り引きだっ」

「しかたないわねえ、いいわよ」

　茶ちや化かすようにジラは答える。バズは唾つばを吞のみ込んだ。

「ほ──ほんとうに？」

「あんたたちを逃のがすのは手痛いんだけど、あの本を失うわけにはいかないのよ。約束は守るわ、私の母の名にかけて」

　バズはびくびくしながらジラを見た。果たして彼女は本当に約束を守ってくれるだろうか。とてもその口調からは信じられない。

　だが、バズにはそれ以上打つ手がなかった。

「本は──」

「…………」

　ウィルがなにか言おうと、苦しそうな顔をさらに歪める。だが、バズは気づかず言葉を続けた。

「本は、前庭の、どこかに埋うめてあるんだ。場所はよく分からないけど」

「あら、そう」

　ジラは満足そうに頷うなずくと、部下たちに指を鳴らした。半分が前庭に向かって走っていく。

「こ、これで、ぼくたちを見み逃のがしてくれるんでしょう!?」

　バズが裏返った声で叫さけんだ。ジラはその声さえも楽しそうに、陶とう然ぜんと瞼まぶたを閉じると、

「私の母の名はサンドラというの」

「…………」

「噓うそつきサンドラ。一族を欺あざむいて逃げ出そうとしたバカな女だわ」

　彼女の言葉とともに、残っていた部下の一人がバズに摑つかみかかった。バズは仰ぎよう天てんはしたが、とっさに体は動かず、そのまま猫の仔このように吊つるし上げられる。

「ひゃっ！　た、助けて！」

　顔を真っ赤にして悲ひ鳴めいを上げるバズ。ジラは大きな口に妖よう艶えんな微び笑しようを浮かべると、

「母は相手の男とともに、簀す巻まきにされて川に放り込まれたわ。もちろん、あんたたちもそうしてあげる、母の名において」

「…………」

　ウィルが呟つぶやく。だが、虫の息の声では聞き取れない。ジラが耳を寄せた。

「んー？　トリックの息子、なにか言ったかしら？」

「だから……神さまに、誓ちかわせろって、言ったのに……」

　悔くやしそうにウィルは呟く。にやりとジラは笑った。だが、今度は口元だけで、目は笑っていなかった。

「まったく大したお子さまだこと、私たちのことをよおーく理解しちゃって、まあ！　危あぶない、危ない、こんな子供はさっさと殺しちゃった方が身の為ためだわ。おまえたち、この二人をベジヌレ川へ連れておいき」




　ウィルたちが二度目にジラに捕つかまってからさかのぼること半日、一人ゼフィッツイに残ったマギーは、ドリーンをなんとか説せつ得とくしようと試こころみ続けていた。

　が、ドリーンは、

「だめです」

　の一点張り。最初は下した手てに出ていたマギーも、次し第だいに声が大きくなって、

「どうしてダメなの!?　あんなにペルは『お姫ひめさま』に会いたがってるのに！　お姫さまは本当にドリーンさんのことなのっ、ペルはあなたのこと愛してるのよ！　ペルの願いをかなえてあげてよ！」

「…………」

　なにをどう言っても、ドリーンは返事をしない。マギーもいい加か減げん疲れてしまった。

（もう、なにを言っても無理なのかしら）

（エンゼル・ハートクラブ結成以来、初めての不成功になるかもしれない）

　諦あきらめがマギーの背中に重くのしかかってきたとき、ふと、ではなぜドリーンがこれほど拒否するのか、考えていなかったことに気づいた。

　マギーの脳のう裏りに、昨日のタッカー・デヴォーとマロリー・デヴォーの思い詰めた顔がよみがえる。

（ドリーンさんがあの二人と同じ意見だったら？）

　そう思い至いたった途と端たん、マギーはどっと不安にかられ、うろたえた。ペル中心に考えていたあまり、ドリーンの気持ちを失念していたのだ。塔とうでウィルが吐はき捨すてるように言った言葉を忘れていた。

　ドリーンがペルにどんなことをされてきたか、マギーは知らない。だが、タッカーの憎にくしみと根を同じくするものが、ドリーンの寂さびしい微び笑しように表れてはいなかったか？

　後こう悔かいと恥はずかしさで心がいっぱいになり、マギーは震ふるえる声で、

「や──やっぱり、ペルを嫌きらいだから、ダメなの？」

　うつむいていたドリーンが顔を上げる。マギーは泣きそうな表情で、

「ドリーンさんも、ペルを憎んでいるの？　このままの方がいいって、そう思ってるの？　そうだったら、あたし、あたし……」

　ペルの恋を成じよう就じゆさせようと思うあまり、相手の気持ちがどうであるかを考えなかった。ペルがドリーンを愛していたとしても、ドリーンがペルを愛しているとはかぎらないのだ。かぎらないどころか、常識的に考えれば、二人の子供たちと同じように憎み、恨うらんでいるはずである。

（それなのに一方的に押しつけようとしたなんて、あたし、あたし、エンゼル・ハートクラブの会長失格だわ……！）

「あたし、ごめんなさい……ドリーンさんの、気持ちも考えないで……」

　ぽたぽた涙をこぼすマギーの手に、そっとドリーンが手を重ねた。彼女はやはり静かな、寂しそうな笑みを浮かべて、

「ありがとう。わたくしたちのことを本当に考えてくれているのね。でも、『姫君』なんてどこにもいないのよ。『姫君』なんて、存在しないの。だから、あの人と『姫君』を会わそうなんて考えないで。おねがい」

「じゃあ、じゃあ、もし、あたしたちがドリーンさんが『姫君』だっていう証しよう拠こを持ってくれば、『姫君』としてペルと会ってくれる!?」

　一いち縷るの望みにすがって、マギーは尋たずねた。ドリーンは一いつ瞬しゆん絶ぜつ句くし、それから困こまったように、

「だから、ね、そういうことではなくて……」

「ウィルたちが今、証拠を捜さがしています！　キリッシ修道院ってとこに行って、きっとドリーンさんがお姫さまだって証拠、持ってきますから！　そうしたら……！」

　マギーは必死になって、ドリーンの腕にすがりついて頼たのんだ。ドリーンは悲しそうに、自分の四分の一しか生きていない少女を見つめていたが、

「……ごめんなさい」

　本当にすまなそうに、聞き取るのもやっとの声で、そう呟つぶやいた。
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　遠くで誰だれかが騒さわいでいる。

　彼は深い眠りの中で、そう考えた。

　とても騒がしい。がやがやと、大勢の人間が周まわりで騒いでいる。

　喧けん噪そうの中で、ひときわ通る声が響ひびきわたる。

「……神はおっしゃられた！　まず異い教きよう徒とから救われよ！　さすればおまえたちの前に楽園の扉とびらは開き、永遠に救われるであろうと！　すなわちこれは、異教徒を神の元に送ってその魂たましいを救えということであり、異教徒をすべて葬ほうむらないかぎり、我われ々われの前に楽園の扉は開かれないということである……！」

　わあっと、大勢が歓かん声せいを上げる。とても大勢の人間の歓声が。

　ハッと、彼は目を開いた。反射的に手にしていた大剣を振り回す。

　ぐじゃりと、硬かたくて軟やわらかいものが潰つぶれる感かん触しよくが手に伝わってきた。慣なれた感触だ。

「危あぶないところだった」

　彼の意識とは無関係に、彼は呟つぶやく。彼が斬きった男は手足をぴくぴくと痙けい攣れんさせていたが、生きてはいなかった。頭から肩までのほとんどを、彼が叩たたき潰してしまったからだ。

　振り向くと、彼が築きずいてきた死体が累るい々るいと、道となって続いていた。彼の戦歴だ。銃はとうの昔に失ってしまったが、剣があればなんてことはなかった。

（ココハ）

　小さな村だった。北の大地の、一年の半分は雪と氷に閉ざされてしまう、辺境の地。木造の簡かん素そな家が数十軒、ツンドラの森林を伐きり拓ひらいた土地に寄り添そうように建たっている。雲を操あやつり、氷の城に住む神を信じている、野や蛮ばんな北の民族の村。

（アア）

（アア。ココハ）

　肩を叩かれ、彼は振り返った。と同時に景け色しきががらりと入れ替わり、彼はどこかの礼れい拝はい堂どうの中にいる自分を見いだす。

　聖職者がにこやかな笑みを浮かべて佇たたずんでいた。だが、顔がない。口だけののっぺらぼうだ。

「あなたに折り入って頼たのみがあります、リッセ将軍。あなたにしか頼めない、教会の権けん威いを守る──いいえ、神を同じくする者すべての尊そん厳げんを守る、重大な任務なのです」

　聖職者が喋しやべる。またもや彼は意識とは関係なく、喜よろこびに満ちた声で答えた。

「光栄です。しかして、その任務とは」

「この教会から大事な本が異教徒の手によって盗ぬすまれてしまったのです。それをこの聖戦の間に奪だつ回かいしてほしい。その本は神の子の聖せい典てんに等ひとしいくらい、大切なものなのです」

「では、この聖戦は！」

「さよう。この聖戦の真の目的はその本を取り戻もどす為ためなのです。しかし、それを人に知られてはなりません。その本はあまりにも大切であるがゆえに、存在を知られてはならないのです。これは私たちとあなただけの秘密です」

（アア。ヤメロ）

　彼は怒ど鳴なろうとした。だが、意識で肉体を動かすことはできなかった。

　今なら分かる。これは聖職者ではない。愚おろかな自分たちを巧たくみに扇せん動どうし、偽いつわりの神の言葉でもっておぞましい戦いを行おこなわせた輩やからだ。

　こいつらこそ、悪魔の手先だ。

　彼は膝ひざをついた。途と端たん、再び彼は寒く暗い曇どん天てんの寒かん村そんに戻っていた。彼は膝をつき、今しがたトマトのように潰した男の死体を漁あさっていた。籠こ手ても皮のグロープも血ち塗まみれになる。

　そして、そのふところから一冊の本を取りだした。表紙はボロボロだった。血もごまかしがきかないほどついてしまった。あとで直してもらわなくてはならない。

　彼は本を手に立ち上がった。自分がこれから戴いただく栄えい誉よと誇ほこりに顔を輝かがやかせているのが分かる。

「よくぞ取り戻してくれました」

　さっきの聖職者の声が、雲の合間から聞こえてくる。

「あなたには神の威い光こうを守った褒ほう賞しようとして、鍵かぎの番人となる栄誉を与えましょう。鍵の半分はあなたに、もう片方は──に。一生をかけて守り抜いてください。神の騎き士し、選ばれた勇ゆう者しやよ」

（神ノ騎士。勇者）

　立ちつくす彼に、突然吹雪ふぶきが襲おそった。思わず瞼まぶたを閉じ、しばらくしてうっすらと開く。

　雪は花びらに替わっていた。花吹雪に取り囲まれ、彼は自分が花畑の中に佇たたずんでいることに気づく。

　そして。

　金の髪かみの少女が目の前に立っていた。美しい少女だった。抜けるように白い肌はだ、やわらかそうな、バラ色の頰ほお、優やさしげな目は心配そうに彼を見ていた。

「怪け我がをしているの？」

　美しい空色の双そう眸ぼうの中に、彼は血ち塗まみれの自分を見いだした。

（コノ少女ニ比くらベテ、俺おれハナント醜みにくイ姿ダ。醜イ）

「……俺が怖こわくないのか」

「知らない人は怖いけど、でも、怪我をしているなら心配よ。大だい丈じよう夫ぶ？」

　彼はじっと、血塗れの自分と少女を見比べた。汚けがれない瞳ひとみ。清せい純じゆんな手。多くの人の愛に包つつまれて幸しあわせに育ってきたことが一目で分かる。

（自分ガソウデナカッタト言ウノカ？　俺モ両親ニ大切ニ育テラレ、愛サレ、傲ごう慢まんニ、ナニ不自由ナク生キテキタ。育チノ問題ジャナイ。俺ハ自みずかラ悪魔ノ手先ニ落チタ）

「俺は……犯罪者だ。女王陛へい下かの暗殺を企たくらんだ罪つみを負おわされた」

　彼の言葉に少女は不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげた。

「たとえ犯罪者でも、怪我をしている人は放っておけないわ。神さまはどんな人でも親切にしなさいとおっしゃっているもの」

「じゃあ、俺が異教徒だったら、おまえはやはり逃げ出すのか」

　皮ひ肉にくっぽく彼は言った。だが、少女はにこりとほほえんで、

「なぜ？　神さまはどんな人でもとおっしゃったんですもの。異教徒というのは、まだ神さまの教えを知らない不幸な人たちのことよ。だから、宣せん教きよう師しさまが一いつ生しよう懸けん命めい布ふ教きようなさっていらっしゃるのでしょう？　私たちはほんの少し先に神さまの言葉を知っただけで、傲慢になってはいけないわ」
















　しっかりした少女の返事に、彼は硬こう直ちよくした。抱きしめれば折れてしまいそうなほど華きや奢しやで繊せん細さいな少女は、光をまとい、神こう々ごうしいまでに美しく輝かがやいていた。

（天使ダ）

（彼女ハ天使ダ）

「それがおまえの妻となる女だ」

　天から再び声が聞こえた。

　そうだ、と彼は思った。この少女は未来の妻。亡ぼう命めいしてきた彼の命を守る為ため、叔お母ばが自分の跡あと取とり娘を差し出してくれた。

（俺ハコノ天使ヲ守ッテヤルコトガデキルノダロウカ）

（コノ無む垢くナ天使ヲ）

「そんなことができると思ったか！」

　世界を震しん撼かんさせる大だい音おん声じようとともに突風がどうと吹いて、彼は叩たたき倒された。一いつ瞬しゆんにして花畑は消え、三たび、あの暗い死の渦うず巻まく北の村へと突き戻される。

「よく見てみろ！　きさまの手は血にまみれている！」

　叩きつけられるような怒ど号ごうに、彼は自分の手を見た。

　どす黒い血がべったりとこびりついていた。手だけではない、足も顔も、髪も、狂おしい異い臭しゆうを放つ血がこびりついている。

（アア）

（アア！）

「すでにきさまはあの天使を守る資格を失っているんだ！　きさまに人並みの幸せを持つ資格はない！　たとえ妻を得、子を得たとしても、愛される資格はどこにもない！　きさまに持つことが許ゆるされるのは、きさまに殺された何百人もの人間の恨うらみだ！　ああ！」

　彼は自分が叫さけんでいることに気づいた。自分の罪を告白しているのは彼自身だった。

　彼は今にも自分を押し潰つぶしそうな、重い灰色の雲に向かって手を伸ばした。

（ああ。神よ）

（神よ、お許しください！）

（私のようなおぞましい人間の妻となり、子となった者たちに、慈じ悲ひの手を！）

（ああ、できることなら、すべてをやり直したい。すべてを、あの、愚おろかしい戦いの前に戻り、神の名を騙かたる者たちにさえ出会わずにすんだら）

（あのときに戻れたら）

（あそこはどこだ。あの場所は。すべての災わざわいの源みなもととなった、あの礼拝堂は──）

「ウィルたちが今、証しよう拠こを捜さがしています！　キリッシ修道院ってとこに行って！」




　突然、すべての怪あやしい世界を覆くつがえすように甲かん高だかい声が轟とどろき、ペルはくわっと目を開いた。その瞬間、夢とも記憶の断片ともつかないものたちが、彼の頭からすべて霧む散さんする。

　彼は細い目をできるだけ大きく開き、ベッドの上に仰あお向むけになったまま、凝ぎよう然ぜんと天てん井じようを見つめた。

「……キリッシ、修道院？」

　どこかで聞いたことのある名前だ。遠い昔、よく聞いたことのある──

「おお！　そうだ！　奴やつらの本ほん拠きよ地ちではないか！」

　ペルはがばっと体を起こした。背中がずくんと疼うずいたが、今の彼にとっては無視できるほど小さな痛みだった。

　そうだ、キリッシ修道院だ。ペルは目を爛らん々らんと輝かせた。

「姫ひめが囚とらわれているのはキリッシに間違いない！　姫、今助けにまいりますぞ！」




　結局、徹底的にドリーンに拒きよ否ひされてしまったマギーは、とぼとぼとアパートに帰った。が、エドも帰っておらず、一人寂さびしく部屋でウィルたちが帰ってくるのを待った。

（キリッシ修道院まで馬車で半日かかるって言ってたから、行って帰ってくるだけでも一日かかっちゃうわ。もしかしたら今日は帰ってこないかもしれない。先に寝ちゃおっと）

　兄夫婦も未いまだ病院に行ったままで、マギーは一人寂しくベッドの中に入った。だが、夜が更ふけていくにもかかわらず、目はどんどん覚さめていく。

（ウィルたち大だい丈じよう夫ぶかしら。なにか変なことに巻き込まれてなければいいんだけど）

　辺あたりはしんと静まり返っている。いつもは三人でわいわい騒さわいで窮きゆう屈くつな部屋が、今夜はやけに広く、閑かん散さんとして見えた。外で野や犬けんが遠とお吠ぼえを上げ、びくっとマギーは震ふるえ、慌あわてて布ふ団とんの中に潜もぐり込む。

「うぃるう」

　怖こわくなってマギーが涙目になっていると、突然、玄げん関かんのドアが乱暴に叩かれた。

「きゃっ！」

「ウィル・ゴーダ！　ウィル、捜し屋さん！　おねがい、起きてちょうだい！」

　動どう転てんした、しかし、聞き覚おぼえのある声がドアの向こうから飛んできて、ベッドから落ちそうになっていたマギーは驚おどろいて立ち上がった。

「ドリーンさん!?」

　急いでかまどの炭すみでランプに火をつけ、ドアを開けると、ドリーンが暗いランプの明かりでも分かるほど、青ざめた顔で佇たたずんでいた。よっぽど急いで出てきたらしく、いつもはきちんとまとめられた髪も、少々乱れている。

「こんな時間にどうしたの？」

「ああ、ああ、ごめんなさい、少し動転していて、なにをしているのか、自分でもよく分からないのだけど、でも、あなたたちの力を貸してほしくて、私一人ではどうしていいのか分からなくて」

　本当に動転しているらしく、ドリーンは支し離り滅めつ裂れつなことを捲まくし立てる。

　マギーは困こん惑わくしながらも、彼女の腕を摑つかんだ。

「どうしたの？　ペルになにかあったの？」

「ああ、そう、そうなの！　あの人が、ペルが、あの体で、馬に乗って飛び出していって、私、止めたのだけれど、止めたのだけれど──！」

　それ以上は興こう奮ふんのあまり言葉が出てこないようで、ドリーンは目を大きく開くと、ぼたぼたと涙をこぼした。

　マギーはうろたえた。幼おさない子の面めん倒どうはよく見るが、まさかこんな自分の母親ほどの年齢の女性、しかも貴族の婦人の面倒など見たことない。こんなときに限ってウィルもエドもいないのだ。

（せめてバズでもいたら）

　バズでもいたら、向こうがうろたえる役を担になうので、自然と自分がどうにかしなくては、という気になる。そう考えたマギーは、ふと、別にバズがいるときと同じようにやればいいだけの話だということに気がついた。

（そうよね。別に、あたしがバズの役をやることはないんだわ）

　大きく深呼吸し、マギーは気を落ちつかせると、ドリーンに向かって、

「ドリーンさん、おじいちゃんはどこに、なにしに行ったの？　それを教えて」

　力強くゆっくりと、諭さとすようにマギーは尋たずねる。その口調がウィルとよく似ていることに、マギー自身は気づいていなかった。

　マギーの毅き然ぜんとした態たい度どに、ドリーンもようやくパニックから脱したようだった。自分の娘より年下の少女に醜しゆう態たいを見せたことを恥はじてか、うっすらと頰ほおを紅こう潮ちようさせ、

「ああ……あの人は、『姫君』を助けにいくのだと、キリッシ修道院に向かったの」

「キリッシ！」

　ドリーンの返事に思わずマギーは叫びかけ、慌てて口を閉じた。ここで取り乱したりしたら、ドリーンもまたうろたえるだろう。

　マギーはできるだけ平静をよそおって、

「キリッシ修道院？　記憶が戻もどったの？」

「さ、さあ……でも、落ちたショックでなにか思い出したかもしれないわ」

「それでも、やっぱり『姫君』は思い出していないのね」

　マギーは親指を嚙かみ、頭をフル回転させた。キリッシには今、ウィルとバズがいるはずだ。二人がペルを見つけてくれればいいが、すれ違いになる可能性の方が大きい。

　大体、馬車で半日かかる距きよ離りを、怪け我が人にんのペルが馬を走らせ続けられるだろうか。

（……エド。そうだわ、エドを）

「ドリーンさん、馬車で来た？」

「ええ」

「ペルを追いかけるわっ──その前に、ちょっと着替えさせて！」

　そう叫ぶと、マギーは急いで部屋に戻った。




　サマドの一団の手によって、縄なわで簀す巻まきにされたウィルとバズは、修道院から担かつぎ出された。そして、修道院の水源にもなっている、近くの川まで運ばれていく。

「約束が違うじゃないか！　噓うそつき！」

　あまりの悔くやしさに、バズが珍めずらしくヒステリックになって怒ど鳴なり続けた。ジラは最初は楽しそうに聞いていたが、そのうち飽あきたようで、

「ああ、もう、子供の声ってうるさいわ。誰だれか、口を塞ふさいでちょうだい」

　ジラの一言で、部下の男がすぐさまバズに猿さるぐつわを嚙かませる。

　部下たちはまったく疑問を挟はさむことも意見することも、了りよう解かいの言葉さえ言わなかった。それはすなわち、ジラの言葉が彼らにとって絶対ということだ。

「うー、はうー、ふー……」

　しばらくはばたばたと暴あばれていたバズも、すっかり疲れてしまったらしく、大人おとなしくなった。半泣きの表情でうなだれる。

　ウィルは男に担がれてぐったりしながら、ジラを見た。息がほんのわずかしかできず、朦もう朧ろうとしているが、なんとか意識は保っている。

　ジラが彼の視線に気づき、近寄ってきた。

「なにか言いたそうね、トリックの息子むすこ。言ってもいいわよ」

「…………」

　なにも答えられないウィルにジラは怪け訝げんそうな顔をし、それから声を立てて笑う。

「ああ、そうだった！　呪のろいがかけられているんだったわね！　愚おろかなトリックの息子、もういいわよ、呪いは解とけたから」

「……なんだって？」

　声を絞しぼり出してウィルは聞き返した。ジラはにやにや笑いながら、

「呪いは消えたわよ。ほーら、きれいさっぱり。ひょひょいのひょい、と。呪じゆ文もんはこれでいい？」

　ぴらぴらとウィルの目の前で手を振ってみせる。ウィルは急に喉のどの圧あつ迫ぱくが消えたのを感じた。今までの息苦しさが噓うそのように引く。

　そう、まるで幻げん覚かくだったとでも言うかのように。

「どお？　楽になったでしょ。さあ、話してごらんなさいな」

「……ペル・デヴォーは、どうする気なんだ」

　ウィルは注意深く、ジラを睨にらみながら言った。

「おや、自分が殺されるっていうのに、他人の心配？　安心して、すぐに一いつ緒しよに天国に送ってあげるわ。サマドの司し祭さいが直じき々じきに送ってあげるのよ、天国行きは間違いなしね」

　ウィンクして嬉き々きとジラは答える。ウィルは辟へき易えきして、

「そんな、中世の聖せい騎き士しみたいなことを……一体じいさんがなにしたんだよ」

「彼は勇者だわ」

　うっとりとジラは手を組んで言った。本気なのか冗じよう談だんなのかまったく分からない。

「北ほく方ほう聖せい戦せんで多くの異い教きよう徒とを殺し、神に捧ささげてくれたわ」

「神さまは隣りん人じんを愛せよって言わなかった？」

「言わないわよ」

　きっぱりと否定するジラ。

「神はこうおっしゃられたわ。まず異教徒から救われよ。さすればおまえたちの前に楽園の扉とびらは開き、人は救われるであろう──『三番目の神の子』の予言よ。すなわち、異教徒の命を神に捧げて救ってやれということだわ」

「よくそういう解かい釈しやくができるな！　それが隣人を愛するってことだろっ」

「私たちは隣人を愛しているから、彼らを救ってあげようとしているのよ」

　ふふふ、と笑いながらジラは言い返す。ウィルは鼻はな白じろんだ。どこまでも平行線だ。

「……勇者をどうして殺そうとするのさ。変じゃないか」

「言ったでしょう、あれは約束を違たがえたと。彼はね、勇者だった。あの本を異教徒の手から取り戻してくれたのよ。サマドはその功こう績せきの褒ほう賞しようとして、彼に鍵かぎの番人としての栄えい誉よを与えたわ。四十年も約束を守り続けたのに、まさかボケてこんなことをするとはねえ。この件でサマドが呼ばれるのは、ペル・リッセが死んだときと思ってたんだけど」

「呼んだって、誰だれが」

「私たちの仲間は至いたるところにいるのよ。このキリッシにも、ケーヴェンハーデンにも、私たちを煙けむたがっている教きよう皇こう庁ちようにさえ！」

　優ゆう越えつ感かんに浸ひたった表情で、高らかにジラは笑う。

「四十年前、教皇庁はサマドをケーヴェンハーデンから追い払う為ために、女王派に味方してリッセ家を取り潰つぶさせたのよ。ええ、本当よ。拠きよ点てんを失ったサマドはいったんはケーヴェンハーデンから手を引いたわ。でも、ここにあの本があるかぎり、私たちはいつでもいくらでも戻ってくる。私たちは『神の威い信しんを守る者』なのだから」

　豊かな胸を張るジラ。ウィルはじっと彼女を睨にらんだ。

「今の話だと……北方聖戦は、あの本を盗ぬすまれたから、それを取り戻す為に行おこなわれたってことか？　それも、あんたたちが、ケーヴェンハーデンを操あやつって？」

　ジラは口元だけでニイッと笑った。目は笑っていない。

「北方聖戦は神に奉ほう仕しする為に行われたのよ。それ以外のなにものでもないわ」

「たかだか本一冊で！　そんなに大事なもんかよ、あんな小こ汚ぎたない本が！」

　今までのもやもやを吹き飛ばす勢いで、ウィルは怒ど鳴なった。隣となりでぼんやりしていたバズが、驚おどろいて振り向く。

　ジラはすっと目を細めた。もう顔も笑っていなかった。ウィルを睥へい睨げいし、

「あれは世間に知られてはいけないもの」

　低い、女の声とも男の声ともつかない、硬質な声。ウィルは背筋に冷たいものが走るのを感じた。逆げき鱗りんに触ふれた、そんな感かん触しよくだった。

「あれはこの世に必要のないもの。でも、処しよ分ぶんすることもできないもの。あれはキリッシの地下深くに封ふう印いんしておくしかすべがない。何なん人ぴとにも知られてはいけない──あれの存在を知った者はすべて処分してでも、隠かくし通さなければならないのだ」

「それで北方聖戦を行わせたのか!?　あの本を知った人間を殺す為に!?」

「盗まれてから誰が見たか分からなかったんですもの。まとめて処分した方が手っ取り早いでしょう？」

　さっきの声とは打って変わった明るい声で、ケラケラとジラは笑った。だが、話が話だけに、ウィルは慄りつ然ぜんとして、

「……あんたら、おかしいや」

「褒ほめ言葉としてとっておくわ」

「それで、あの本は一体なんなんだよ」

「それを教えると思う？」

　茶目っ気たっぷりに、ジラは片目をつむって聞き返した。

「答えは、教えない、よ。油ゆ断だんは大敵、特にトリックにはしてやられたからね、最後まで用心しなくっちゃ。でも、もうそんなこと気にする必要もなくなるわ」

　ジラはニッと笑うと、つんと尖とがった顎あごで前方を指さした。簀す巻まきにされて動きがとれないが、なんとか首を回して見ると、目の前の地面がすっぱりと切れてなくなっていた。

　崖がけだ。

「ほら、ベジヌレ川よ。トリックの息子に見せてあげて」

　ジラの言葉で、ウィルを担かついでいた男が簀巻きを崖に突き出した。ウィルは眼下に見える深く切り立った崖に、ぞわっと肌はだを粟あわ立だたせた。

　川は断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの、はるか下を流れていた。三十メートルぐらい高さはありそうだ。周囲が平へい坦たんな土地なのに、なぜかここだけ深く抉えぐられ、まるで氷ひよう河がの狭はざ間まにできるクレバスのようだった。対岸までは十メートルもないのだが。

　あまりの高さに川の流れの音も聞こえない。ウィルは全身の血が引いていくのを感じた。

　ここから落とされて助かるだろうか。いや、よしんば川にうまく落ち、気を失わなかったとしても、この簀巻きにされた芋いも虫むし状態でどうやって泳いで岸に上がれというのだ。

「こっ──このっ、ばかっ、やめろ！　俺を殺したらシンシア・ラズボーンが黙だまってないぞ！」

　ウィルは顔を真っ赤にして喚わめき立てた。だが、ジラは自分の髪をいじりながら、

「たしかにこの国じゃ当分活動できなくなるけど、ダハーブの沙さ漠ばくまではラズボーン家の名は通用しないわ。怖こわいのはトリックの復ふく讐しゆうだけど、まあ、なんとかしてみせるわよ。じゃあね、トリックの息子。あのときの針はり金がねはとても役に立ったわ。お友達も一いつ緒しよだから怖くないわよね」

　ジラはウィルの唇くちびるに吸いついた。べったりと濃のう厚こうな色の口くち紅べにがつく。

「じゃあね」

　ニイッと、大きな口でジラは笑った。ウィルが身を硬かたくした、そのとき。

　蹄ひづめの音がにわかに聞こえたかと思うと、朗ろう々ろうたる声が荒野に響ひびきわたった。

「やあやあ、我われこそは勇者ペル・リッセなるぞ！　我わが姫ひめをお救いする為、悪魔を崇あがめたてる悪あしき者たちを征せい伐ばつする為、今ここに見けん参ざん！」

　口こう上じようを喚き立てながら馬に乗って颯さつ爽そうと現れたのは、騎き士しの姿も凛り々りしい、ペル・デヴォーその人だった。

「ペル!?」

　ウィルは仰ぎよう天てんして、今まさに殺されようとしていることも忘れて叫さけんだ。ペルは塔とうから落ちた怪け我がで、家で寝ているはずなのに。バズも目を円まるくして、啞あ然ぜんとペルを見る。

「あら、飛んで火にいるなんとやら、ね。いいわ、一緒に処分してあげる」

　ジラは少し驚いたものの、楽しげに言って部下たちに手を振った。手の空あいていた部下たちは、一いつ斉せいに馬上のペルに飛びかかる。

（素す手で？）

　サマドがなんの武器も持っていないことに、ウィルは訝いぶかった。それでも多た勢ぜいに無ぶ勢ぜい、しかもペルは怪我人の老人という、ハンデを二つも負おっている。

「ペル！　来るなって！　ばか！」

　だが、ペルは怖おじ気けづくことなく、逆に目を爛らん々らんと輝かがやかせ、

「ぬうう！　来るか、悪魔どもめ！　恐れはしないぞ、来いっ、我が剣の錆さびにしてくれるわ！」

　そう叫んで抜ばつ刀とうすると、馬上から剣を振り回した。とても六十を越えた老人とは思えない力と俊しゆん敏びんさで、叩たたきつけるように相手を襲おそう。

　それはまさに鬼き神しんの戦いだった。次から次へと敵を薙なぎ倒し、自分にも馬にも近づけさせない。昔せき日じつ、北方聖戦で彼が勇者と呼ばれたのは確かに事実だったのだと、肌で感じさせるような戦いぶりだった。

　それでも陰いん惨さんにならないのは、ペルが剣の平たいところで相手を振り飛ばしているだけだからだ。それに気づくのにウィルは少し時間がかかった。

「なんてくそじじいなの」

　それまで余よ裕ゆうたっぷりだったジラの表情に、初めて焦あせりが浮かんだ。ウィルはそれを見み逃のがさなかった。

（チャンスか？）

　と思ったが、ジラはあまり執しゆう着ちやくや闘とう争そう心しんのない、冷静な人間だったようだ。

「まったく、新月でなけりゃ──いいわ、撤てつ退たいよ。早くその子たちを投げ込みなさい」

「ちょ、ちょっと待て！　俺ならじいさんを止められるぞ！」

「うーっ、うーっ！」

「じゃあね、トリックの息子とそのお友達」

　ウィルとバズが時間を稼かせごうと必死に喚わめいたが、ジラはまったく聞く耳を持たなかった。二人を担かついだ男たちは無表情に、機械的に腕を動かす。

　それを見たペルが、憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで、

「ぬおおう！　待てえい！」

　馬首をめぐらし、猛もう然ぜんと突っ込んでくる。さすがにこれには男たちもぎょっとし、ためらったところで、ペルの剣が叩き込まれた。

　ウィルとバズを担いでいた男たちが次々と吹き飛び、同時に簀す巻まきの二人も投げ出されて地面に叩きつけられる。

　ペルは剣を高く掲かかげると、ジラに向かって、

「子供を殺すとはなんとも醜みにくい奴やつらだ！　悪魔の手下め、我が剣を受けてみろ！」

「バカを言うんじゃないよ！　おまえが北方聖戦でなにをしたか知ってるんだからね！」

　ハッと、ペルの顔があからさまに変わった。剣を振り上げた姿勢のまま動きが停止する。

　ジラは相手の弱点を突いたと知り、にやりと笑うと、

「おまえが北方でなにをしてきたか、みんな知っているわ！　抵抗もできない女子供を含ふくめて、一日三百人も殺したんだわ！　私たちが悪魔の手下なら、おまえも悪魔の仲間よ！　おまえの行こう為いを正当化できるのは私たちしかいないのよ！」

　哄こう笑しようするジラ。ペルは瞼まぶたを閉じ、全身をぶるぶると震わせた。だらだらと汗あせが頰ほおを伝うのは、熱さのせいではないだろう。

（やばい）

　ウィルは焦あせった。ペルの様よう子すがおかしい。

（当然じゃないか──そうだ、じいさんの言ってたメキメキ団は、北方民族のことを指さしてたんじゃない。聖戦を行おこなわせたサマドのことを指してたんだ）

　姫ひめ君ぎみ＝ドリーンを閉じこめているのはペル自身だ。そう分かったとき、なぜ思いつかなかったのだろう。悪魔の手下は誰かと。

　ペルの敵は自分自身だ。ならば、彼はどうする？

「あなた！」

　悲ひ鳴めいが歪ゆがんだ緊きん迫ぱくをうち破った。

　振り向くと、いつの間にやってきたのか、馬車から長いスカートをはためかせて女性が飛び降りてくるところだった。ドリーンだ。あとからマギー、そしてエドも出てくる。

　カッと、ペルが細い目をこれ以上はないというほど大きく開いた。そして、ドリーンを見る。

「おお……」

　彼の顔が穏おだやかに、そして愛いとしげに緩ゆるんだ。しかし、それは錯さつ覚かくのような一いつ瞬しゆんのことで、ペルは昂こう然ぜんと頭を上げると、

「悪魔は成せい敗ばいされよ！　姫、今こそあなたをすべての束そく縛ばくから解放いたしますぞ！」

「ペル！」

　ドリーンが駆かけてくる。ペルはもう振り向かず、雄お叫たけびを上げると、ジラ目がけて馬を突っ込ませた。ジラの背はい後ごは崖がけだ。

「なに考えてるのよ、この耄もう碌ろくじじい！」

　ジラは逃げた。だが、間に合わない。

　ペルは馬でジラに体当たりした。体当たりしたというよりは崖を馬で跳とぼうとした、その途中にジラがたまたまいただけ、そんな飛びっぷりだった。

　ペルの跨またがった馬が宙を飛ぶ。昇のぼったばかりの朝日を浴あびたその姿は、教会の教えが広まる以前より伝えられてきた土着神話に出てくる、軍ぐん神しんその人のようだった。

　凛り々りしく、勇いさましく、大地を蹴けって天を馳はせていく──

「ペル！」

　ドリーンが再度叫さけぶ。

　しかし、やんぬるかな、ペルは人であって、決して神ではなかった。馬も天てん馬まではなく、天を昇ることなくそのままジラとともに谷底へと落下していった。

　ドリーンが立ち止まり、そのまま足から崩くずれる。マギーが慌あわてて支ささえた。

「！！！」

　サマドが聞き慣なれない言葉で叫び、崖に駆け寄る。それからいろいろと騒さわぎあい、何人かがあとを追って飛び込み、残りは崖に沿そって走っていった。下流に行くつもりだ。
















「ウィル、バズ！」

　エドが走ってきて、二人の縄なわを切った。バズは目を回していたが、怪け我がはないようだ。自由になると、ウィルも崖に飛びついた。ペルたちの姿はない。引っかかることなく川に落ちたらしい。

　とっさに飛び込もうとしたウィルをエドが止めた。

「エド！」

「ばかもんっ、子供になにができる！　私が行くから、おまえは下流に行け！」

　いつにないエドの厳きびしい口調。ウィルは気け圧おされ、慌あわてて頷うなずくと、馬車に向かって走った。すぐにエドは靴くつとシャツを脱ぎ、崖から飛び込む。

　ウィルは途中で、ドリーンを抱かかえてうろたえているマギーに、

「マギー、バズも頼たのむ！」

「う、うん」

　震ふるえる声で、それでもしっかりとマギーは頷く。

　馬車の馬を外はずし、その背に乗る。

（悪魔は成せい敗ばいされよ！　姫、今こそあなたをすべての束そく縛ばくから解放いたします！）

　ペルの言葉が耳に響く。ウィルは頭を振ると、手た綱づなを引いた。




　ペルは発見されなかった。

　なにも知らない修道院の僧そう侶りよたちが一いつ緒しよに捜さがしてくれ、その日一日かけてかなり下流まで捜そう索さくの手を広げたが、ペルはおろかジラも見つからなかった。馬だけは死体となって上がった。

　サマドは人が大勢出てくると、あっという間に姿を消してしまった。本だけではなく、自分たちの存在も知られてはならないとばかりに。

　近くの町から警察も来て捜したが、なんの手がかりもないまま、夕方になって捜索は打ち切られた。

　ウィルは馬が発見された川岸に佇たたずみ、じっとベジヌレ川のみなもを凝ぎよう視ししていた。マギーもバズも、隣となりで座すわり込み、ぼんやりと川を眺ながめる。

　水量は夏なのでそんなに多くない。だが、人一人を吞のみ込むことはできる。

「ウィル」

　エドの声に三人は振り返った。最後まで川の中を捜していたのだろう、彼はびしょ濡ぬれだった。その隣にはやつれた顔を青ざめさせたドリーンが立っていた。ハンカチを握にぎりしめ、真っ赤な目をまっすぐウィルたちに向けている。思い詰めたまなざしだ。

　ドリーンが一歩前に進む。

「あなたたち……あなたたちに、こんなことを言うのは、間違っていると……あなたたちは、悪くないと、分かっているのだけれど……でも、言わせてほしいの」

「…………」

「どうして、放っておいてくれなかったの」

　ドリーンの美しくも悲しい、空色の瞳ひとみが潤うるむ。ウィルたちはうなだれた。

「姫君などいないと……見つかってないと……私がそうだと気づいたら、彼は……彼は」

　そこまで言って、ドリーンはこみ上げる感情を抑おさえきれなくなったようだった。「うっ」と喉のどが詰まったような声を出し、ぼろぼろと涙を流しながら、

「どうして余よ計けいなことをしたの！　あの人はあのままでよかったのに！　私のことを忘れてしまっても、生きていてくれたらよかったのに！　この三十六年間、必死にあの人を守ってきたのに！　守ってきたのに……！」

　怒ど号ごうと悲ひ鳴めいが入り交まじった、悲ひ痛つうな叫び。それ以上は本当に言葉が出なくなったらしく、目を大きく開いたまま、ドリーンは凝ぎよう然ぜんと立ちつくす。それをエドが無言で慰なぐさめる。

　ウィルたちはどうすることもできず、ただ、うつむいていた。







　ことの終わり







　ノッカーを叩たたく音を聞きつけ玄げん関かん扉とびらを開いた男は、呆あきれた表情でウィルを見下ろした。

　彼は白いスーツの襟えり元もとを直しながら、

「……まさか、君の方から来るとは思わなかったな」

「いつでも待ってるって言ったじゃないか」

　ウィルは仏ぶつ頂ちよう面づらで相手の伊だ達て男おとこ──ゼフィッツイ大学考こう古こ学がく教きよう授じゆ、ハワード・イコナを見上げた。

「使用人はいないのか？」

「作業中に邪じや魔まされたくないから、今は私しかいない。まあ、中に入りたまえ、一人かね」

　ウィルは頷うなずいた。マギーとバズはラズボーン家へ勉学に、エドは博はく物ぶつ館かんに行っている。ゼフィッツイ市内にあるハワード・イコナの屋や敷しきに来ることは、誰だれにも話してこなかった。

　ウィルが通されたのは、こざっぱりとした客室だった。大学教授の立場にふさわしい、品のあるインテリアだ。奇き蹟せきハンターとしての怪あやしい雰ふん囲い気きはまったくない。

　ハワードは自みずから茶を入れながら、

「どうしたね、私を訪たずねてくるとは」

「ちょっとプレゼントしようと思ってさ」

　ウィルは鞄かばんの中に無む造ぞう作さに突っ込んできたものを取り出し、ハワードに差し出した。ボロボロの本を受け取ったハワードの表情が、わずかに強こわばる。

「……これは、すばらしいプレゼントだな」

　彼はその本がなんなのか、すぐに分かったようだ。シニカルな笑みを浮かべて、嫌いやみったらしく言う。

「それがなんなのか分かる？」

「まあね、噂うわさも幾いくつか聞いたし。サマドとやり合ったそうじゃないか」

　愉ゆ快かいそうに尋たずねるハワードに、ウィルはそっぽを向いた。あれから三日経たったが、そのことについては話したくなかった。

　だが、ハワードは人の傷口を抉えぐるのが好きらしく、そんなウィルの態たい度どを見ながら、

「よく生きて帰ってこれたものだよ。さすがトリック・ゴーダの息子むすこだ──と言いたいところだが、サマドは規き律りつによって新月の日は銃剣を持てない。君はとても運がよかったらしい。いや、運がいいのも父親譲ゆずりかな。その点はエドウィンに似なくてよかった」

「それで、その本はなんなのさ」

　くだらない話をいくらでも続けるハワードに、ウィルは苛いら立だって言葉を遮さえぎった。ハワードは肩をすくめると、本を開いて読み始めた。

「これはキリッシ修道院にあったものだろう？」

「…………」

「これが盗ぬすまれた為ために北ほく方ほう聖せい戦せんは行おこなわれ、大量の民間人を殺さつ戮りくしながら無ぶ事じ奪だつ回かいした。本は再びキリッシ修道院に戻もどり、封ふう印いんされたはずなのだが、なぜか今、私の手元にある」

　にやにやとハワードは笑う。ウィルは目をみはった。彼はなにもかも知っている。

「その顔は、私の知識に対する賞しよう賛さんの表情と取っておくかな？　北方聖戦のことは我われ々われの間ではよく知られた話だよ。サマドのことはおおよそ把は握あくしている」

「蛇じやの道は蛇へび、ってことか」

「あんな奴やつらと一いつ緒しよにしないでほしいね。サマドは我々の敵だ。真まっ向こうから衝しよう突とつする。それを分かっていて、私の元に持ち込んだのかと思ったんだがね」

「…………」

　ウィルはハワードを睨にらんだ。もちろん、ウィルもそうだろうと踏ふんだ上で、ここに持ち込んだのだ。だが、どうにもハワードの言い方は癇かんに触さわる。

　しかし、今はこちらが下した手てに出なければならない。

　なにも反論しないウィルに、ハワードはつまらなさそうに「ふん」と鼻で言うと、

「これは『八番目の神の子』を選んだ過程を記しるした本だ」

「……え？」

　ウィルはきょとんとした。

「八番目っていうと、最後の……？」

「そう、一千年前に出現したクロヴィスだ。当時の教会が彼をどのように選定し、神の子に仕し立たてあげていったか記録されている。つまり、『八番目の神の子』がただのヒトである証しよう拠こなのさ」

「！」

　ウィルは絶ぜつ句くした。サマドのジラが「神の威い光こうを汚けがすもの」と言っていたので、さまざまなパターンを考えていたが、まさかそんな具体的なものとは思いも寄らなかった。

「……それ、本当なのか？」

「神の子がなぜ八番目以降、発見されていないと思う？　発想を逆転させると、なぜ八番目まで神の子が発見されたと思うかね」

　ハワードは暗あん灰かい色しよくの目に怪あやしい光を宿しながら、聞き返した。とっさにはウィルは答えられない。

「教会の始まりは『一番目の神の子』の説せつ法ぽうから始まる。そして、教会の権けん威いが失しつ墜ついしかけると、決まったように彼の生まれ変わりであるところの『神の子』が出現した。昔の教会はほかの勢力より脆ぜい弱じやくだった為ために、民衆を惹ひきつける強いシンボルが絶えず必要だったのだ」

「八番目以降は、教会の力が揺ゆるぎないものになったから、『神の子』の出現は必要なくなった……？」

「歴史学的にそういう考え方ができる、ということさ。一千年前の教会でなにが行われたかなんて、誰だれにも分からん。この本以外は」

　ハワードは立ち上がった。そして、壁かべに掛かっていた地図を指さしながら、

「この本は六百年前に東とう征せい聖戦を行ったフェルディナント教きよう皇こうが、ハディマで『三番目の神の子』イザの予言書とともに発見したと言われている。彼は中を見て驚おどろき、失意の不意を敵につかれてキリッシ修道院に囚とらわれてしまった。彼は解放されてからこの本をキリッシ修道院に封印したが、処しよ分ぶんしてしまうだけの勇気はなかった。いつまた『神の子』が必要になるか分からないからな。彼の意志はハディマからくっついてきたサマドに引き継つがれ、本は世に出ることなく、サマドに監かん視しされながらキリッシに眠り続けてきたのだ。

　ところが四十年前、異い教きよう徒との手によって本はキリッシから盗まれた。サマドの支配下にあったケーヴェンハーデン教会は、宰さい相しよう派はと手を組み、彼らに協力する代だい償しようとして北方聖戦を行わせた。むろん、うるさい北方民族を一いつ掃そうするのが、北方聖戦が行われた真の目的さ。しかし、聖戦を名乗らせたのは、この本を奪だつ回かいする目的が裏にあったからだ。そして、本は再びキリッシ修道院に戻り、封印された。

　しかし、サマドを毛け嫌ぎらいしていた教皇庁は、宰相派がサマドと結びついていると知ると、各国が北方聖戦を非ひ難なんしたのを好機と見て、女王派に肩入れしてケーヴェンハーデンからサマドを追い払ってしまった。しかし、未いまだにケーヴェンハーデン人の中にはサマドと通じている者も多い。我々から見れば、ペル・デヴォーもその一人だったのだがね。

　サマドは宗派を越えて神の権威を守ろうとする。たとえ今の教皇庁がサマドを毛嫌いしていても、神を同じくするかぎりはその権威を守ろうとするさ」

「……その本、どうするのさ？」

　そんな講義などどうでもいいと言わんばかりのウィルの問いに、ハワードは肩をすくめた。

「いいとも、貰もらっておこう。エドウィンではなく私のところに持ち込んだのは賢かしこい選せん択たくだ。エドウィンは真実の徒だ、こんなものを見つけたら最後、世界中に喋しやべりまくるだろうな。そして、最後はサマドと教皇庁の手によって、こうだ」

　ハワードは指で自分の首を切る真ま似ねをした。ウィルもそれが分かっていたから、バズには本はサマドに持っていかれたようだと説明し、マギーには本のことは黙っているよう口止めした。そして、キリッシを去る間ま際ぎわ、こっそり掘ほり返して持って帰ってきた。このままなにも分からずにいるのは、あまりにもペルが、そして自分たちが可か哀わい相そうだったから。

　エドにこの本を渡したら、今度はエドがサマドに狙ねらわれてしまうだろう。それでなくても、北方聖戦に関かん与よしていたサマドのことを聞いて、証しよう拠こがないと地じ団だん駄だ踏ふんでいたのだ。原因となったこの本があったら、なにをしでかすか分からない。

　だが、自分では読めないし、その後の処分の仕方も分からないので、すぐに中身が分かり、対処できる人間を──と考えたら、ハワード・イコナしか思いつかなかった。

　そんなウィルの考えを見み透すかしたように、ハワードは言葉を付け足たした。

「まあ、君からすれば、私がどうなろうと知ったことではないんだろうがね」

「借りにしといてよ」

「でかい借りだ」

「あんたの好きにしていいから──あんたはその本を公表する気はあるの？」

「私が？　まさか！　価値あるものはそれにふさわしい使い方をするものだよ、ウィルくん。君の才能のように。そうだ、我々の仲間になる気にはなったかね？」

　ここぞとばかりにハワードは話を持ち出す。ウィルが嫌いやな顔をするのを楽しもうと思ったのだろうが、ウィルはじっとハワードを見つめたきりだった。

「？　どうしたね？」

「……俺おれ、捜さがし屋ややめるかも」

　ぽつりと呟つぶやく。ハワードの目が細くなった。

「ほほう……それはそれは。サマドごときに弱気になったかね？」

「あんな変へん態たいなんかどーでもいいよっ。でも……」

　ウィルは大きくため息をついた。しみじみと、

「真実を捜し出すってのは、必ずしも正しいわけじゃないんだなあ、って気づいてさ」

「それに気づけば立りつ派ぱだ。君の祖そ父ふはいつまで経たっても気づかないようだがね」

「じいちゃんの話はやめろよ」

　不ふ機き嫌げんになってウィルは言い返した。どんなに落ち込んでいても、エドをバカにされるのは腹が立つ。

　ハワードは掌てのひらを広げて降こう参さんしてみせた。

「分かった分かった。じゃあ、今回は貸しにしておこう。サマドの方もなんとかしておこうじゃないか。もちろん、貸しはいつか返してもらうが」

「分かってるよっ。じゃあ」

　ウィルは立ち上がった。部屋を出ていこうとしたところで、ハワードが止める。

「ウィル・ゴーダ」

「なに？」

「君は一体、なんの為ために捜し屋をやっているんだね？」

　ウィルはまじまじとハワードを見た。彼は腕を組み、にやにや笑っている。

「……それじゃあ」

　返事はせず、ウィルは逃げるように部屋から出た。

　どきどきする心臓を抑おさえながら、玄関を出る。大きく息をつき、気をとり直してアパートに戻ろうとして、ぎくりと足が止まった。

　路ろ傍ぼうにサマドのジラが立っていた。一人でウィルを待ちかまえていたらしく、すらりとした美しい足をドレスのスリットから覗のぞかせ、塀へいにもたれかかっている。

　ジラの黒こく曜よう石せきの輝かがやきを持つ瞳ひとみがウィルを捉とらえた。だが、どこか以前と雰ふん囲い気きが違う。顔かたち、姿は一いつ緒しよなのに、その目だけは以前と違う光を放っていた。

（メルジェリーナ刑務所で見たジラの目だ）

　ウィルは緊きん張ちようしながら、用心深く口を開いた。

「た……助かったんだ」

「通りがかりの巡じゆん礼れい者しやに助けられてね」

　低い男の声。ウィルはあとずさった。ジラは野性的な、男だけが作ることのできる笑みを、妖よう艶えんな美女の顔に浮かべた。

　ゆらりと塀から体を離す。

「ベジヌレ川は見た目は緩ゆるやかなんだが、深いところは流れが急でよ。おまえたちが想像した以上に下流に流されちまった。さすがの俺おれも、馬と激突したダメージが大きくて、あやうく土ど左ざ衛え門もんになっちまうところだったぜ」

「……俺を、殺しにきたのか？」

　じりじりとあとずさりながら、ウィルは一言一言区切って尋たずねる。ジラはウィルが後退した分だけ近づきながら、

「そうするつもりだったんだが、やめたよ。そのうち奇き蹟せきハンターが交こう渉しように来るだろうからな。おまえたちを殺すより、奇蹟ハンターと交渉した方が得だもんな。交渉がうまくいけば、おまえたちはサマドの標ひよう的てきから外はずれる。奇蹟ハンターはおまえたちの為ために大きな犠ぎ牲せいを払うことになるだろうけどよ」

　そう言ってケラケラとジラは笑った。眉び目もく麗うるわしい美女の口からむさ苦しい男の声がするのは、なんとも異様なものだったが、今のウィルにはそんなことを気にしている余よ裕ゆうはなかった。ジラの言葉が真実かどうか、探さぐるようにじっと彼女＝彼を見つめ、それから身をひるがえして逃げようとした。

「おい、待てよ！　俺を助けた巡礼者の話を聞きたくねえか？」

　楽しげなジラの声に、ウィルは思わず足を止めて振り返った。

　ジラは仁に王おう立だちになって腕を組み、からかうようなまなざしで、

「俺を川から引き上げてくれたそいつはな、自分の過去の過あやまちを償つぐなう為ために長い間巡礼の旅に出ていたんだと。ようやくすべての巡礼を終えて、これから愛する妻と子が待つ家に帰る途中で、俺を見つけたというわけだ」

「…………」

「ところが、あんまり長いこと巡礼に出ていたから、うちの場所をすっかり忘れちまったって言うのさ。俺が察さつするところ、あいつは懺ざん悔げすることにかまけてて、愛すべき妻と子を見み捨すてたことがまた過ちだったってことに、ようやく気づいたんだな。だから帰るに帰れないでいるんだぜ、バカな奴やつだよなあ」

「それって──」

「俺は別れ際ぎわに言ってやったね。あんたには西の風が吹いている、あんたの目め指ざす地は西にあるに違いないってね。俺は占うらないもできるんだ。奴は礼を言って、西に向かって歩いていった。もちろん、うしろから斬きったりしないさ。俺には『巡礼者』を殺す理由なんかねえからな。『勇者』だったら迷まよわず斬ったんだが、俺は司し祭さいだからな、長い巡礼を終えてようやく帰路についた奴を殺すなんてことはしねえさ。ま、あの調子だと無ぶ事じ家に帰れるかどうか分かったもんじゃねえけどよ。今ごろユドの街かい道どう筋すじで迷まい子ごになってるんじゃねえか」

　ウィルはジラの言葉を最後まで聞かず、走り出した。その背中に再び、

「これで針はり金がねの借りは返したからな！　次はないと思えよ！」

　ジラの嘲あざけるような、それでいてどこか楽しんでいる声が飛んできた。

　ジラにしろハワードにしろ、シンシアとて皆ウィルと貸し借りを作りあうことが楽しいらしい。ウィルの将来にそれほど期待しているのだろうか。

　通りを行き交かう人々の間を縫ぬって走る。顔が上じよう気きしてくる。

（シンシアに馬車を借りよう）

　ウィルは自分の顔が緩ゆるみ、心が喜よろこびに満ちていくのを実感した。

（シンシアに馬車を借りよう。あそこの馬がいちばん体力がある。バズもマギーもいるし）

（捜さがしにいかきゃ）

　なんという生命力だろう。自じ力りきで這はい上がったのだろうか。それとも、誰かに助けられたのだろうか。神さまが彼にはまだやるべきことがあると、彼に力を与えてくれたのかもしれない。

　頭を打ったのかもしれない。でも、いい。彼は家に帰ろうとしている。長い巡礼の旅を終えて。

　ウィルは目め尻じりにたまったものを乱暴に拭ぬぐった。泣いてなんかいられない、そこに捜すものがあるかぎり。







　あとがき







　　　五月ホラー

　平成九年十二月。「名画の受難」のゲラを担当に渡したときのこと。

「じゃあ、お捜し人の６は、五月発売とゆーことにしましょう」

「はあ……？」

　私、指折り数えてみる。締しめ切きりは発売日の三ヶ月前だ。つまり、二月十日。

「ええ、一月に書いてください」

「じょ、じょーだんじゃないですよっ。私、一月はスニーカー文庫の原稿書くつもりなんですから。とゆーか、ずっと書いてて、一月も終わるかどうかってのに」

「じゃあ、六月発売で、締め切りは三月十日にしましょう」

　翌年、プロットを出したあとの電話にて。

「やっぱり五月になんとかフェアをやりますので、それに入れちゃいましょうね。二ヶ月で作ります。締め切りは三月十日で、日にち厳げん守しゆ、書き直しナシね」

「ひーっ」

　平成十年二月。角川スニーカーの担当と夕飯食べさせてもらいながら打ち合わせ。

「それでですね。発売は五月見本の六月一日ということにしましたから」

「……六月一日？　あのお、富士見の方も五月発売なんですけど」

「いいですよ、別に。早く出た方がいいでしょ？」

「はあ、そりゃあそうですけど」

　平成十年二月。角川小説あすかの担当から電話。

「小林さん、ごめんね。例の短編、イラストの関係で、三月発売の四月号の予定だったけど、五月発売の六月号掲けい載さいに変更させてもらうから」

「ご、五月って、小説あすかの発売日って五月二十日でしょう!?」

「それから、小説あすかはその号をもって休刊になります。すみません」

「いや、それは私にはあまり関係ないことだからいいんですけど……五月かあ」

　冬の話だったのになあ。細川五月、つくづく不運な奴め。

　思い起こせば、去年も五月にファンタジア文庫とスニーカー文庫の発売が重かさなったよなあ。九月も重なったんだっけ。これはやはりオオツカの呪のろいか？（他社ネタですまん）




　　　恋はメキメキ

　九四年冬、犬猫と一緒に五十四歳のムキムキのおっさんが歌っている歌が大流行。そのおっさんの名はトム・ジョーンズ。プロモを見たとき私はひっくり返るほどファンになってしまったが、その後、火星人を歌でやっつけるとゆー荒あら技わざに出られたときには、本当にひっくり返ってしまった。イヴ・モンタンの再来と言われた栄光はどこに……




　　　好きな男性は？

「ジャン・レノと最近のエリック・クラプトンの顔」と言ったら、ラジオの構こう成せい作さつ家かさんに笑われた。でも、エドのイメージはギターの神さまの顔である。名前も本当はエリックにしたかったんだけどな。トリックさえいなければ。

　あと、若いころのジョン・ローンの顔も好き。




　　　没ぼつ

　今回もあとがきを没にされて書き直しだ。悔くやしいので、いつもより一ページ多く書いてやれ。しかも、他社の宣せん伝でんもしておこう。

　角川スニーカー文庫から平成十年六月一日、「いかづちの剣」発売。




　　　最後に

「必殺お捜し人６　勇者の聖戦」は平成十年二月から三月前半に書いた話です。

　キリスト教がヨーロッパに広まる以前、ガリア人は十二月二十五日に冬とう至じの祭りを行おこなっていました。子供のころその話を知ったとき、私は目から鱗うろこが落ちる思いでした。ああ、そうか、やっぱりどこの誰だれとも知らないおっさんの誕たん生じよう日びを単に祝いわっていたわけじゃないんだ！　と。ブッダがヒンズー教に取り込まれてヴィシュヌの九番目の化身となったように、キリストは前ヨーロッパの土着宗教と融ゆう合ごうして、今の形になっていったのです。

　今回はそういったものの見方が強く表れた作品です。別に、スペインに遊びにいったから思いついたわけではない……はず。ねえ？

　では、また。




　平成十年四月十四日


小林めぐみ












必殺 お捜し人 ６




勇ゆう者しやの聖せい戦せん








小こ林ばやしめぐみ
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